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１．はじめに 
 

 

このたびは、グラフィック形プログラム調節計ＤＰ１０００Ｇをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございま

す。ＤＰ１０００Ｇは、視認性に優れた５.６型ＴＦＴカラー液晶ディスプレイを採用し、高度なモニター機能および対話 

型設定など操作性を追求したグラフィックタイプのプログラム調節計です。 

フルマルチレンジ入力や最大２００種類のプログラムパターン（最大４０００ステップ）を記憶し、実行パターンを 

任意に呼び出して運転できます。 

制御周期は０．１秒、５桁表示が可能で指示精度は±０．１％と高速・高精度で、精密かつ複雑なパターン制御を 

必要とする用途に幅広くご利用いただけます。 

本製品を充分にご理解いただき、かつトラブルなどを未然に防ぐためにも、本取扱説明書を必ず事前にお読み下さい。 

なお、本取扱説明書は、「総合」になります。通信付き仕様に関しては、「通信」の取扱説明書をあわせてお読み下さい。 

 

 

 

 

－ 計装業者・設置業者・販売業者の方へ － 

本取扱説明書は、本製品をお使いになる方へ、確実にお渡し下さい。 

 

－ 本製品をお使いになる方へ － 

本取扱説明書は、本製品を破棄するまで、大切に保管して下さい。 

また、設定内容は必ず記録し、保管して下さい。 

 

 

 

 

本製品の保証期間は、お買い上げ後1年間です。保証期間中に取扱説明書、製品貼付ラベルなどの注意 

を遵守した正常な使用状態で、本製品が故障した場合には無償修理致します（日本国内に限る）。その場合、 

お手数ですが、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡下さい。 

但し、下記に該当する場合は、保証期間中でも有償修理になります。 

 

１．誤使用、誤接続、不当な修理や改造による故障及び損害 

２．火災・地震・風水害・落雷・その他の天変地異、公害・塩害・有害性ガス害、異常電圧や指定外の 

電源使用による故障及び損害 

３．寿命部品や付属品の交換 

 

 

 

 

１．本書の全部、または一部を無断で複写、または転載することを禁じます。 

２．本書の記載内容は、お断りなく変更する場合があります。 

３．本書の内容については、万全を期しておりますが、万一、ご不審な点や誤り、記載もれなどがあり 

ましたら、最寄りの弊社営業所までご連絡下さい。 

４．運用した結果につきましては、いかなる場合でも責任を負いかねますので、ご了承下さい。 

 

製品の保証期間 

お願い 

お断わり 
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■ご使用前の確認 

 

本製品を開封後、必ず、ご使用前に以下のことをご確認下さい。万一、ご不審な点などがございましたら、 

ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡下さい。 

 

１．外観の確認 

外観上、製品に破損などがないことをご確認下さい。 

前面表示部には保護用のフィルムが貼ってありますので、剥がしてご使用下さい。 

 

２．形式コードの確認 

お買い上げいただいた製品の形式コードに間違いがないことをご確認下さい。 

 

◆形式コード銘板と貼付場所 

下記のような銘板が製品本体の上面に貼付されています。 

 

ＤＰ１０□□Ｇ□□□－□□□   ←形式コード 

ＤＧ□□□□□□□        ←製造番号 

ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ 

 

３．付属品の確認 

製品には、下記の付属品が付属されていますので、ご確認下さい。 

 

品    名 数  量 備    考 

端子カバー １個 透明カバー 

取 付 金 具 ２個（一式） パネル取付用 

接点保護素子 １個 オンオフサーボ形仕様のみ付属 

取扱説明書（結線・取付） １冊 冊 子 

取扱説明書（総合） 

取扱説明書（通信インターフェース）

パラメータ編集ソフト 

パラメータ編集ソフト 取扱説明書 

１枚 ＣＤ－Ｒ 

 

なお、別途、アクセサリをお求めの場合、それらの製品も付属されている場合がございます。 

 

 

１．梱包箱から本製品を取り出す際、製品を落とさないようにご注意下さい。 

２．本製品を輸送する際、本製品用梱包箱に入れ、さらにクッションを敷き詰めた外箱に入れて輸送して下さい。 

そのような場合を考え、本製品用梱包箱は保管されることをお勧めします。 

３．本製品を最終製品（パネル）から外した状態で長期間使用しない場合、本製品用梱包箱に入れ、周囲温度が 

常温でほこりなどが少ない場所で保管して下さい。 

 

 

お願い 



- 3 - 

２．安全にご使用いただくために 
 

 

本製品を安全にご使用いただくために、下記の注意事項をお読みいただき、ご理解下さい。 

 

２－１．ご使用の前提条件 

 

本製品は、屋内の計装用パネルに取付けて使用するコンポーネントタイプの一般製品です。それ以外の条 

件では使用しないで下さい。 

ご使用の際は、最終製品側でフェールセーフ設計や定期点検などを行い、システムの安全性を施した上で 

ご使用下さい。また、本製品の結線・調整・運転に関しては、計装知識を持った専門業者などに依頼して下 

さい。 

さらに、実際に、ご使用になる方も、本取扱説明書をお読みいただき、本製品の諸注意事項、基本的な操 

作などについて充分にご理解いただく必要がございます。 

 

 

２－２．シンボルマーク 

 

製品本体や本取扱説明書に、下記のシンボルマークがございますので、それらの意味について、充分にご 

理解下さい。 

 

シンボルマーク 意          味 

 
使用者が死亡、または重傷を招く恐れがある場合に、その恐れを避けるための 

注意事項を説明しています。 

 
使用者が軽傷を招くか、本製品、または周辺機器が損傷する恐れがある場合に、 

 その恐れを避けるための注意事項を説明しています。 

 

接地端子です。接地端子は、必ず保護接地に接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 注 意 

！ 警 告 
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２－３．重要な説明 

 

 

１．電源電圧・結線の確認 

電源を供給する前に、結線が正しいか、電源電圧が定格電圧に合っているか、接地が行われている 

かなどについて確認して下さい。 

 

２．過電流保護デバイスの設置 

本製品には、電源スイッチがありません。本製品に供給する電源には、定格仕様に合った過電流保 

護デバイス（ブレーカーなど）を設置して下さい。 

 

３．端子部の保護 

本製品の端子部には、感電防止のため、最終製品側で使用者が直接触れられない安全処置を施して 

ご使用下さい。 

 

４．安全装置の設置 

本製品や周辺機器が故障することにより、重大な損失が予測される設備への使用に関しては、必ず、 

それらの損失を回避するための安全装置の設置、および最終製品側でフェールセーフ設計を施して下さ 

い。また、人命、原子力、航空、宇宙などに関わるような重要設備には、絶対に使用しないで下さい。 

 

５．製品内部に手をいれない 

本製品の内部に手や工具などを入れないで下さい。感電やケガをする恐れがあります。 

 

６．不審時の電源遮断 

異臭、異音、煙などが発生したり、異常に高温になっている場合などは、たいへん危険ですので、 

直ちに電源を遮断し、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡下さい。 

 

７．修理・改造の禁止 

修理や改造が必要な場合は、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡下さい。弊社の認 

定したサービス員以外による部品交換などの修理や改造は禁止されています。 

 

８．取扱説明書の厳守 

本製品を正しく安全にご使用いただくために、本取扱説明書に従って下さい。誤使用により生じた 

傷害や損害、免失利益などいかなる請求についても、弊社では一切その責任を負いかねますので、あ 

らかじめご了承下さい。 

 

 重大な事故防止のため、必ず、本内容をお読みいただき、ご理解下さい。 ！ 注 意 
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３．形式コード一覧 

 

Ｄ Ｐ １ ０ ⑤ ⑥ Ｇ ⑧ ⑨ ⑩ － ⑫ ⑬ ⑭ 

 

マルチレンジ入力 １ＣＨ 

１００―２４０ＶＡＣ 電源仕様 

⑤調節モード（第１出力） 

１：オンオフパルス形ＰＩＤ式 

２：オンオフサーボ形ＰＩＤ式（標準負荷仕様） 

３：電流出力形ＰＩＤ式（一般精度４～２０ｍＡＤＣ） 

５：ＳＳＲ駆動パルス形ＰＩＤ式 

６：電圧出力形ＰＩＤ式（一般精度０～１０ＶＤＣ） 

８：オンオフサーボ形ＰＩＤ式（微小負荷仕様） 

Ａ：電流出力形ＰＩＤ式（高精度４～２０ｍＡＤＣ） 

Ｂ：電流出力形ＰＩＤ式（高精度１～５ｍＡＤＣ） 

Ｃ：電圧出力形ＰＩＤ式（高精度０～１０ＶＤＣ） 

⑥調節モード（第２出力） ※１ 

０：なし 

１：オンオフパルス形ＰＩＤ式ＯＰ 

３：電流出力形ＰＩＤ式(一般精度４～２０ｍＡＤＣ)ＯＰ 

５：ＳＳＲ駆動パルス形ＰＩＤ式ＯＰ 

６：電圧出力形ＰＩＤ式（一般精度０～１０ＶＤＣ）ＯＰ 

Ａ：電流出力形ＰＩＤ式（高精度４～２０ｍＡＤＣ）ＯＰ 

Ｂ：電流出力形ＰＩＤ式（高精度１～５ｍＡＤＣ）ＯＰ 

Ｃ：電圧出力形ＰＩＤ式（高精度０～１０ＶＤＣ）ＯＰ 

⑧通信インターフェイス  ※２ 

０：なし 

Ｒ：ＲＳ－２３２Ｃ（ＣＯＭ１）ＯＰ 

Ｓ：ＲＳ－４８５ （ＣＯＭ１）ＯＰ 

Ａ：ＲＳ－４２２Ａ（ＣＯＭ１）ＯＰ 

Ｂ：ＲＳ－２３２Ｃ(COM1) ＋ ＲＳ－２３２Ｃ(COM2) ＯＰ 

Ｃ：ＲＳ－４８５  (COM1) ＋ ＲＳ－２３２Ｃ(COM2) ＯＰ 

Ｄ：ＲＳ－４２２Ａ(COM1) ＋ ＲＳ－２３２Ｃ(COM2) ＯＰ 

Ｅ：ＲＳ－２３２Ｃ(COM1) ＋ ＲＳ－４８５  (COM2) ＯＰ 

Ｆ：ＲＳ－４８５  (COM1) ＋ ＲＳ－４８５  (COM2) ＯＰ 

Ｇ：ＲＳ－４２２Ａ(COM1) ＋ ＲＳ－４８５  (COM2) ＯＰ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨伝送信号出力Ⅰ 

０：なし 

１：４～２０ｍＡＤＣＯＰ 

２：０～１ＶＤＣＯＰ 

３：０～１０ＶＤＣＯＰ 

４：１～５ＶＤＣＯＰ 

⑩伝送信号出力Ⅱ ※３ 

０：なし 

１：４～２０ｍＡＤＣＯＰ 

２：０～１ＶＤＣＯＰ 

３：０～１０ＶＤＣＯＰ 

⑫ケース色 

Ｇ：グレー 

Ｂ：ブラック 

⑬外部入出力信号 

０：なしＯＰ 

１：デジタル入出力（入力は無電圧接点仕様） 

２：デジタル入出力（入力は外部電源仕様）ＯＰ 

⑭伝送器用電源 

０：なし 

１：伝送器用電源付きＯＰ 

 
 
 

ＯＰ 
 は、オプションです。 

※１ 第１出力がオンオフサーボ形ＰＩＤ式の場合、 

第２出力は指定できません。 

※２ ＣＯＭ１は背面ポート専用、ＣＯＭ２は前面ポー  

   トと背面ポートを切換えて使用します。 

※３ 伝送信号出力Ⅱのみの指定はできません。 
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４．取付と結線 
 

４－１．外形寸法 

 

 
          [単位：ｍｍ] 

 

４－２．取 付 

 

４－２－１．パネル取付寸法と取付方法 

 

①パネルカット部に本製品を挿入します。 

②付属の取付金具を上下にはめ込み、ドライバでネジを締めつけて固定して完了です。 

なお、ネジの締め付けトルクは、「最大０．８Ｎ・ｍ」です。 

 

 

 

 

      

パネルカット 

[単位：ｍｍ] 

 

 

１７０ 

１
７
０
 

１
３
８
 ＋
１
 

  
０
 

パネル 

取付金具 

本製品 

取付金具 端子カバー 

 ０ 
＋１ 

１３８ 
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４－２－２．設置条件 

 

 

１．環  境 

①屋 内。 

②直射日光があたらないところ。 

③高温にならないところ。 

④振動や衝撃がないところ。 

⑤液体（水など）がかからないところ。 

⑥結露しないところ。 

 

２．雰 囲 気 

①強力なノイズ、静電気、電界、磁界がないところ。 

②周囲温度-１０～５０℃以内、周囲湿度１０～９０％ＲＨ以内のところ。 

③温度変化が少ないところ。 

④腐食性ガス、爆発性ガス、引火性ガス、可燃性ガスがないところ。 

⑤塩分、鉄分、導電性物質（カーボン、鉄など）がないところ。 

⑥蒸気、油、薬品がないところ。 

⑦ちりやほこりがないところ。 

⑧周囲に高発熱するものがないところ。 

⑨熱がこもらないところ。 

⑩製品の上部が広い空間であるところ。 

⑪風がないところ。 

 

３．取付位置 

①設置高度は、標高２，０００ｍ以下。 

②取付位置は、約１．５ｍ（およそ人間の目の高さ位置）。 

③取付姿勢は、前後±１０°以下、左右±１０°以下。 

 

４．そ の 他 

①本製品を有機溶剤（アルコールなど）で拭かないで下さい。 

②本製品の誤動作防止のため、本製品の近くで携帯電話は使用しないで下さい。 

③本製品の近くのテレビやラジオなどに障害を与える場合がありますことをご了承下さい。 

 

 

 

 事故防止のため、必ず、本内容をお読みいただき、ご理解下さい。 ！ 注 意 
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４－３．端子カバーの取付・取外し 

 

端子部を保護するためのカバーが付属しています。端子部を触られない保護にもなります。 

感電防止のため、本端子カバーを使用するか、あるいは最終製品側で使用者が直接端子部を触れられない安全処

置を施して下さい。 

 

４－３－１．端子カバーの取付け方 

 

①端子カバーの上部ツメを本体背面上部に掛けます。 

②端子カバーの下部を押し、下部ツメを本体にはめ込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－３－２．端子カバーの外し方 

 

①端子カバーの下部ツメを左右それぞれに下方向へ軽く押し下げながら外します。 

②端子カバー上部ツメを外します。 

 

 

② 

① 

端子カバー 

① 
① 

② 

端子カバー 

矢印の刻印 
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 ４－４．結 線 

 

４－４－１．端子配列 

製品の仕様により、端子ネジの埋め込みがない箇所もあります。 

 

■端子配列図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■端子図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 10 -

４－４－２．端子番号と機能 

１．電源端子 

 

端子番号  

１ Ｌ  

２ Ｎ  

３ Ｇ  

 

２．入力端子 

 

端子番号 
熱電対 

電圧ｍＶ 

電圧 

(レンジNo.35)

(レンジNo.37)

電流ｍＡ 

(レンジNo.36)

測温抵抗体 

（３線式） 

測温抵抗体 

（４線式） 

２１     Ⓐ 

２２ ＋ ＋ ＋ Ⓐ Ⓐ 

２３ － － － Ⓑ Ⓑ 

２４    Ⓑ Ⓑ 

注）指定端子以外には、結線しないで下さい。 

 

３．出力端子 

 

①オンオフパルス形 

端子番号 内 部 回 路  ｜    機 器 外 部 

４  N.C.    Ⓗ  

５  COM.    Ⓒ  

第
１
出
力 

６  N.O.    Ⓛ  

７  N.C.    Ⓗ  

８  COM.    Ⓒ  

第
２
出
力 

９  N.O.    Ⓛ  

 

②オンオフサーボ形 

端子番号 内 部 回 路    ｜  機 器 外 部 

４ CLOSE    Ｍ３  

５ OPEN    Ｍ２  

６ COM.    Ｍ１  

７ OPEN    Ｒ１  

８ COM.    ＲＣ  

９ CLOSE    Ｒ２  

 

 

１００－２４０ＶＡＣ 

（５０／６０Ｈｚ） 
～ 
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③電流出力形、ＳＳＲ駆動パルス形、電圧出力形 

端子番号 電流出力形 ＳＳＲ駆動パルス形 電圧出力形 

４ ＋ ＋ ＋ 

５ － － － 

第
１
出
力 

６    

７ ＋ ＋ ＋ 

８ － － － 

第
２
出
力 

９    

 

 

４．警報端子 

 

端子番号 内 部 回 路  ｜  機 器 外 部 

１０     

１１ 

１２ 

 

 

 

 

 

 

  

１３     

１４     

注）ＡＬ１～ＡＬ４でコモン（ＣＯＭ）端子共通です。 

 

ＡＬ１ 

ＣＯＭ 

ＡＬ４ 

ＡＬ２ 

ＡＬ３ 



 - 12 -

５．ＤＯ端子（タイムシグナル出力・ステータス出力） 

 

端子番号 
機能 

（既定値） 

トランジスタオープンコレクタ出力 

 内部回路  ｜  機器外部 

１Ａ 

１Ｂ 

１Ｃ 

１Ｄ 

１Ｅ 

１Ｆ 

１Ｇ 

１Ｈ 

１Ｉ 

１Ｊ 

 

２Ａ 

２Ｂ 

２Ｃ 

２Ｄ 

２Ｅ 

２Ｆ 

２Ｇ 

２Ｈ 

２Ｉ 

２Ｊ 

タイム 

シグナル  

３Ａ 

３Ｂ 

３Ｃ 

３Ｄ 

３Ｅ 

３Ｆ 

３Ｇ 

３Ｈ 

３Ｉ 

３Ｊ 

４Ｊ 

ステータス 

 

 

 COM

DO1／TS1 

DO2／TS2

DO3／TS3 

DO4／TS4 

DO5／TS5 

DO6／TS6

DO7／TS7

DO8／TS8 

DO9／TS9 

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

COM

DO10/TS10

DO11/TS11

DO12/TS12

DO13/TS13

DO14/TS14

DO15/TS15

DO16/TS16

DO17/TS17

DO18/TS18

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

COM

DO19／R/S

DO20／ADV

DO21／RST

DO22/WAIT

DO23/FAST

DO24／END

DO25/AL-W

DO26／ERR

DO27/SVUP

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

LOAD

DO28/SVDN LOAD
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６．ＤI端子（外部駆動入力・パターン選択入力） 

 

端子番号 
機能 

（既定値） 

無電圧接点仕様 

（外部駆動信号は割付設定が[TypeⅠ]の場合）

     内部回路   ｜  機器外部 

外部電源仕様 

（外部駆動信号は割付設定が[TypeⅡ]の場合）

内部回路   ｜  機器外部 

４Ａ 

４Ｂ 

４Ｃ 

４Ｄ 

４Ｅ 

４Ｆ 

４Ｇ 

外部駆動 

４Ｈ 

４Ｉ 

  

５Ａ 

５Ｂ 

５Ｃ 

５Ｄ 

５Ｅ 

５Ｆ 

５Ｇ 

５Ｈ 

５Ｉ 

パターン 

選択 

  

 

７．オプション端子 

 

①アナログ伝送オプション 

端子番号 
伝送信号出力 

高精度タイプ 

伝送信号出力 

２出力仕様 

６Ａ ＋ ＋ 

６Ｂ － 

高精度 

タイプ － 

６Ｃ  ＋ 

６Ｄ  

一 般 

タイプ － 

 

 

COM

DI1／RUN 

COM

DI1／R/S 

DI3／RST 

DI4／WAIT 

DI5／FAST 

DI6／(BLK)

DI2／ADV 

DI7／100 

DI8／200 

COM

DI9／1 

DI11／4 

DI12／8 

DI13／10 

DI14／20 

DI10／2 

DI15／40 

DI16／80 

DI3／RST 

DI2／STOP 

DI4／ADV 

DI5／(BLK) 

DI6／(BLK) 

DI7／100 

DI8／200 

COM

DI9／1 

DI11／4 

DI10／2 

DI12／8 

DI13／10 

DI14／20 

DI15／40 

DI16／80 
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②通信オプション 

通信１ポートの時 

端子番号 
通信RS-232C 

(COM1) 

通信RS-422A 

(COM1) 

通信RS-485 

(COM1) 

６Ｅ ＲＤ ＲＤＡ ＳＡ 

６Ｆ ＳＤ ＲＤＢ ＳＢ 

６Ｇ ＳＧ ＳＤＡ ＳＧ 

６Ｈ  ＳＤＢ  

６Ｉ    

６Ｊ    

５Ｊ  ＳＧ  

 

通信２ポートの時 

端子番号 

通信RS-232C 

(COM1) 

＋ 

通信RS-232C 

(COM2) 

通信RS-422A

(COM1) 

＋ 

通信RS-232C

(COM2) 

通信RS-485

(COM1) 

＋ 

通信RS-232C

(COM2) 

通信RS-232C

(COM1) 

＋ 

通信RS-485 

(COM2) 

通信RS-422A 

(COM1) 

＋ 

通信RS-485 

(COM2) 

通信RS-485 

(COM1) 

 ＋ 

通信RS-485 

(COM2) 

６Ｅ ＲＤ１ ＲＤＡ１ ＳＡ１ ＲＤ１ ＲＤＡ１ ＳＡ１

６Ｆ ＳＤ１ ＲＤＢ１ ＳＢ１ ＳＤ１ ＲＤＢ１ ＳＢ１

６Ｇ ＳＧ ＳＤＡ１ ＳＧ ＳＧ ＳＤＡ１ ＳＧ 

６Ｈ 

COM1 

 

COM1 

ＳＤＢ１

COM1

 

COM1

 

COM1 

ＳＤＢ１ 

COM1

 

６Ｉ ＲＤ２ ＲＤ２ ＲＤ２ ＳＡ２ ＳＡ２ ＳＡ２

６Ｊ ＳＤ２ ＳＤ２ ＳＤ２ ＳＢ２ ＳＢ２ ＳＢ２

５Ｊ 

COM2 

ＳＧ 

COM2 

ＳＧ 

COM2

ＳＧ 

COM2

ＳＧ 

COM2 

ＳＧ２ 

COM2

ＳＧ 

注）通信２ポート間は、絶縁されていません。 

 

③伝送器電源オプション 

端子番号 伝送器電源 

１５ ＋ 

１６ － 

   ２４ＶＤＣ ｍａｘ３０ｍＡ 
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４－４－３．結線の基本 

 

 

１．端子への接続 

 

①端子への結線は、絶縁スリーブ付圧着端子をご使用下さい。なお、電源端子、及び接地端子には、安全性 

確保のため、必ず、Ｏ形端子をご使用下さい。それ以外の端子でも、Ｏ形端子のご使用をお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②端子ネジの締め付けトルクは、「最大０．８Ｎ・ｍ」です。この値を超えたトルクを印加した場合、端子ネ 

ジ部が破損しますので、ご注意下さい。 

 

２．電源端子 

 

①電源には、本製品の定格に適合したスイッチ、および過電流保護デバイスを３ｍ以内の手の届きやすい位 

置に設けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②電源配線は、６００Ｖビニル絶縁電線（定格１Ａ ＡＣ以上）と同等以上の電線をご使用下さい。 

 

③電源は、誤動作防止のため、ノイズ、波形歪、電圧変動の少ない良質な単相電源をご使用下さい。ノイズ 

が多い場合は、ノイズフィルタや絶縁トランスを挿入するなどの対策を施して下さい。 

 

④接地端子には、定格電源時、微小なリーク電流が流れますので、ご注意下さい。リーク電流は、約１ｍＡ 

です。 

 

 事故防止のため、必ず、本内容をお読みいただき、ご理解下さい。 

 重大な事故防止のため、必ず、電源を切ってから結線作業を行って下さい。 

Ｏ形 

Ｙ形 

絶縁スリープ 

絶縁スリープ 

Ｂ

Ｂ

サイズ 
Ａ 

Ａ 

Ａ：３．７ｍｍ以上 

Ｂ：７．０ｍｍ以下 

３ｍ以内 

製品 

過電流保護デバイス スイッチ 

供給電源 

！ 警 告 

！ 注 意 
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３．入力端子 

 

①入力端子の最大許容入力は、下記のとおりです。これらの値を超えた入力を印加しないようにご注意下

さい。もし、誤って印加した場合、製品が故障するか、著しい劣化、誤動作などが生じます。 

・熱電対、電圧ｍＶ、電圧Ｖ：±２０Ｖ以下。 

・測温抵抗体       ：５００Ω以下、または±５Ｖ以下。 

・電流ｍＡ        ：±３０ｍＡ以下、または±７．５Ｖ以下。 

 

②入力の並列接続は禁止です。測定誤差が生じるだけでなく、安定した制御が行えず、システム全体と

して不具合が生じます。 

 

③熱電対の場合、製品の入力端子までを熱電対、または補償導線で結線して下さい。 

 

④測温抵抗体の場合、測定誤差を防ぐため、必ず、各線の抵抗値が等しいコードをご使用下さい。 

 

⑤入力保護のため、ツェナーバリヤなどの保護素子を接続する場合、大きな測定誤差が生じる場合がありま

す。保護素子との組み合わせ確認、および本製品の許容信号源抵抗や許容配線抵抗の仕様値を厳守下さい。 

 

４．出力端子 

 

①出力端子は、定格範囲内でご使用下さい。定格範囲以外の負荷を接続した場合、製品が故障するか、著

しい劣化、誤動作などが生じます。 

 

②２出力仕様で電流出力形と電圧出力形・ＳＳＲ駆動パルス形が混在する場合、第１出力と第２出力間が

短絡した状態で本体電源を入れないよう十分にご注意下さい。出力回路に過剰な電流が流れて本器が破

損する可能性があります。 

 

③オンオフパルス形とオンオフサーボ形のリレー出力端子には、必ずバッファリレーを介して負荷を接続

して下さい。更に、製品内部リレーの接点保護、及びノイズ軽減のため、必ずバッファリレーのコイル

側に接点保護素子を入れて下さい。なお、製品内部にも内部リレー保護用の小形接点保護素子が内蔵さ

れております。この接点保護素子と負荷電圧により、微小なリーク電流が流れますのでご注意下さい。

リーク電流は、負荷電圧２００ＶＡＣの場合で約２ｍＡ、負荷電圧１００ＶＡＣの場合で約１ｍＡです。 

 

５．警報端子 

 

①警報端子は、定格範囲内でご使用下さい。定格範囲以外の負荷を印加すると製品が故障するか、著しい

劣化、誤動作などが生じます。 

 

②警報端子には、必ず、バッファリレーを介して負荷を接続して下さい。さらに、製品内部リレーの接点

保護、およびノイズ軽減のため、必ず、バッファリレーのコイル側に接点保護素子を入れて下さい。 

 

６．オプション端子 

 

①オプション端子は、定格範囲内でご使用下さい。定格範囲以外の負荷を印加すると製品が故障するか、

著しい劣化、誤動作などが生じます 

 

  
①定格範囲以外の電源を接続した場合、本製品が故障するか、著しい劣化、誤動作などが生じます。

②本製品の入出力端子に過電流や過電圧を印加した場合、本製品が故障するか、著しい劣化、誤

動作などが生じます。 
！ 注 意 
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４－４－４．結線例 

 

１．オンオフサーボ形の結線 

 

オンオフサーボ形は、モータと接続します。制御リレー出力の三端子とフィードバック入力の三端子を使 

用するモータの端子図を参照しながら、結線して下さい。 

 

 

             ４（クローズ）             Ｍ３ 

 

              ５（オープン）             Ｍ２ 

 

              ６（コモン）              Ｍ１ 

 

              ７（オープン）             Ｒ１ 

 

               ８（コモン）              ＲＣ 

 

                 ９（クローズ）             Ｒ２ 

 

           [ 本製品 ]                       ［コントロールモータ］ 

 

上図では、本製品と弊社製コントロールモータが直接結線されていますが、実際の結線では、必ず、 

バッファリレーを挿入して結線して下さい。また、制御リレー出力端子には、必ず、接点保護素子を接続し 

て下さい。 

   また、本製品に付属されている接点保護素子は、モータ用（負荷電流７００ｍＡ以上用）です。バッファ 

リレーとの接続には、軽負荷用の接点保護素子をご使用下さい。付属の接点保護素子をバッファリレーに使 

用すると、リーク電流により動作不良になります。 

 

参考用として、下記に各社モータの信号名称一覧を記します。 

 

各 社 モ ー タ の 信 号 名 称 一 覧 

チノー製 東 邦 製 新日本計設製 日本サーボ製 山 武 製 

Ｍ３ Ｓ Ｓ Ｔ２ １ 

Ｍ２ Ｏ Ｏ Ｔ１ ２ 

Ｍ１ Ｃ Ｃ Ｔ３ ３ 

Ｒ１ ＢＭ Ｂ Ｂ Ｙ 

ＲＣ ＲＭ Ｒ Ｒ Ｔ 

Ｒ２ ＷＭ Ｗ Ｗ Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御リレー出力 

フィードバック 

入力 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｚ

電源 

Ｚ

Ｚ：接点保護素子 

Ｍ 

フィード 

バック抵抗 
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２．リレー出力の結線例 

 

オンオフパルス形、オンオフサーボ形、警報出力などのリレー出力では、必ず、バッファリレーおよび接点保護 

素子を介して負荷と結線します。 

 

 

 

 

 

 

 

[ 本製品 ] 

 

接点保護素子は、弊社でも取り扱っています（「１６．アクセサリ」を参照）。 

電源が交流の場合は、ＣＲ複合素子、電源が直流の場合は、ダイオードが一般的です。 

 

３．外部信号入力の結線例 

 

 （１）無電圧接点仕様（標準）の場合 

 

 

 左図において、スイッチには、 

 約５Ｖ・２ｍＡが印加されます。 

 接点容量にご注意下さい。 

 

 

［ 本製品 ］ 

 

各種の外部信号入力（ＤＩ）は、指定の外部信号入力端子とコモン（ＣＯＭ）端子を短絡することにより 

動作します。スイッチやリレーで動作させる方法が一般的ですが、周辺機器のオープンコレクタ信号でも 

動作させることができます。 

 

 （２）外部電源仕様（オプション）の場合 

 

 

 左図において、スイッチには、 

 最大１２ｍＡが流れます。 

 接点容量にご注意下さい。 

 

                              １２ＶＤＣまたは２４ＶＤＣ電源 

［ 本製品 ］ 

 

  

 

① 外部電源仕様（オプション）の場合、各外部信号入力端子とコモン（ＣＯＭ）端子間に電圧を

印加することにより動作します。印加電圧の方向は、コモン（ＣＯＭ）端子が正（＋）、各入力

端子が負（－）となります。極性には十分ご注意下さい。 

② 無電圧接点仕様（標準）では、外部電源仕様の結線を行うと本製品の内部回路が破損する恐れ

があります。仕様をご確認の上、誤った結線をしないようご注意下さい。 

 

 

電源 

Ｚ

Ｚ：接点保護素子 

× 

負荷 

× 

バッファリレー 
～ 

ＤＩ 

ＤＩ 

ＣＯＭ 

ＤＩ 

ＤＩ 

ＣＯＭ 

！ 注 意 
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４．外部信号出力の結線例 

 

 

 オープンコレクタ信号の定格範囲は、 

 直流負荷、最大電圧２４ＶＤＣ、 

 最大電流５０ｍＡ以下です。 

 負荷容量にご注意下さい。 

 

 

［ 本製品 ］ 

 

  各外部信号出力（ＤＯ）は、オープンコレクタ信号で出力されます。交流電源や定格範囲以外の

負荷を印加すると製品が故障するか、著しい劣化、誤動作などが生じます。 

 

 

オープンコレクタ信号では、負荷容量が小さい場合、下記を参考に、バッファリレーを介して負荷を接続 

して下さい。さらに、ノイズ軽減のため、必ず、バッファリレーのコイル側に接点保護素子を入れて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＯ 

ＤＯ 

ＣＯＭ 

負荷（50mA・max） 

負荷（50mA・max） 

＋

＋

Ｚ

Ｚ：接点保護素子 

× 

負荷 

× 

バッファリレー 
～ 

＋

直流電源 

！ 注 意 
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４－４－５．結線上の注意 

 

 

１．結線作業は専門業者が行う 

結線作業は、計装の基礎知識を持ち、実務経験がある方が行って下さい。 

 

２．端子カバーをつける 

安全性確保のため、結線終了後、製品の端子に直接触れられないような処置を施して下さい。 

 

３．強電回路およびノイズ発生源から離す 

ノイズによる悪影響防止のため、ノイズ発生源（マグネットリレー、モータ、サイリスタレギュレー

タ、インバータなど）となる機器の近辺に設置しないで下さい。また、本製品の配線とそれらからの配

線を同一ダクト内に通すことなども避け、必ず、離して配線して下さい。 

必要に応じて、ノイズ対策を施して下さい。 

 

４．接地端子の接続に注意する 

最終製品の全体的な信頼性に関して、良質な接地（アース）はとても重要です。また、一般的には、

各機器が1点接地で接続される事が望ましく、別々な接地の場合、ノイズによる悪影響を受けやすくな

ります。接地経路を充分にご注意下さい。 

 

５．発熱源から離す 

高温による悪影響防止のため、発熱源の近辺に設置しないで下さい。発熱源が近辺にあると、測定 

誤差が生じたり、最終的には、製品の寿命を著しく縮める原因にもなります。製品の周囲温度にご注 

意下さい。 

また、風があたるところや急激な周囲温度変化が起こった場合なども測定誤差が生じますので、その

ような周囲環境を避ける処置も施して下さい。 

 

６．未使用端子 

未使用端子は、何も接続しないで下さい。製品の故障となります。 

 

７．電源投入時の誤出力対策 

電源投入時、本製品が正常に起動するまでのあいだ、出力関係の信号が瞬時的に出力される場合があ

ります。必要に応じて、外部回路にて対策を施して下さい。 

 

 

 重大な事故防止のため、必ず、本内容をお読みいただき、ご理解下さい。 ！ 警 告 



 - 21 -

５．各部の名称 

 

 

５－１．全体概要 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２．前面概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名    称 機          能 

表示部 運転画面、設定画面、ＰＶ、ＳＶ、各ステータスを表示します。 

キースイッチ部 各設定・操作に使います。ＦＮＣ が有効なときはバックライト（緑色）が点灯します。

ＣＦカード挿入口 ＣＦカードを挿入します。 

ＣＦカード取出しボタン ＣＦカードを取り出すときに押します。 

エンジニアリングポート 専用のエンジニアリングケーブルを接続し、パソコンから設定を行うことができます。

開閉つまみ 
下部カバーの開閉に使用します。下方に押しながら手前に引くと下部カバーが開きま

す。下部カバーを閉めるときは、指でしっかりと押して下さい。 

下部カバー 
エンジニアリングポートとＣＦカードを使うときに、下部カバーを開きます。 

それ以外のときは、常にしっかりと閉めておいて下さい。 

 この内器固定ネジは、メンテナンス時に使用します。お客様はさわらないで下さい。 

前面 

表示部 

キースイッチ部 

ＣＦカード挿入口 

エンジニアリングポート 

（前面ポート） 

端子 

ＣＦカード取出しボタン 

下部カバー 

開閉つまみ 

！ 注 意 
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５－３．前面詳細 

 

５－３－１．表示部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ステータスバー表示アイコン説明 

 
①運転種類／  

 バッテリアラーム 
②警報状態 ③運転操作キー状態 ④ＣＦカード有無 

状態１ 
 

プログラム運転 

表示無 

警報未発生時 

表示無 

運転操作キー未ロック 

表示無 

ＣＦカード無 

状態２ 
 

定値運転 

 ⇔  (点滅) 

警報発生 

 

運転操作キーロック 

 

ＣＦカード有 

状態３ 

 ⇔   

 ⇔   

(交互に表示) 

バッテリアラーム発生 

   

 

PV、SV、警報状態 

 ⑤ＰＶ_ＨＯＬＤ状態 ⑥ＳＶ状態 ⑦警報状態 

状態１ 
表示無 

PV HOLD無 

表示無 

SV一定／RESET中 

         

警報未発生時（枠表示） 

状態２ 
 

PV HOLD中 

 

SV昇温中 

         

 

         

警報待機中（ランプ点滅） 

状態３  
 

SV降温中 

         

警報発生時（ランプ点灯） 

状態４  
 

待ち時間警報発生 
 

⑧出力1 

⑨出力2 

⑩ＲＵＮ中 ⑪進行状態 

⑫実温度補償状態 

⑬オートチューニング状態 

①運転種類／バッテリアラーム 

②警報状態 ③運転操作キー状態

④ＣＦカード有無 

⑦警報状態 

⑤ＰＶ_ＨＯＬＤ状態 

⑥ＳＶ状態 

⑭タイムシグナル状態
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プログラム運転ステータス表示アイコン説明 

 ⑧出力１ ⑨出力２※1 ⑩ＲＵＮN中 ⑪進行状態 
⑫実温度 

補償状態 

⑬オートチュー

ニング状態 

初期状態 
 

自動 

 

自動 
表示無 表示無 表示無 “ＴＳ”（文字）

状態１ 
 

手動運転 

 

手動運転 

 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転中

 

運転終了 

 

実温度補償中 

 

AT1実行中 

状態２   

 

進行停止

(STOP) 

 

早送り 
 

 

AT2実行中 

状態３   

（点滅）

WAIT中 

※ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

運転中の発生

 

SV HOLD 
 

 

AT3実行中 

状態４   

（点滅）

WAIT中 

※STOP中の発生

  

 

AT4実行中※2 

(2出力仕様) 

状態５      
 

AT5実行中※2 

状態６      
 

AT6実行中※2 

状態７      
 

FBAT実行中※3

※1 ⑨出力2 ：２出力形のみ表示 

※2 ⑬AT状態：２出力形のみ表示 

※3 ⑬FBAT状態：オンオフサーボ出力形のみ表示 

 
タイムシグナル状態 

 ⑭タイムシグナル状態 

状態１ 

 

 

 

タイムシグナル未発生時 

 

状態２ 

 
 
 

タイムシグナル発生中（全タイムシグナル発生時） 
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５－３－２．キースイッチ部 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

名  称 機         能 

 
・設定メニュー画面を表示 

 （運転画面にて  キーを押すと、設定メニュー画面が表示されます。） 

・モード２のパターン編集において、パターン途中へのステップ挿入・削除に使用 

・設定パラメータ初期化 

 （起動時に  キーと  キーを同時に押したまま起動させることで、設定

パラメータの初期化が行えます。ただし、プログラムパターンの初期化は行われま

せんので、モード２で全パターン削除を実施して下さい。） 

 

 
・選択項目の決定や数値入力確定などに使用 

・２出力表示切換えに使用 

（２出力仕様の場合、  キーを長押しすると、出力１/出力２が切換わります。）

 

 
・メニュー画面や設定画面を終了する時に使用 

・選択項目の解除、数値入力状態の解除などに使用 

 

 
・運転画面切換えのメニューを表示 

・設定途中で運転画面（ホーム画面）へ戻る 

（メモリーカード管理を除く設定メニューや設定画面で   キーを長押した場

合、設定データは保存せずに運転画面へ戻ります。） 

 

 

・メニューや設定画面で、カーソルの左右上下移動に使用 

・設定項目の選択や、数値入力（数値の増減）に使用（   ） 

・手動出力状態の時、出力値を操作（   ） 

・プログラムＲＥＳＥＴ状態で運転パターンの選択切換え（   ） 

・メニュー上でモードロック操作に使用（  と  同時押し） 

・モード２のパターン編集において、パターン末尾にステップを追加（  と 

  同時押し） 

 

 MENU 

 ESC 

 ENT 

 DISP 
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名  称 機         能 

 
・５つの運転操作キーを有効にするときに使用 

（ 、 、 、 、  ）の操作は  キーを押して有効にして

から操作します。  キー有効時はキーバックライト（緑色）が点灯します。 

・モードロック操作に使用 

（メニュー上でモードロックおよび解除する場合に  と一緒に使用します。） 

 
・プログラム運転をスタートするときに使用 

（運転画面にて、  キーを押してから  キーを押した場合、ＲＵＮ 状態

になります。） 

・プログラムを早送りするときに使用 

（ＲＵＮ中に運転画面にて、  キーを押してから  キーを長押しします。

 キーを押している間、プログラムパターンが数倍から数十倍の速度で進行し

ます。  キーを離すと、早送り状態は解除されます。） 

・ＳＴＯＰ状態の解除に使用 

（ＳＴＯＰ状態で、運転画面にて、  キーを押してから   キーを押すと

ＲＵＮ状態に戻ります。） 

 

 
・ＳＴＯＰ状態にするときに使用 

（ＲＵＮ中に運転画面にて、  キーを押してから  キーを押すとＳＴＯＰ

状態になります。） 

 

 
・ステップ歩進（ＡＤＶ）にするときに使用 

（運転画面にて、  キーを押してから  キーを押すと、次ステップへ 

進みます。） 

 

 
・ＲＥＳＥＴ状態にするときに使用 

（運転画面にて、  キーを押してから  キーを押すとＲＥＳＥＴ状態に 

なります。） 

 

 
・ＡＵＴＯ／ＭＡＮ状態の切換えに使用 

（出力表示の運転画面にて、自動出力運転中に、  キーを押してから、 

 キーを押し、更に  キーを押すと手動出力運転状態になります。 

また、手動出力運転中に 、  キーを押してから、  キーを押し、更に 

 キーを押すと自動出力運転状態になります。） 

 

 

 

 

 

 RESET 

 ADV 

 STOP 

 RUN 

 A/M 

 FNC 
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６．ＣＦカードについて 

 

 本器では、設定パラメータやプログラムパターンの保存・管理にＣＦカード（コンパクトフラッシュ・カード）を使用

することができます（ＣＦカードは別売）。ＣＦカードにはファイル形式でデータを保存しますので、パソコンでの管理・

編集も可能です（データの編集には別途提供される専用ソフトをご使用下さい）。 

 

６－１．使用できるＣＦカード 

 

ご使用できるＣＦカードは次のとおりです。 

・CompactFlashTM Specification 準拠のＣＦカード（コンパクトフラッシュ・カード） 

   ・カード容量 ：１２８ＭＢ～２ＧＢ 

   ・フォーマット：ＦＡＴ１６ または ＦＡＴ３２ 

  ・推奨メーカー：アペイサーテクノロジー株式会社殿製、ＴＤＫ株式会社殿製 

 

  ＣＦカードによっては、コネクタのかん合やデータ保存・読込に不具合を生じる場合があります。

ご使用にあたっては、事前に本器とＣＦカードの整合をご確認下さい。 

 

  未フォーマット、または別フォーマットのＣＦカードはパソコンでＦＡＴ１６形式または、ＦＡＴ

３２形式でフォーマットして下さい。この場合、クイックフォーマットは無効です。 

 

 

 

 

 ６－２．ＣＦカードの挿入／取出し 

 

６－２－１．ＣＦカードの挿入 

  ①下部カバーを開けます。 

  ②ＣＦカードをＣＦカード挿入口に入れ、奥までしっかりと差込みます（ＣＦカードの表面が上側になります）。 

  ③ＣＦカードが差し込まれると画面上部のステータスバーに[ＣＦ]マークが表示されます。 

 

  [ＣＦ]マークが表示されない場合は、ＣＦカードが正しく差し込まれていない可能性がありますの

でしっかり差し込んで下さい。 

 

６－２－２．ＣＦカードの取出し 

  ①下部カバーを開けます。 

  ②ＣＦカード挿入口の右にある取出しボタンを押してＣＦカードを取出します。 

  ③ＣＦカードが取り出されると画面上部ステータスバーの[ＣＦ]マークが消えます。 

 

  ＣＦカードへの保存・読込・削除・比較・フォーマット実行中は、ＣＦカードを抜いたり、本器の

電源を切ったりしないで下さい。データが破損する危険があります。 

 

CompactFlashTMおよびＣＦTMは米国 SanDisk 社の商標であり、CFA(CompactFlashTM Association)にライセンスされています。 

！ 注 意 

！ 注 意 

！ 注 意 

！ 注 意 
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６－３．ＣＦカードの機能 

 

 本器では、ＣＦカードを用いた機能として、以下を備えています。 

 

①保存（ＤＰ－ＧからＣＦカードへ保存） 

現在の設定パラメータ、パターン／シーケンスをＣＦカードにファイル保存することができます。 

②読込（ＣＦカードからＤＰ－Ｇへ読込） 

ＣＦカードから設定パラメータ、パターン／シーケンスの保存ファイルを読込んで、本体に格納します。 

③削除（ＣＦカードから削除） 

ＣＦカードから不要になった設定パラメータ、パターン／シーケンスファイルを削除することができます。 

 ④比較（ＤＰ－ＧとＣＦカードの比較） 

ＣＦカードの設定パラメータ、パターン／シーケンスファイルと本体の状態が一致するかどうかを比較します。 

⑤フォーマット（ＣＦカードのフォーマット） 

ＣＦカード上のファイルを全て削除し、初期状態にすることができます。 

ただし、本体で行うフォーマットはクイックフォーマットです。初めてのフォーマットや動作に問題がある場合

は、パソコンでＣＦカードの物理フォーマットを行って下さい。 

 

 ６－４．格納フォルダとファイル名 

 

 本器で保存する場合、ＣＦカードには機能別に下記フォルダとファイルが作成されます。パソコン上でファイル管理し

て本体読込用のＣＦカードを作成する場合は、予めＣＦカード内にフォルダを作成してからファイルを保存して下さい。 

パターン／シーケンス（全部）とオートロード用ファイルのファイル名は固定です。また、各ファイルの拡張子も固定

です。これらを変更すると本体で正しく認識できなくなりますのでご注意下さい。 

 

 機能名 内容 フォルダ名 保存ファイル名 拡張子

① 設定パラメータ 設定パラメータを保存します。 /SET  (\SET) 半角２０文字で任意 .ds1 

② 
パターン／シー

ケンス(個別) 

一つのプログラムパターン及びシ

ーケンス設定を保存します。 

半角２０文字で任意 

③ 
パターン／シー

ケンス(全部) 

本体内に登録されている全てのプ

ログラムパターン及びシーケンス

設定を保存します。 

/PAT  (\PAT) ファイル名固定 

ALL_PAT_001 ～ ALL_PAT_200 

.dp1 

ファイル名固定 

パターン／シーケンスＮｏ．１：

ALL_PAT_001 

.dp1 

④ オートロード 

本体へ読込後、すぐにプログラム運

転が可能なように、一つのプログラ

ムパターン／シーケンスと設定パ

ラメータを一緒に保存します。 

プログラムパターンは常にＮｏ．１

が対象となります。 

/ALLSET  

(\ALLSET) ファイル名固定 

設定パラメータ：SETUP .ds1 

 

 各フォルダ内に格納できるファイルの最大件数は５００件です（ただし、オートロードは１組のみ）。 

 また、各ファイルのサイズはおよそ下記のとおりです。 

 

 機  能  名 １ファイルのサイズ（目安） ５００件のサイズ（目安） 

① 設定パラメータ ６Ｋバイト ３Ｍバイト 

② パターン／シーケンス(個別) ２４Ｋバイト １２Ｍバイト 

 

 ※ＣＦカードに保存したデータをパソコンで編集する場合は、必ず専用ソフトをご使用下さい。データフォーマット等

が破損すると本体への読込みが正常にできなくなります。 



 - 28 -

７．運転画面 
 

表示部には、運転画面と設定画面を表示しますが、運転画面は、製品の出力形式により表示内容が異なります。

運転画面にはステータスバー、プログラム運転ステータス・時間表示、現在値を表示する部分に分かれています。 

 

７－１．運転画面 

 

表 示 画 面 画  面  の  説  明 

ステータスバー（運転中） 

ステータスバー（リセット中） 

ステータスバー（省電力モード時） 

バッテリアラーム発生時 

 

①ステータスバー 

現在の画面種類、省電力モード、調節形態（プログラ

ム/定値運転）、警報インジケータ、運転操作キーロッ

ク状態、ＣＦカード有無、年月日・時刻表示 

リセット中はパターン選択操作方法も表示されます。

②バッテリアラーム発生時は、  が    または  

と交互に表示されます。 

 

※運転画面を切換えてもステータスバーは常時表示さ

れます。 

[一括表示]       ※２出力仕様の場合の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＰＶ値・ＳＶ値 

②出力値・偏差表示 

 オンオフサーボ形では、フィードバック値も表示さ 

れます。 

③プログラム進行表示 

④警報状態表示 

⑤パターンＮｏ・ステップＮｏ表示 

⑥プログラム時間表示 

STP PAS：ステップ経過、 PTN PAS：パターン経過 

STP REM：ステップ残り、 PTN REM：パターン残り 

⑦プログラム運転ステータス表示 

⑧タイムシグナル状態表示 

 

※初期化状態ではこの画面がＨＯＭＥ画面として登録

されています。 

[バーグラフ]     ※２出力仕様の場合の表示例 

 
 

①ＰＶ・ＳＶバーグラフ 

②出力バーグラフ 

２出力仕様の場合、マニュアル出力の調整が可能な 

ＣＨのラベルが反転表示されています。また、オン 

オフサーボ形では、フィードバック値も表示されま 

す。 

③ＰＶ値・ＳＶ値 

④警報状態表示 

⑤パターンＮｏ・ステップＮｏ表示 

⑥プログラム時間表示 

STP PAS：ステップ経過、 PTN PAS：パターン経過 

STP REM：ステップ残り、 PTN REM：パターン残り 

⑦プログラム運転ステータス表示 

⑧タイムシグナル状態表示 
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[数値拡大]     ※２出力仕様の場合の表示例 

 

①ＰＶ値・ＳＶ値 

②出力値・偏差表示 

 オンオフサーボ形では、フィードバック値も表示さ 

れます。 

③警報状態表示 

④パターンＮｏ・ステップＮｏ表示 

⑤プログラム時間表示 

STP PAS：ステップ経過、 PTN PAS：パターン経過 

STP REM：ステップ残り、 PTN REM：パターン残り 

⑥プログラム運転ステータス表示 

⑦タイムシグナル状態表示 

[トレンド]      ※２出力仕様の場合の表示例 

 

①トレンド表示 

ＰＶ（緑色）、ＳＶ（橙色）、ＭＶ１（黄色）、ＭＶ２

（水色）のトレンドを表示します。 

②ＰＶ値・ＳＶ値・出力値 

 ２出力仕様の場合、マニュアル出力の調整が可能な 

ＣＨのラベルが反転表示されています。また、オンオ

フサーボ形では、フィードバック値も表示されます。

③警報状態表示 

④パターンＮｏ・ステップＮｏ表示 

⑤プログラム運転ステータス表示 

⑥プログラム時間表示 

STP PAS：ステップ経過、 PTN PAS：パターン経過 

STP REM：ステップ残り、 PTN REM：パターン残り 

[ＤＯ表示]      ※２出力仕様の場合の表示例 

 

①ＤＯ出力状態を表示 

・ＯＮ：緑点灯 

・1B－4Jは背面端子番号に相当 

モード１０「拡張設定」－「ＤＯ構築」にて割付た

信号種類を表示します。また、タイムシグナルにタ

グを設定した場合は、タグが表示されます。 

②ＰＶ値・ＳＶ値 

③パターンＮｏ・ステップＮｏ表示 

④プログラム運転ステータス表示 

⑤プログラム時間表示 

STP PAS：ステップ経過、 PTN PAS：パターン経過 

STP REM：ステップ残り、 PTN REM：パターン残り 

[ＤＩ表示]      ※２出力仕様の場合の表示例 

 

①ＤＩ入力状態を表示 

・ＯＮ：緑点灯 

・4B～5I：背面端子番号に相当 

モード１０「拡張設定」－「ＤＩ構築」にて割付た

信号種類を表示します。 

②ＰＶ値・ＳＶ値 

③パターンＮｏ・ステップＮｏ表示 

④プログラム運転ステータス表示 

⑤プログラム時間表示 

STP PAS：ステップ経過、 PTN PAS：パターン経過 

STP REM：ステップ残り、 PTN REM：パターン残り 

※プログラムパターンの総時間が1000日以上の場合、時間表示 PTN PAS、PTN REMは“---：--”となります。
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７－２．出力・偏差表示画面 

 
出 力 表 示 画 面 画  面  の  説  明 

 

[オンオフパルス形] 

[ＳＳＲ駆動パルス形] 

 

 
 

※上記は模擬表示であり、実際は、同時に 

 と  が点灯することはあ 

りません。 

 

① ：出力がＯＮ状態のときに点灯 

：出力がＯＦＦ状態のときに点灯 

②ＭＶ（出力値）をデジタル表示 

③「ＯＵＴ１」 ：自動出力運転時（オート出力） 

「ＭＯＵＴ１」：手動出力運転時（マニュアル出力） 

④２出力仕様の場合、  キー長押しにより 

「ＯＵＴ１」⇔「ＯＵＴ２」を切換え表示 

 

[電流出力形] 

[電圧出力形] 

 

 
 

※上記は模擬表示であり、実際は、同時に 

   と  が点灯することはありません。

 

①バーグラフ表示 

ＭＶ ＞ 100.0％：  矢印が表示 

0.0 ＜＝ ＭＶ ＜＝100.0％：バーのみ表示 

ＭＶ ＜ 0.0％  ：  矢印が表示 

②ＭＶ（出力値）をデジタル表示 

③「ＯＵＴ１」 ：自動出力運転時（オート出力） 

「ＭＯＵＴ１」：手動出力運転時（マニュアル出力） 

④２出力仕様の場合、  キー長押しにより 

「ＯＵＴ１」⇔「ＯＵＴ２」を切換え表示 

 

[オンオフサーボ形] 

 

 

 

 

 

※上記は模擬表示であり、実際は、同時に 

と    が点灯することは 

ありません。 

 

①     ：オープン方向の出力がＯＮ状態のときに点灯 

  ：クローズ方向の出力がＯＮ状態のときに点灯 

  ：オープン方向、クローズ方向共に出力が 

ＯＦＦ状態のとき 

②ＭＶ（出力値）をデジタル表示 

③「ＯＵＴ」 ：自動出力運転時（オート出力） 

「ＭＯＵＴ」：手動出力運転時（マニュアル出力） 

④「ＦＢ」 ：フィードバック値 

 

[偏差表示] 

 

 
 

※上記は模擬表示であり、実際は、同時に 

と        が点灯することはあ 

りません。 

 

①入力値の設定値に対する偏差値（ＰＶ-ＳＶ）を表示します。 

 

 

 

 

－5％ 
以下 

－0.2～－5% +0.2～+5% +5％ 
以上 ±0.2％

以内 
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７－３．運転画面の切換 

 

 
 

ＨＯＭＥ画面以外 

ＨＯＭＥ 

（ＨＯＭＥ画面として登録した画面。 

運転画面の中からモード１０拡張設

定において指定します。） 

 キー 

ＨＯＭＥ画面へ移動 

運転画面切換メニュー 

  キーで選択
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８．設定画面 

 

８－１．設定の基本 

 

８－１－１．設定画面の呼び出し 

 
①運転画面から設定画面の呼び出しは、  キーで設定メニューを表示させ、   キーで設定する 

モードを選択して  キーを押します。 

 ②選択したモードによってはサブメニューが表示されますので、さらに詳細項目を   キーで選択し 

  て  キーを押します。 

③設定メニュー及びサブメニューにおいて  キーを押すと運転画面に戻ります（サブメニューからは２回）。

④サブメニューまたは各設定画面において  キーを１秒以上押すとＨＯＭＥ画面へ戻ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

・省電力モード    ：キー操作を約３分間以上しない状態が続いた場合、バックライトを最低輝度（輝度１）に

し、省電力モードへ移行します。キーを操作すると元の輝度に戻ります。 

・運転画面自動復帰機能：モード１０「拡張設定」-「拡張動作設定」で「運転画面自動復帰」を「有」に設定した場

合、メニューまたは各設定画面で約３分間以上キー操作をしないと、自動的に運転画面に

戻ります。ただし、設定画面で設定中のデータは無効となります。 

設定メニュー 

 キー長押し 

HOME画面へ移動できます。 

（データの保存はされません）

・・・・

未ロック時 ロック時 

モードロック・解除 

運転画面 

各設定画面 

サブ 

メニュー

保存確認 

「Yes」/「No」
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８－１－２．設定画面の基本操作 

設定画面で、    キー、  キーを使って、数値変更や項目選択を行い、  キー、  
キーにより設定を完了します。 

基 本 操 作 例 

設定画面での操作 

 設定画面の例（モード３：ＰＩＤ設定画面）

 

 

 

 

 

 

 

 

①カーソル（水色の塗つぶし枠）を    キー

 で移動させ設定項目を選択します。 

②数値設定項目の場合、設定項目にカーソル置き  キーを押す

と数値設定が可能となります。数値設定の例を参照して下さい。

③選択設定項目の場合、設定項目にカーソル置き  キーを押す

と選択内容のリストが表示されます。リスト選択の例を参照して

下さい。 

④各設定画面での詳細は、モードごとの説明を参照して下さい。 

⑤設定内容の保存は、設定内容の変更後に  キーを押すと、保

存確認メッセージが表示されます。  

「Ｙｅｓ」を選択して  キーを押すと変更結果を保存して前

の表示（設定メニューまたはサブメニュー）に戻ります。 

「Ｎｏ」を選択すると変更結果は破棄されます。 

「Ｃａｎｃｅｌ」は、そのまま設定画面を継続します。 

 ※設定内容に変更がない場合は、  キーを押すと直ちに前の

画面に戻ります。 

※モード０「実行ステップ設定変更」及びモード１「運転状態の

選択」―「キーロック／警報解除」・「オートチューニング」・ 

 「ＰＶホールド／ＳＶホールド」では、保存確認はなく、変更

を行った時点でその内容が反映されます。 

数値設定の例 

符号無整数 

  
 符号無小数 

  
符号有小数 

  
時間設定 

  
 
 

①数値設定画面を開くと、カーソルは最下位桁にあります。 

②   ：上桁にカーソル移動 

 ：下桁にカーソル移動 

③  ：カーソル位置の数値増加（数値は桁上がりします）。 

 ：カーソル位置の数値減少（数値は桁下がりします）。 

④  キーで数値設定画面を閉じ呼出し画面上の数値が変更さ

れます。 

モード０、１以外では、設定画面を閉じるまで保存はされません。

⑤  キーで数値設定画面を閉じ前回の値に戻します。 

 

リスト選択の例 

 
 

①リスト選択を開くと、カーソルは現在設定されている項目位置

にあります。 

②   キーで希望の項目に合せます。 

③  キーで設定が変更されます（まだ保存はされません）。 

④  キーで前回の項目に戻します。 

⑤リスト選択では最上位で  キーが入力されると、リスト

の最下位にカーソルが移動します。同様に、最下位で  が

入力されると、カーソルがリストの最上位に移動します。 

⑥リストの項目が多い場合は   でリスト表示分項目が移

動します。 
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基 本 操 作 例 

パターンとシーケンスの設定操作 

（１）パターンの設定操作 

  

①パターン設定においては、   キーで設定するステ

ップの選択を行います。 

（選択したステップはグラフ表示上で橙色枠で示されます。） 

②パターン末尾にステップを追加するときは、橙色枠を最終

ステップに移動し、  キーを押しながら  キー

を押して下さい。 

③パターン途中へのステップ挿入・削除は、橙色枠を移動し、

 キーを押して下さい。「挿入」「削除」のボタンが表

示されますので、選択して  キーを押します。挿入は、

橙色枠で選択したステップの前にステップが挿入されま

す。 

※実行中パターンの編集の場合、末尾へのステップ追加は可

能ですが、パターン途中へのステップ挿入・削除はできま

せん。また、リセット中パターンの編集の場合も、ＡＤＶ

操作で進めたステップ以前のステップでは挿入・削除はで

きません。  キーを押しても「挿入」「削除」ボタンは

表示されません。 

④ステップ毎の設定項目は、画面下部に配置されています。

  キーで設定する項目の選択を行い、  キー

を押すと数値設定や設定値リストが表示されます。選択され

た設定項目（ＳＶと時間を除く）はグラフ下にも表示され、

ステップを横断して見る事ができます。 

⑤パターン編集後、  キーを押すと、保存確認メッセージ 

が表示されます。 

「Ｙｅｓ」を選択して  キーを押すと編集したパターン 

を保存してパターンリスト表示に戻ります。 

「Ｎｏ」を選択すると編集結果は破棄されます。 

「Ｃａｎｃｅｌ」は、そのままパターン編集画面を継続します。

（２）シーケンスの設定操作 

 

①「ＰＩＤ」等のシーケンス設定は、設定する項目を選択し 

 キーを押すと項目に応じた設定値リストが表示され

ます。（左図：ＰＩＤ選択時の例） 

②設定値リスト上で使用したい番号を   キーで

選択して  キーを押して確定します。 

（３）タイムシグナル設定 

  

①パターンとシーケンス設定画面において、「タイムシグナル」

ボタンを選択し  キーを押すと「タイムシグナル」設定

画面が表示されます。 

②   キーで設定するタイムシグナル番号の選択を

行います。 

③   キーで設定項目の選択を行い、  キーで設定

内容を表示させます。 

④カーソルが左端または右端の設定項目にあるとき、さらに 

  キーを押すとステップの前進・後退が行えます。 
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モード番号と設定項目 

モ ー ド 番 号 共 通 （ 全 形 式 ） 特 定 形 式 の み 

実行中のステップ設定、ＳＶ補正 実行中のＰＩＤ定数 実行中の警報値 実行中の第２出力ＰＩＤ定数モード０ 

(実行ステップ設定変更) 実行中の出力設定 実行中マスフローＳＶ 実行中のセンサ補正 実行中の第２出力設定 

運転操作キーロック 警報解除 オートチューニング１～３の実行 オートチューニング４～６の実行 

ＰＶホールド ＳＶホールド 調節形態の変更  

復電時動作 プログラム駆動方式 パターン選択方式  

モード１ 

(運転状態の選択) 

時間表示方式 グラフ表示目盛り   

パターン/シーケンス設定 リピート サークルステップ  

ＰＩＤ Ｎｏ．選択 警報Ｎｏ．選択 出力リミットＮｏ．選択  

出力変化量リミットＮｏ．選択 センサ補正Ｎｏ．選択 実温度補償Ｎｏ．選択  

待時間警報Ｎｏ．選択 マスフローＮｏ．選択 タイムシグナルＮｏ．選択  

プログラム終了時の制御 パターンリンク先設定 リセット時ＳＶ  

モード２ 

(パターン／シーケンス) 

パターンのコピー パターンの削除 パターン確認表示  

ＰＩＤ・８種 ＰＩＤ Ｎｏ９のＳＶ８区間 ＰＩＤ Ｎｏ９・８種 第２ＰＩＤ設定 

Ａ．Ｒ．Ｗ ８種 ＰＩＤ不感帯 ８種 出力プリセット ８種 第２出力ギャップ 

Ａ．Ｒ．Ｗ Ｎｏ９・８種 ＰＩＤ不感帯 Ｎｏ９・８種 出力プリセット Ｎｏ９・８種 ＡＴ５／６のＳＶ８種 

ＡＴ２の実行ＳＶ８種 ＡＴ２のスタート方向・実行可否 ＡＴ３の実行ＳＶ８種 ＡＴ５／６のスタート方向・可否 

ＡＴ３のスタート方向・実行可否 警報種類（ＡＬ１～８） 警報値（ＡＬ１～８）  

警報不感帯（ＡＬ１～８） 警報遅延（ＡＬ１～８） 警報待機有無（ＡＬ１～８）  

モード３ 

(ＰＩＤ／警報／ＡＴ) 

警報ラッチ有無（ＡＬ１～８） 制御ループ異常時判定時間 警報のRESET時動作  

調節形態の正／逆 制御アルゴリズム 制御周期 オンオフパルス設定 

ＰＶエラー上限／下限時出力 ＣＰＵ異常時出力 出力リミット・８種 オンオフサーボ出力調整 

出力変化量リミット・８種 出力設定ゾーンＳＶ８区間 出力リミット・ＳＶゾーン８種 第２出力設定 

モード４ 

(出力／制御設定) 

出力変化量リミット・ＳＶゾーン８種 手動出力時のリミット機能 カスケード１次調節計 加熱冷却設定 

測定レンジ 基準点補償の要／不要 単位  

ＰＶ小数点 デジタルフィルタ バーンアウト動作  

リニアレンジ リニアスケール リニアスケール小数点  

モード５ 

(入力設定) 

ユーザーリニアライズテーブル センサ補正 入力演算  

タイムシグナル・３０種 実温度補償・８種 待時間警報・８種  モード６ 

(ﾀｲﾑｼｸﾞﾅﾙ／実温度補償

／ﾏｽﾌﾛｰＳＶ) 
マスフローＳＶ・８種    

伝送種類 伝送スケール   モード７ 

(伝送設定) 第２伝送種類 第２伝送スケール   

通信プロトコル 通信機能選択 機器番号（RS-485,RS-422A）  モード８ 

(通信設定) 通信速度 通信伝送種類 通信ポート切換（COM2のみ）  

保存（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾀｰﾝ） 読込（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾀｰﾝ） 削除（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾀｰﾝ）  モード９ 

(メモリーカード管理) 比較（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾀｰﾝ） ＣＦフォーマット   

ＤＩ構築 ＤＯ構築 タグ設定  

ホーム画面選択 バックライト輝度 言語  

日時設定 制御演算出力設定 ﾀｲﾑｼｸﾞﾅﾙ・警報のFAST時動作  

モード１０ 

(拡張設定) 

運転画面自動復帰有無 トレンド表示設定 時間単位  

機器情報表示 ＤＩチェック ＤＯチェック  モード１１ 

(メンテナンス) キーチェック 画面チェック   

モード１２(ヘルプ) キー操作説明表示 ステータス説明表示   
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８－２．モード０ (実行ステップ設定変更) 

 

モード０は、実行中の主要パラメータの設定変更を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

モード０ 実行ステップの設定変更 

   
 

・モード０のメニュー画面です。 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

ステップ設定 

「ＳＶ／時間」選択時 

 
 

「勾配／時間」選択時 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＯＮＳＴ（定値運転）時 

 

プログラム運転時は、実行中のパターン番号およびステップ番号

を表示します。 

①パターン設定方式に「ＳＶ／時間」を選択した時 

（モード２の「パターン設定方法」で設定します） 

・実行中ステップのＳＶ、時間が変更できます。 

・ＳＶの設定範囲は、入力スケール範囲内になります。 

②パターン設定方式に「勾配／時間」を選択した時 

（モード２の「パターン設定方法」で設定します） 

・実行中ステップの勾配と時間が変更できます。 

・勾配の設定範囲は、-99.999－99.999の範囲内になります。 

③ＳＶ、時間、勾配の設定変更は、モード２の「プログラムパ 

ターン」の設定内容には反映されず、進行中ステップのみの変

更になります。 

④ＳＶ補正値および補正タイプを変更することができます。 

 ・ＳＶ補正値の設定範囲は、-99999－99999の範囲内になりま

す。小数点位置はモード５の測定レンジあるいはリニアスケ

ールの小数点位置より、１桁増えた設定値になります。 

 ・ＳＶ補正タイプは「NOW STEP」を選択すると進行中ステップ

のみの補正となります。「ALL STEP」を選択すると進行中ステ

ップ以降の全てのステップに対して補正を継続します。 

⑤設定変更後の動作については「１０－６－１．運転中の設定変

更」をご参照下さい。 

 

ＣＯＮＳＴ（定値運転）時は、ＳＶ値およびＳＶ補正値を表示し

ます。 

・ＳＶ値およびＳＶ補正値を変更することが出来ます。 

・ＳＶの設定範囲は、入力スケール範囲内になります。 

・ＳＶ補正値の設定範囲は、-99999－99999の範囲内になります。

小数点位置はモード５の測定レンジあるいはリニアスケールの

小数点位置より、１桁増えた設定値になります。 

ＰＩＤ設定 

 

①実行中ステップのＰＩＤ設定、ＡＲＷ設定、ＰＩＤ不感帯、出

力プリセットが変更できます。 

・画面上部で出力ＣＨ１／２を切換えて表示します。 

②この画面での設定変更は、モード３の「ＰＩＤ」、「ＡＲＷ」、 

「ＰＩＤ不感帯」「出力プリセット」の設定内容には反映されず、

このとき限りの変更になります。 
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警報設定（ＡＬ１－８まで有効） 

 
 

 

①実行中ステップの警報１－８の設定値の変更できます。 

 ・左上部には選択されている警報Ｎｏ.が表示されます・ 

 ・画面上部で警報１－４と５－８を切換えて表示します。 

②この画面での設定変更は、モード３の「警報１－８」の 

設定内容には反映されず、このとき限りの変更になります。 

出力設定 

 

①実行中ステップの出力リミット、または出力スケール 

（モード１０の設定方式が出力スケールの時）、 

出力変化量リミットが変更できます。 

・画面上部で出力ＣＨ１／２を切換えて表示します。 

②この画面での設定変更は、モード４の「出力設定１－８」、 

の設定内容には反映されず、このとき限りの変更になります。 

マスフローＳＶ 

 

①実行中ステップのマスフローＳＶ値が変更できます。 

②この画面での設定変更は、モード６の 

「マスフローＳＶ設定１－８」の設定内容には反映されず、こ

のとき限りの変更になります。 

センサ補正 

 

①実行中ステップのセンサ補正値が変更できます。 

②この画面でのセンサ補正値は、モード５の 

「センサ補正設定１－８」の設定内容には反映されず、このと

き限りの変更になります。 
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８－３．モード１ (運転状態の選択) 

 

モード１は、運転状態関係の設定を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

   

・モード１のメニュー画面です。 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

警報解除／運転操作キーロック 

 

①運転操作キーのロックができます。 

・「ＵＮＬＯＣＫ」：ロック解除状態 

キーによる運転操作ができます。 

・「ＬＯＣＫ」  ：ロック状態 

キーによる運転操作ができなくなります。 

②発生している警報出力を一時的に解除できます。 

・発生している警報を解除する場合、「解除ボタン」を選択し、

 を押すと警報出力が解除されます。このとき、警報表示

ランプは待機状態となり点滅します。 

・解除（待機）状態で、一度、警報発生条件からはずれると、警

報表示ランプは消灯し、通常状態に戻ります。 

・警報解除は「全解除」「警報１－４」「警報５－８」のグループ

解除と各警報個別解除のボタンがあります。 

・外部信号入力付き仕様時、外部信号入力で、解除をさせる場合、

外部信号ＯＮで解除されます。解除後は、直ちに外部信号を 

ＯＦＦに戻して下さい。ＯＦＦに戻さず、ＯＮ状態のままでは、

解除された状態が継続します。 

オートチューニング 

１出力仕様の場合 

 

 

 

 

 

 

２出力仕様の場合 

 
ＡＴ１実行中の表示 

 
 

①ＰＩＤのオートチューニング（自動算出）を行います。 

②ＡＴ１－６の中から、希望のＡＴ種類を設定し、実行させます。 

・ＡＴ１：実行中のＳＶで、ＡＴ（第１出力用） 

・ＡＴ２：モード３のＡＴ２用ＳＶ８種で、ＡＴ（第１出力用） 

・ＡＴ３：モード３のＡＴ３用ＳＶ８種で、ＡＴ（第１出力用） 

・ＡＴ４：実行中のＳＶで、ＡＴ（第２出力用） 

・ＡＴ５：モード３のＡＴ５用ＳＶ８種で、ＡＴ（第２出力用） 

・ＡＴ６：モード３のＡＴ６用ＳＶ８種で、ＡＴ（第２出力用） 

③「開始」ボタンによりオートチューニングを実行します。 

④途中でオートチューニングを中止したい場合は、「終了」ボタンを

押して下さい。 

⑤オートチューニングで算出されたＰＩＤは、各ＰＩＤの設定画面で

確認できます。 
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ＰＶホールド、ＳＶホールド 

 

 
 

①ＰＶホールド 

 ・ＰＶの更新を一時停止します。 

・「実行」：ＰＶ値を現在値でホールド  

・「解除」：ＰＶホールドを解除 

②ＳＶホールド 

 ・ＳＶの更新を一時停止します。 

・「実行」：ＳＶ値を現在値でホールド 

・「解除」：ＳＶホールドを解除 

 ※ＳＶホールド中もプログラムパターンの時間は進行します。ＳＶ

ホールド中および解除後の動作については「１１－１４．ＳＶホ

ールド」をご参照下さい。 

 

調節形態の変更 
 

 
 

①調節形態を選択 

・「ＰＲＯＧ」 ：プログラム運転 

・「ＣＯＮＳＴ」：定値運転 

プログラム運転中に定値運転にした場合、 

そのときのＳＶで定値運転を行います。 

ＳＶの変更はモード０で行います。 

②復電時動作を選択 

・「ＲＥＳＥＴ」     ：電源投入時ＲＥＳＥＴ状態へ移行 

・「ＣＯＮＴＩＮＵＥ」：電源遮断直前の状態を保持し、 

           電源投入時に遮断直前の状態から動作開

始する 

※「ＲＥＳＥＴ」を選択し電源が投入された場合、設定画面、外

部信号入力、通信がＲＵＮ状態の選択になっていてもＲＥＳＥ

Ｔ状態になります。この場合、一旦、ＲＥＳＥＴに戻し、再度、

ＲＵＮさせることでＲＵＮ状態になりますが、パターンの始め

から開始されますので、ご注意下さい。 

プログラム駆動方式／パターン選択方式 

 

①プログラム駆動方式の設定 

・「ＫＥＹ」：前面キーでプログラム駆動 

・「ＥＸＴ」：外部信号入力でプログラム駆動 

       ただし、外部信号入力付き仕様に限ります。 

・「ＣＯＭ」：通信でプログラム駆動。 

ただし、通信付き仕様に限ります。 

・「ＳＬＡＶＥ」：他からの同期された外部信号入力で駆動 

ただし、外部信号入力付き仕様に限ります。 

※「ＥＸＴ」、「ＳＬＡＶＥ」、「ＣＯＭ」を選択した場合も、 

「ＡＵＴＯ／ＭＡＮ」切換についてはキー操作が可能です。 

②パターン選択方式の設定 

・「ＫＥＹ」：前面キーで選択 

・「ＥＸＴ」：外部信号入力で選択 

ただし、外部信号入力付き仕様に限ります。 

・「ＣＯＭ」：通信で選択 

ただし、通信付き仕様に限ります。 
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時間表示方式 
 

 
 

①時間表示方式の選択 

 ・運転画面で表示するプログラム時間の種類を選択します。 

「ステップ経過」：実行中ステップの経過時間を表示 

   運転画面上では「ＳＴＰ ＰＡＳ」が表示されます。 

「パターン経過」：実行中パターンの経過時間を表示 

   運転画面上では「ＰＴＮ ＰＡＳ」が表示されます。 

「ステップ残り」：実行中ステップの残り時間を表示 

   運転画面上では「ＳＴＰ ＲＥＭ」が表示されます。 

「パターン残り」：実行中パターンの残り時間を表示 

   運転画面上では「ＰＴＮ ＲＥＭ」が表示されます。 

 
グラフ表示目盛り 

 

①最大 

・進行表示およびトレンド表示のグラフ上限 

 入力スケール内で設定します。 

②最小 

・進行表示およびトレンド表示のグラフ下限 

 入力スケール内で設定します。 
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８－４．モード２ (パターン／シーケンス) 

 

モード２は、プログラムパターン関係の設定を行うモードです。 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

パターンリスト 

 

１．プログラムパターンリスト 

①使用ステップ数の合計、選択パターンの番号、 

プログラムパターンのリスト表示（パターンＮｏ、使用ス 

テップ数、リンク先、選択パターン）が表示されています。 

②パターンのリストを   キーで選択カーソルを 

移動して編集するパターンを指定します。また、   

キーでカーソル移動の早送りができます。 

③実行パターンとして選択されているパターンには「選択中」

が表記されています。 

④未登録のプログラムパターンは使用ステップ数が０００に 

なっています。 

⑤パターン数は最大２００パターン、１パターンの最大ステッ

プ数は１９９ステップ、合計ステップ数は最大４０００ 

 ステップです。 

編集操作 
 

 
 

１．パターンリスト画面で パターンを選択し、  キーを押す

と左図の「プログラムパターン編集操作」が表示されます。 

２．編集操作機能 

①編集：プログラムパターン作成／変更 

②確認：設定済みプログラムパターンの確認 

    パターンの設定変更は出来ません。 

③コピー：プログラムパターンをコピー 

「パターンのコピー」参照 

④削除：選択したプログラムパターンを削除 

⑤全削除：全てのプログラムパターンを削除 

パターンコピーリスト １．パターンコピーリスト 

 ①「プログラムパターン編集操作」で「コピー」を選択すると

左図の「パターンコピーリスト」が表示されます。 

 ②コピー先のパターンＮｏを選択して  キーを押すと 

プログラムパターンがコピーされます。 

  ただし、コピー先はプログラムパターンが未登録でなければ

なりません。既に登録されている場合は、いったん削除して

からコピーを行って下さい。 
  残りステップ数が少なくコピーできない場合もエラーとなり

ます。 
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パターンとシーケンスの設定 

パターン初期設定 
１出力の場合 

 
 
２出力の場合 

 

１．「プログラムパターン編集操作」で「編集」を選択した場合 
 ①「パターン設定」ボタン 
  パターン／シーケンスの設定画面へ進みます。 
②終了時出力 
・「ＣＯＮＴＲＯＬ」：プログラム運転終了時も最終ＳＶで 

制御を継続します。 
 ・「ＣＯＮＳＴ」  ：プログラム運転終了時、出力値を一定値

にします。 
 ２出力仕様の場合は、第２出力の設定もあります。 
③出力値 
「ＣＯＮＳＴ」を選択した場合、プログラム運転終了時の出力

を設定します。「ＣＯＮＴＲＯＬ」時は設定できません。 
 ２出力仕様の場合は、第２出力の設定もあります。 
④リンク先：連結先のパターンＮｏを設定します。 

  ※自己パターンＮｏを設定するとエンドレスとなりますので

ご注意下さい。 
⑤リセット時ＳＶ：リセット状態でのＳＶを設定します。 
⑥パターン設定方法： 
・「ＳＶ／時間」：ＳＶと時間の設定によりパターンを設定 
・「勾配／時間」：勾配と時間の設定によりパターンを設定 

  ※新規にパターンを作成する場合のみ選択できます。 
⑦パターンリピート回数：パターンの繰返し回数を設定します。

 この設定は全パターンＮｏ共通です。パターンリンクも含め 
 て設定されたプログラムパターン全体が繰り返されます。 

パターン／シーケンス設定 

１出力の場合 

 
※警報左枠はＡＬ１～４、右枠はＡＬ５～８

 
２出力の場合 

 
※ＰＩＤ，出力リミット、変化量リミットの

左枠は第１出力用、右枠は第２出力用 
※警報左枠はＡＬ１～４、右枠はＡＬ５～８

 
 
 
 

２．パターン／シーケンス設定 

①各ステップのＳＶ（または勾配）、時間、ステップリピート、 

各シーケンスパラメータ番号、タイムシグナルを設定します。 

 ②「警報」左枠はＡＬ１～４、右枠はＡＬ５～８の設定です。 

③２出力仕様の場合、「ＰＩＤ」「出力リミット」「変化量リミッ

ト」の左枠が第１出力用、右枠が第２出力用の設定です。 

④選択された設定項目（ＳＶと時間を除く）はグラフ下にも表

示され、ステップを横断して見る事ができます。 

⑤パターン編集後、  キーを押すと、保存確認メッセージ

が表示されます。「Ｙｅｓ」を選択して  キーを押すと

編集したパターンを保存してパターンリスト表示に戻りま

す。「Ｎｏ」を選択すると編集結果は破棄されます。「Ｃａｎ

ｃｅｌ」は、再びパターン編集画面に戻ります。 

（１）パターン設定 

 ①ＳＶまたは勾配 

 ・プログラム設定方式が「ＳＶ／時間」の時は、「ＳＶ」を 

  「勾配／時間」の時は「勾配」を設定します。 

 ・ステップ０では、運転開始時のＳＶとなります。 

 ②時間 

 ・ステップ時間を設定します。単位は、モード１０「拡張設定」

-「拡張動作設定」-「時間単位」の設定に従います。 

・時間の数値設定で、「０００：００」表示から更に   

キーを押すと「ＥＮＤ？」が表示され、確定するとそのス 

テップがＥＮＤステップとなり、以降のステップは削除され

ます。ただし、ＲＵＮ中の現在ステップ以前、またはリセッ

ト中ＡＤＶで進んだステップ以前ではＥＮＤステップ設定は

できず、「ＥＮＤ？」は表示されません。 
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・パターン設定が「ＳＶ／時間」かつ、時間の数値設定におい

て「０００：００」または「ＥＮＤ？」表示から更に  

キーを押すと「ＣＩＲＣＬＥ」が表示されます。確定すると

そのステップは、「サークルステップ」となります。 

・「ＥＮＤ？」または「ＣＩＲＣＬＥ」から通常の数値設定に戻

すには  キーを押します。 

・ステップ０では「ＳＶスタート」か「ＰＶスタート」かの 

 選択をします。 

③リピート回数 

・ステップの繰返し区間を設定します。 

・繰返しを開始するステップには「００」を設定します。「－－」

から  キーを押すと数値入力となります。 

・繰返しの終端となるステップには、繰返しの回数を設定しま

す。「００」設定したステップとの間を設定回数繰返します。 

・繰返し開始と終端のステップ以外は必ず「－－」を設定して

下さい。「００」から更に  キーを押すと「－－」とな

ります。 

 ④サークルステップ 

 サークルステップに設定した場合の１パルスあたりのＳＶ変

化量を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ＰＩＤ＿Ｎｏ.（ステップ設定）の選択 

 
ＰＩＤ＿Ｎｏ.（ゾーン設定）の選択 

 
タイムシグナル設定 

 
 

 
（２）シーケンス設定 
①「ＰＩＤ」等のシーケンス設定は、設定値リストが表示され

ますので、Ｎｏ．１－８の内から選択設定します。なお、 

「Ｎｏ．０」を選択した場合、前ステップＮｏ．と同一Ｎｏ．

を継続するという機能になります。 

②「ＰＩＤ」等の項目ではＮｏ．１－８の他に「ＳＶゾーン自

動切換」もあります。設定値リストで「ゾーン設定」に切換

えると対応した設定値リストに切り換わります。 
  「ゾーン設定」ではＮｏ．９－１～９－８が一括して選択さ

れますが、  キーで確定すると、パターン／シーケンス

設定画面上はＮｏ．「９」として表示されます。 
 
（３）タイムシグナル設定 
①ステップ毎にタイムシグナル種類、位相、繰返しの有無を設

定します。 

②種類 

 リストが表示されます。モード６で設定されたタイムシグナ

ルＮｏ．１～３０および「ＡＬＬ ＯＦＦ」、「ＡＬＬ ＯＮ」

の中から選択します。 
③位相 
 「正」は選択したタイムシグナルに従って出力します。 
「逆」を選択するとステップ内でＯＮとＯＦＦを逆転させて 
出力します。「ＡＬＬ ＯＦＦ」、「ＡＬＬ ＯＮ」を選択した 
場合は「正」に固定されます。 

 ④繰り返し 
選択したタイムシグナルをステップ内で繰り返し出力します。

「ＡＬＬ ＯＦＦ」、「ＡＬＬ ＯＮ」を選択した場合は「無」

に固定されます。 
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８－５．モード３ (ＰＩＤ／警報／ＡＴ) 

 

モード３は、ＰＩＤと警報関係の設定を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

 
 
 
 
 
 
 
 １出力仕様の場合  ２出力仕様の場合 

・モード３のメニュー画面 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

ＰＩＤ設定（ステップ・ＣＨ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＩＤ設定（ゾーン・ＣＨ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＩＤ設定（ステップ・ＣＨ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＩＤ設定（ゾーン・ＣＨ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①設定するＰＩＤ種類（ステップ／ゾーン・ＣＨ１／２）を選択

します。 

・「ＣＨ１」／「ＣＨ２」：第１出力または第２出力で使用する

ＰＩＤ定数の設定を切り替えます。 

  ＊第２出力がない場合は、ＣＨの選択はできません。 

・「ステップ設定」：ＰＩＤ８種（Ｎｏ．１～８）を設定します。 

・「ゾーン設定」：ＳＶゾーン自動切換え用ＰＩＤ８種 

（Ｎｏ．９－１～９－８）を設定します。 

②Ｐを０．０％に設定することにより、２位置制御となります。 

③Ｉを０．０秒に設定した場合、∞（無限大）に相当し、積分動

作は行いません。 

④Ｄを０．０秒に設定した場合、ＯＦＦに相当します。 

⑤ＳＶゾーン設定 

ＰＩＤ種類をゾーンに選択した場合の区間設定です。 

Ｎｏ．９－１は目盛範囲のＭＩＮ値からの第１区間の設定にな

ります。 

Ｎｏ．９－２は、Ｎｏ．９－１のＭＡＸ値をＭＩＮ値とした区

間設定になり、順次Ｎｏ．９－７まで同様に昇順で設定します。 

Ｎｏ．９－８は目盛範囲のＭＡＸ値になり設定できません。 

あるＳＶゾーンのＭＡＸ値は、次のＳＶゾーンのＭＩＮ値と同

じ値となりますが、ＳＶがその値にあるときは下側のゾーンの

ＰＩＤ値が使用されます。 

⑥第２出力のＰＩＤ設定 

 第２出力のＰＩＤ設定は第１出力と同様ですが、「出力ギャッ 

プ」の設定タブが有効となります。 

 

＊設定後、モード２で、パターン／ステップごとに 

どのＰＩＤＮｏ．等を使うかの設定が必要です。 
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出力ギャップ（第２出力のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ.Ｒ.Ｗ.設定 

 
 

不感帯 

 
 

出力プリセット 

 
 

 

 

⑦出力ギャップ 

 第２出力（ＣＨ２）を選択した場合のみ設定可能な項目です。 

 第１ＰＩＤと第２ＰＩＤの動作位置の関係を設定します。 

 目標値（ＳＶ）と第２出力０％との間隔を入力スパンに対する 

％で設定します。 

 

 

⑧Ａ.Ｒ.Ｗ.（アンチリセットワインドアップ）設定 

・ＰＩＤ制御において、積分（Ｉ）動作を行う範囲を目標値か

らの偏差で限定する機能です。偏差が設定された範囲を超え

た場合、ＰＤ動作になります。 

・設定は、目標値からの上限偏差（Ａ.Ｒ.Ｗ. Ｈ）と下限偏差

（Ａ.Ｒ.Ｗ. Ｌ）をそれぞれ設定します。入力スケールに対

する（リニアスケールを含む）％で設定します。 

・位置形ＰＩＤ制御時のみ動作します。 

 

 

 

⑨不感帯設定 

・Ｐ＝０．０％（２位置式動作、Ｉ、Ｄは任意）の場合、「出力

不感帯」として機能します。 

・Ｐ≠０．０％の場合、「ＰＩＤ不感帯」として機能します。 

不感帯内のＰＩＤ制御動作を停止させ、制御量を安定させる

ことができます。 

※Ｐ≠０．０％でＰＩＤ制御を行う場合、不感帯の設定値は、

通常、０．０％とします。それ以外の値を設定すると、制御

性が悪くなったり、オフセットが生じたりすることがありま

すので、機能を十分ご理解の上で設定して下さい。 

  機能の詳細は、「１５．用語の説明」をご参照下さい。 

 

⑩出力プリセット設定 

出力プリセット値を設定します。 
出力範囲は、出力リミッタの範囲内になります。 
設定後、モード２で、パターン／ステップごとにどの出力設定

Ｎｏ．等を使うかの設定が必要です。 
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ＡＴ２ 

 
 

①第１出力用オートチューニングＡＴ２を設定します。 

②オートチューニングＡＴ２を実行するときの実行方向を設定し

ます。 

・「ＵＰ」  ：ＳＶ１からＳＶ８の順番で進行 

・「ＤＯＷＮ」：ＳＶ８からＳＶ１の順番で進行 

③オートチューニングＡＴ２用ＳＶを８種設定します。 

④オートチューニングを実行する・しないの設定ができます。 

 ・「ＯＮ」 ：ＡＴを実行する 

 ・「ＯＦＦ」：ＡＴを実行しない 

⑤設定範囲は、測定範囲（リニアスケールを含む）の範囲内にな

ります。 

ただし、[Ｎｏ.ｎの実行ＳＶ]＜[Ｎｏ.ｎ+1の実行ＳＶ]とし、

全て昇順で設定して下さい。 

⑥ＡＴ２用ＳＶＮｏ．１～８で算出されたＰＩＤは、 

ＰＩＤＮｏ．１～８に登録されます。 

⑦測定レンジ、単位、リニアスケールなどを変更した際、自動的

に連動して、設定範囲や小数点位置が変更されたり、あるいは

初期化される場合がありますので、ご注意下さい。 

 

 ※実行ＳＶ値は必ず昇順で設定して下さい。昇順でなくなった

時点でオートチューニングが終了してしまいます。 

 

ＡＴ３ 

 
 

①第１出力用オートチューニングＡＴ３を設定します。 

②オートチューニングＡＴ３を実行するときの実行方向を設定し

ます。 

・「ＵＰ」  ：ＳＶ１からＳＶ８の順番で進行 

・「ＤＯＷＮ」：ＳＶ８からＳＶ１の順番で進行 

③オートチューニングＡＴ３用ＳＶ区間８種を設定します。 

④オートチューニングを実行する・しないの設定ができます。 

 ・「ＯＮ」 ：ＡＴを実行する 

 ・「ＯＦＦ」：ＡＴを実行しない 

⑤設定範囲は、対応する各ＳＶゾーンの範囲内になります。 

また、ＳＶゾーンのＭＩＮ値とＭＡＸ値が等しいゾーンでは、

オートチューニングは行いません。 

⑥ＡＴ３用ＳＶＮｏ．１～８で算出されたＰＩＤは、 

ＰＩＤＮｏ．９－１から９－８に登録されます。 

⑦測定レンジ、単位、リニアスケールなどを変更した際、自動的

に連動して、設定範囲や小数点位置が変更されたり、あるいは

初期化される場合がありますので、ご注意下さい。 

  

 ※ＳＶゾーンはＰＩＤのＳＶゾーンと同じ値です。 

 ※必ずＳＶゾーンを設定してから実行ＳＶ値を設定して下さい。
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ＡＴ５（２出力仕様） 

 
 

①第２出力用オートチューニングＡＴ５を設定します。 

②オートチューニングＡＴ５を実行するときの実行方向を設定し 

ます。 

・「ＵＰ」  ：ＳＶ１からＳＶ８の順番で進行 

・「ＤＯＷＮ」：ＳＶ８からＳＶ１の順番で進行 

③オートチューニングＡＴ５用ＳＶを８種設定します。 

④オートチューニングを実行する・しないの設定ができます。 

 ・「ＯＮ」 ：ＡＴを実行する 

 ・「ＯＦＦ」：ＡＴを実行しない 

⑤設定範囲は、測定範囲（リニアスケールを含む）の範囲内に 

なります。 

ただし、[Ｎｏ.ｎの実行ＳＶ]＜[Ｎｏ.ｎ+1の実行ＳＶ]とし、

全て昇順で設定して下さい。 

⑥ＡＴ５用ＳＶＮｏ．１～８で算出されたＰＩＤは、 

ＰＩＤＮｏ．１～８に登録されます。 

⑦測定レンジ、単位、リニアスケールなどを変更した際、自動的

に連動して、設定範囲や小数点位置が変更されたり、あるいは

初期化される場合がありますので、ご注意下さい。 

 

 ※実行ＳＶ値は必ず昇順で設定して下さい。昇順でなくなった

時点でオートチューニングが終了してしまいます。 

 

ＡＴ６（２出力仕様） 

 
 

①第２出力用オートチューニングＡＴ６を設定します。 

②オートチューニングＡＴ６を実行するときの実行方向を設定し 

ます。 

・「ＵＰ」  ：ＳＶ１からＳＶ８の順番で進行 

・「ＤＯＷＮ」：ＳＶ８からＳＶ１の順番で進行 

③オートチューニングＡＴ６用ＳＶ区間８種を設定します。 

④オートチューニングを実行する・しないの設定ができます。 

 ・「ＯＮ」 ：ＡＴを実行する 

 ・「ＯＦＦ」：ＡＴを実行しない 

⑤設定範囲は、対応する各ＳＶゾーンの範囲内になります。 

また、ＳＶゾーンのＭＩＮ値とＭＡＸ値が等しいゾーンでは、

オートチューニングは行いません。 

⑥ＡＴ６用ＳＶＮｏ．１～８で算出されたＰＩＤは、 

ＰＩＤＮｏ．９－１から９－８に登録されます。 

⑦測定レンジ、単位、リニアスケールなどを変更した際、自動的

に連動して、設定範囲や小数点位置が変更されたり、あるいは

初期化される場合がありますので、ご注意下さい。 

  

 ※ＳＶゾーンはＰＩＤのＳＶゾーンと同じ値です。 

 ※必ずＳＶゾーンを設定してから実行ＳＶ値を設定して下さい。
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警報値設定 
 

 
 

警報関係の設定を行います。 

①警報設定は基本(ＡＬ1～ＡＬ４)と拡張(ＡＬ５～ＡＬ８)があ

ります。切換えて設定します。 

②警報値を設定します。 

※測定レンジ、単位、リニアスケール、警報形態などを変更した

際、自動的に連動して、設定範囲や小数点位置が変更される場

合がありますので、ご注意下さい。 

 

設定後、モード２で、パターン／ステップごとにどの警報Ｎｏ．

を使うかの設定が必要です。 

警報種類 
 

 
 
 

 
 

警報値設定の画面でＡＬ１～ＡＬ８にカーソルを合わせて  

キーを押すと左図の「警報設定画面」が表示されます。 

なお、警報種類が待ち時間、ＥＮＤ信号及びＦＡＩＬの場合は、

不感帯、判定ＣＨ、待機有無、ラッチ有無、ＲＥＳＥＴ時動作の

設定値は無効となります。 

①警報種類 

・絶対値上限 ・絶対値下限 ・偏差上限 ・偏差下限 

・絶対値偏差上限 ・絶対値偏差下限 ・変化率上限 

・変化率下限 ・設定値上限 ・設定値下限 ・出力値上限 

・出力値下限 ・制御ループ異常 ・ＦＡＩＬ ・待ち時間 

・エンド信号 

②遅延 

・警報発生までの連続検出回数を設定します。 

・警報の検出は100msec毎に行われます。 

・警報ＯＮの判定時間が連続して設定値以上になったら、初め

て警報がＯＮになります。もし、警報ＯＮの判定時間が設定

値未満の場合、警報はＯＮになりません。 

③不感帯 

・ＡＬ１－４(又は１－８)の警報不感帯を設定します。 

・単位は、それぞれの警報の設定値と同一です。 

※測定レンジ、単位、リニアスケール、警報形態などを変更し

た際、自動的に連動して、小数点位置が変更される場合があ

りますので、ご注意下さい。 

④判定ＣＨ 

  ２出力仕様の場合は制御ループ異常の判定ＣＨを選択しま 

す。その他の設定ではＣＨ１で固定です。 

⑤待機有無 

待機機能の有無を設定します。 

⑥ラッチ有無 

  保持機能の有無を設定します。 

⑦ＲＥＳＥＴ時動作（プログラムＲＥＳＥＴ時の警報動作） 

 ・ＯＦＦ ：警報判定を行わない 

 ・演算出力：警報判定を実施 

⑧警報判定時間 

 制御ループ異常を選択した場合に有効になります。 

 制御ループ異常と判定するまでの時間を「秒」で設定します。 
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８－６．モード４ (出力／制御設定) 

 

モード４は、制御出力関係の設定を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

アナログ出力１ＣＨ 

 

 

アナログ出力２ＣＨ 

 

パルス出力１ＣＨ 

 

 

出力２ＣＨ 

・パルス出力 

／アナログ出力 

・パルス出力２ＣＨ 

 

 

 

 

 

オンオフサーボ出力 

 

 

 

 

 

・モード４のメニュー画面です。 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

制御設定 

 
※出力１ＣＨ仕様時は１ＣＨ分のみ表示 

①制御方向 

・「正」：冷却動作 

・「逆」：加熱動作 

②アルゴリズム設定 

位置形ＰＩＤ/速度形ＰＩＤを選択します。 

③制御周期 

制御出力の更新周期を選択します。 

100msec/200msec/300msec/500msec 

④ＰＶエラー上限：入力値がオーバーレンジの場合の出力を設定

⑤ＰＶエラー下限：入力値がアンダーレンジの場合の出力を設定

⑥ＣＰＵ異常時 ：ＣＰＵ異常時の出力を設定 
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出力設定 

 

ステップ設定 

 

ゾーン設定 

※出力１ＣＨ仕様時はＣＨ選択無し 

 

①設定するリミット種類（ステップ／ゾーン・ＣＨ１／２）を

選択します。 

②第１出力ステップ選択時、第１出力で使用するステップ毎の

出力リミット、変化量リミット値を８種設定します。 

③第１出力ゾーン選択時、 

・第１出力で使用するゾーン毎の出力リミット／出力スケール

値、変化量リミット値を８種設定します。 

・出力設定値を使用するＳＶゾーン設定を行います。 

Ｎｏ．１は目盛範囲ＭＩＮ値からの第１区間の設定になります。

Ｎｏ．２はＮｏ．１をＭＩＮ値とした区間設定になり、 

Ｎｏ．８は目盛範囲のＭＡＸ値になり設定できません。 

あるＳＶゾーンのＭＡＸ値は、次のＳＶゾーンのＭＩＮ値と

同じ値となりますが、ＳＶがその値にあるときは下側のゾー

ンの出力リミット値・変化量リミット値が使用されます。 

④第２出力ステップ選択時、第２出力で使用するステップ毎の

出力リミット／出力スケール値、変化量リミット値を設定し

ます。 

⑤第２出力ゾーン選択時 

・第２出力で使用するゾーン毎の出力リミット／出力スケール

値、変化量リミット値を設定します。 

・出力設定値を使用する区間設定を行います。 

Ｎｏ．１は目盛範囲ＭＩＮ値からの第１区間の設定になります。

Ｎｏ．２はＮｏ．１をＭＩＮ値とした区間設定になり、 

Ｎｏ．８は目盛範囲のＭＡＸ値になり設定できません。 

あるＳＶゾーンのＭＡＸ値は、次のＳＶゾーンのＭＩＮ値と

同じ値となりますが、ＳＶがその値にあるときは下側のゾー

ンの出力リミット値・変化量リミット値が使用されます。 

⑥設定後、モード２で、パターン／ステップごとにどの出力設

定Ｎｏ．等を使うかの設定が必要です。 

 

パルス設定 

 
※オンオフパルス形出力またはＳＳＲ駆動パル

ス出力以外の場合は表示がありません。 
 
 
 
 
 
 
 

 
①オンオフパルス形出力またはＳＳＲ駆動パルス形出力の場合の

パルス設定を行います。 
②パルス周期 
 パルス周期を設定します。（設定範囲：１～１８０秒） 
③更新タイプ 
 出力更新の方式を設定します。 
・パルス周期：設定されたパルス周期毎に出力値を更新します。

「制御周期」に比べてリレーの動作回数が少な

く接点の消耗を抑えることができます。 

・制御周期 ：制御周期毎に出力値の更新を行います。パルス

周期の間であっても出力値の変化に応じて 

ＯＮ／ＯＦＦを行いますので、より精密な制御

を行うことができますが、「パルス周期」に比 

べてリレー接点の動作回数は多くなります。 

        従来のＤＰからの更新時は、こちらを選択して

        下さい。 
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オンオフサーボ出力調整 

 

 

 

 

 

 

 

※オンオフサーボ形出力以外の場合は表示があ

りません。 
 

①オンオフサーボ形出力の場合、本製品と操作端（モータなど）

とのフィードバック（ＦＢ）ゼロ／スパン、不感帯の調整及

び設定を行います。 

②ゼロ／スパンの調整は、基本的には自動で行います。「ＦＢオー

トチューニング」ボタンを選択して実行します。オートチュー

ニング終了後は、自動的にゼロ／スパンが登録されます。 

③手動でゼロ／スパンを調整する場合は、直接、ゼロ／スパンの

値を０～１００％の範囲で入力します。 

数値入力後は、「ＳＥＴ」ボタンを押し登録を行って下さい。

④ＦＢ不感帯（ゲイン）を設定します。 

一般的には、制御性に悪影響を与えない範囲で、なるべく大き

い値を設定します。数値入力後は、「ＳＥＴ」ボタンを押し登

録を行って下さい。 

※不感帯の設定値は、正確な％値ではありませんので、あくま 

で目安としてご理解下さい。また、従来のＤＰシリーズからの

更新の場合、同等の不感帯動作とするためには、設定値は従来

ＤＰの３倍の値を目安として下さい。 

例：ＦＢ不感帯 従来ＤＰ： ０．５ → ＤＰ－Ｇ：１．５(％)

※出力表示部で出力状態を確認することができます。 

※ＦＢチューニングの詳細は「１１－８．オンオフサーボ形の 

操作端調整」を参照して下さい。 

フィードバックオートチューニング 
 
初期画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開始確認メッセージ 
 
 
 
全閉中メッセージ 
 
 
ゼロ調整中メッセージ 
 
 
全開中メッセージ 
 
 
スパン調整中メッセージ 
 
 
終了確認メッセージ 
 
 
 

①オンオフサーボ形出力のフィードバックオートチューニングを

行います。 
②本製品と操作端（モータなど）とのＦＢゼロ／スパンの設定値

を自動で求める機能です。 

③ＦＢチューニングを開始すると、全閉操作→ゼロ調整→全開操

作→スパン調整の順にオートチューニングが進行します。その

間、進行状態がメッセージ表示されます。 

④オートチューニングが終了すると、終了確認メッセージが表示

されます。  キーを押すと、チューニング結果が設定値と

して登録されます。 

⑤途中でＦＢチューニングを中止したい場合は、「終了」ボタンを

操作して下さい。中止した場合、チューニング結果は登録さ 

れず、開始前の値が保持されます。 

⑥出力調整画面に戻るには  キーを押して下さい。 

 
※操作端の動きがあまりに遅い場合、「ＦＢチューニング」での自

動算出はできません。その場合、一定時間が経過するとチュー

ニングを中止し、ゼロ／スパン値の登録は行いません。 

※ＦＢオートチューニングの結果が ゼロ＞＝スパン となった

場合には、チューニング失敗と判断してゼロ／スパン値の登録

は行いません。 
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加熱冷却設定（２出力仕様時のみ） 

 

  加熱冷却設定無しの時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  スプリット選択時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  冷却比例選択時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①２出力仕様では、簡易的な加熱冷却制御を設定することがで

きます。次の３種から選択します。 

 

・無    ：加熱冷却演算は行いません。 

・スプリット：ＭＶに対してスプリット演算を行い、第１出

力と第２出力に結果を出力します。 

・冷却比例 ：第２出力用に冷却比例演算を行います。 

 

※スプリットまたは冷却比例を選択した場合は、選択した演

算の結果が第２出力に対して優先的に出力されます。第２

ＰＩＤ設定による演算は行われません。 

※スプリットを選択すると、第２出力の制御方向設定に関係

なく、第１出力が「Ｄｉｒｅｃｔ」側、第２出力が「Ｒｅ

ｖｅｒｓｅ」側になります。 

※冷却比例を選択すると、第２出力の制御方向設定は無視さ

れ、常に「正制御」となります。 

※より高度な調節動作を要望される場合は、冷却比例設定は

 「無」とし、第２ＰＩＤで詳細を設定して下さい。 

 

②スプリット設定 

 スプリットを選択すると、次の設定が有効となります。 

・Ｄｉｒｅｃｔ ：第１出力の出力範囲を％で設定します。 

・Ｒｅｖｅｒｓｅ：第２出力の出力範囲を％で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③冷却比例 

冷却比例を選択すると、次の設定が有効となります。 

・冷却Ｐ係数   ：冷却（第２）出力用の比例帯を、第 

１出力の比例帯に対する比率で設定 

します。 

・Ｈ．Ｃ．ギャップ：第１ＰＩＤと第２ＰＩＤの動作位置 

の関係を設定します。目標値（ＳＶ） 

と第２出力０％との間隔を入力スパ 

ンに対する％で設定します。 

※この設定値は第２出力ＰＩＤの出 

力ギャップと共通設定です。 

  ・不感帯     ：第２出力の不感帯を設定します。 

※この設定値は第２出力ＰＩＤの不

感帯Ｎｏ．１と共通設定です。 
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カスケード１次調節計 

 

 
 

①カスケード１次調節計の設定を行います。 

②出力先をＯＦＦ・出力１／出力２／伝送１／伝送２から選択

します。ただし、出力仕様により選択項目は変わります。 

ＯＦＦを選択すると、カスケード演算は行いません。 

③出力先を選択した場合のみ、カスケード定数の設定が有効に

なります。 

④カスケード定数ａ、ｂ、ｃを設定します。 

 

 ※出力先に出力１または出力２を選択すると、カスケード１次

調節計出力が優先され、通常の調節出力は出力されません。

 

 



 - 54 -

８－７．モード５ (入力設定) 

 

モード５は、入力関係の設定を行うモードです。 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

入力設定 
熱電対選択時 

 
 
リニアレンジ選択時 

 
 
Ｐｔ（３線式）選択時 

 
 
Ｐｔ（４線式）選択時 

 
 
 
 
 
 

１．入力レンジ設定 

①入力レンジ番号を選択します。 

 入力レンジは、下記の通り分類されています。さらにその 

中から使用するレンジを選択します。 

・熱電対 ：一般的な熱電対レンジです。 

・リニアレンジ：直流電圧・電流（mV,V,mA）用レンジです。 

・抵抗体（３線式）：３線式測温抵抗体用のレンジです。 

・抵抗体（４線式）：４線式測温抵抗体用のレンジです。 

・熱電対(ＤＰ互換レンジ)： 

Ｗ系やＰｔＲｈ系熱電対のＤＰ更新用レンジです。 

・ユーザーリニアレンジ１： 

  直流電圧・電流（ｍＶ、Ｖ、ｍＡ）用レンジを用いて 

  任意のリニアライズテーブルを作成できるレンジです。

レンジ番号を選択すると測定入力範囲がゼロ・スパンに表示

されます。 

＊熱電対と測温抵抗体の場合、測定範囲の意味は、下記のと

おりです。 

・ＰＩＤ演算のＰ＝１００％に相当します。 

・ＳＶ範囲などの最大設定範囲になります。 

※リニア入力の場合はリニアレンジ設定、スケール設定で 

定義します。 

※測定レンジにより異なりますが、目盛範囲の上限値のおよ

そ＋５％でオーバーレンジ、下限値のおよそ－５％でアン

ダーレンジになります。 

※測定レンジを変更した際、自動的に連動して、設定範囲や

小数点位置が変更されたり、あるいは初期化される場合が

ありますので、ご注意下さい。 

②基準点補償 

熱電対入力のレンジを選択した場合のみ有効な設定項目で

す。熱電対で温度を測定する場合、基準接点温度の補償を、

計器に内蔵されている機能で行うか（ＩＮＴ）、外部に補償

器を設定して行うか（ＥＸＴ）を選択します。 

熱電対レンジ以外では、基準点補償は使用しません。 

③単位の設定 

単位を選択します。 

※単位を変更した際、自動的に連動して、設定範囲や小数

点位置が変更されたり、あるいは初期化される場合があ

りますので、ご注意下さい。 

２．リニアレンジ設定 

①リニア入力（直流電圧・電流）を選択した場合のみ有効な

設定項目です。 

②選択したレンジNoの測定範囲で、実際に使用する範囲の設

定です。 

・リニアレンジの設定値は、リニアスケール（目盛付け）
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熱電対ＤＰ互換レンジ選択時 

 
 
ユーザーリニアレンジ選択時 

 
 
 

 
 

の元となる基準レンジになります。 

・ＰＩＤ演算のＰ＝１００％に相当します。 

３．スケール設定 

①リニア入力（直流電圧・電流）を選択した場合のみ有効な

設定項目です。 

②測定範囲で設定した基準レンジに対して、スケール（目盛

付け）、小数点位置を設定します。 

※リニアスケールを変更した際、自動的に連動して、設定

範囲や小数点位置が変更されたり、あるいは初期化され

る場合がありますので、ご注意下さい。 

※また、リニアスケールの小数点を変更した際、自動的に

連動して、プログラムパターンの目標値が変更される場

合がありますので、ご注意下さい。 

４．ＰＶ表示小数点 

①ＰＶの小数点位置を設定します。 

②設定された小数点位置にもとづき、整数部を含めて最大６

桁表示範囲で表示します。したがって、整数部の桁数が少

ない場合のみ、設定された小数点位置範囲内で小数点以下

部の桁数を多く表示することが可能です。 

※測定レンジ、単位、測定範囲、リニアスケールなどを変

更した際、自動的に連動して、小数点位置が変更される

場合がありますので、ご注意下さい。 

５．デジタルフィルタ 

①ＰＶに一次遅れ演算を行います。測定中のＰＶにフラツキ

が大きい場合などに有効な機能です。 

６．バーンアウト動作 

①入力断線時、ＵＰ／ＤＯＷＮ／ＮＯＮＥ から選択します。 

②リニアレンジの入力電圧が100mV以上では選択できません。 

・「ＵＰ」  ：断線検出時オーバーレンジとして演算します。

・「ＤＯＷＮ」：断線検出時アンダーレンジとして演算します。

・「ＮＯＮＥ」：断線時状況により異なります。 

７．入力演算 

①ＰＶに開平演算、または、対数演算を行います。 

８．ユーザーリニアライズテーブル 

ユーザーリニアレンジ選択時に設定できます。 

①任意の特性目盛（リニアライズテーブル）を作成できます。 

②最大１９折点で測定値数値（入力電圧または電流）／指示

値の設定を行います。 

③測定値数値（左図では電圧）は、昇順で設定して下さい。 

 昇順でない部分があらわれると、そこまでがテーブルとみ

なし、以降は無視します。 

センサ補正 

  

①センサの補正値８種を設定します。 

②設定後、モード２で、パターン／ステップごとに、 

どのセンサ補正Ｎｏ．を使うかの設定が必要です。 

③測定レンジ、単位、測定範囲、リニアスケールなどを変更し

た際、自動的に連動して、小数点位置が変更される場合があ

りますので、ご注意下さい。 
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８－８．モード６ (ﾀｲﾑｼｸﾞﾅﾙ/実温度/ﾏｽﾌﾛｰ SV) 

 

モード６は、タイムイベントの設定を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

 

・モード６のメニュー画面です。 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

タイムシグナル 
 

 

１．タイムシグナル設定 

①タイムシグナルを３０種設定できます。 

②「ＯＮ」 ：ステップ開始からタイムシグナルをＯＮさせる

までの時間 

「ＯＦＦ」：タイムシグナルがＯＮしてからＯＦＦさせる 

までの時間 

 

 

 

 

 

 

③単位は、モード１０「拡張設定」-「拡張動作設定」-「時

間単位」の設定に従います。 

④設定後、モード２で、パターン／ステップごとに 

どのタイムシグナルＮｏ．を使うかの設定が必要です。 
実温度、待ち時間 
 

 
 

２．実温度補償設定 

①実温度補償を８種設定します。 

②設定後、モード２で、パターン／ステップごとに、 

どの実温度補償Ｎｏ．を使うかの設定が必要です。 

③測定レンジ、単位、測定範囲、リニアスケールなどを変更

した際、自動的に連動して、小数点位置が変更される場合

がありますので、ご注意下さい。 

３．待時間警報設定 

①待時間警報を８種設定します。 

②単位は、モード１０「拡張設定」-「拡張動作設定」-「時間

単位」の設定に従います。 

③設定後、モード２で、パターン／ステップごとに、 

どの待時間警報Ｎｏ．を使うかの設定が必要です。 

マスフローＳＶ 

 

４．マスフローＳＶ設定 

①マスフローＳＶを８種設定します。 

②設定後、モード２で、パターン／ステップごとに 

どのマスフローＳＶを使うかの設定が必要です。 

ON設定時間 OFF設定時間 

ステップ開始 ステップ終了 
タイムシグナルＯＮ 
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８－９．モード７ (伝送設定) 

 

モード７は、伝送信号出力の設定を行うモードです。 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

伝送設定 

 
 
※伝送オプションありの場合 
※図は伝送２ＣＨ仕様の場合です。１ＣＨ仕様

ではＣＨ２側の表示はありません。 

 

①伝送種類の設定 

・「ＮＯＮＥ」：未使用 

・「ＰＶ」  ：測定値（ＰＶ） 

・「ＳＶ」  ：設定値（ＳＶ） 

・「ＤＥＶ」 ：偏差値（ＤＥＶ） 

・「ＭＶ１」 ：出力値（ＭＶ１） 

・「ＭＶ２」 ：出力値（ＭＶ２）（２出力仕様に限る） 

・「ＭＦＢ」 ：フィードバック値（オンオフサーボ形に限る）

・「ＭＦＳＶ」：マスフローＳＶ 

選択された項目のデータをアナログ伝送します。 

 

②伝送スケールの設定 

・「最大」：伝送信号出力最大値（１００％）に対する 

スケールの上限値（１００％）を設定 

・「最小」：伝送信号出力最小値（０％）に対する 

スケールの下限値（０％）を設定 
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 ８－１０．モード８ (通信設定) 

 

モード８は、通信関係の設定を行うモードです。 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

通信設定 

 
※通信オプション有の場合のみ 

 

 

①通信種別：ＣＯＭ１は通信仕様により固定 

      ＣＯＭ２はＥＮＧポートとＰＯＲＴ２とで切換え

て使用します。 

②プロトコル選択 

・「ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ」 

・「ＭＯＤＢＵＳ ＡＳＣＩＩ」 

・「ＰＲＩＶＡＴＥ」 

  チノー従来プロトコル：ＤＰ互換タイプ・プロトコルです。

※ＣＯＭ２でＥＮＧポート選択時はＭＯＤＢＵＳ設定のみ 

・「ＰＲＩＶＡＴＥ（ＴＳ１７）」 

  チノー従来プロトコル：タイムシグナルを１７点まで扱え

  る特殊仕様のＤＰに対応した互換タイプ・プロトコルです。

 ※ＣＯＭ２でＥＮＧポート選択時はＰＲＩＶＡＴＥ設定不可

③通信機能・種類を選択 

・「ＣＯＭＭ」 ：上位通信 

・「ＴＲＡＮＳ」：通信伝送 

 ※ＣＯＭ２でＥＮＧポート選択時はＴＲＡＮＳ設定不可 

④機器番号 

 ・０～９９（ＲＳ－２３２Ｃの場合は設定無効） 

⑤通信速度 

・2400/4800/9600/19200/38400bpsから選択 

⑥通信キャラクタ（データ長/パリティ/ストップビット） 

⑦通信伝送種類 

 ③通信機能で「ＴＲＡＮＳ」選択時に有効 

・「ＮＯＮＥ」：未使用 

・「ＰＶ」  ：測定値（ＰＶ） 

・「ＳＶ」  ：設定値（ＳＶ） 

・「ＤＥＶ」 ：偏差値（ＤＥＶ） 

・「ＭＶ１」 ：出力値（ＭＶ１） 

・「ＭＶ２」 ：出力値（ＭＶ２）（２出力仕様に限る） 

・「ＭＦＢ」 ：フィードバック値（オンオフサーボ形に限る）

・「ＭＦＳＶ」：マスフローＳＶ 

選択された項目のデータを通信伝送します。 
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８－１１．モード９ (メモリーカード管理) 

 

モード９は、メモリーカード管理の設定を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

メモリーカード管理 

 
 

・モード９のメニュー画面です。 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、

 キーで選択します。 

 

・保存：本体のデータをＣＦカードへ保存します。 

・読込：ＣＦカードのデータを本体に読込みます。 

・削除：ＣＦカードのデータを削除します。 

・比較：本体のデータとＣＦカードのデータを比較します。 

・フォーマット：ＣＦカードのフォーマットをします。 

 （クイックフォーマット） 

カード未挿入時のメッセージ表示 ・カードが挿入されていないときには、左図のメッセージが表 

示されます。 

 

 ※（パソコン等により）ＣＦカード内のフォルダ名は変更しないで下さい。本器でのデータ操作ができなくなります。 

※ＣＦカードへの保存・読込・削除・比較・フォーマットの動作を実行しているときは、ＣＦカードを抜いたり、本 

器の電源を切ったりしないで下さい。データが破損する危険があります。 

 ※ＣＦカードに保存したデータをパソコンで編集する場合は、必ず専用ソフトをご使用下さい。データフォーマット等

が破損すると本体への読込が正常にできなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ＯＫ 

カードが挿入されていません。 
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８－１１－１．設定パラメータの保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

設定パラメータの保存 

     

「保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＡＲＤ）」→ 

「設定パラメータ」を選択 

設定パラメータのファイルリストが表示されます。 

 

ファイルリスト表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①本体の制御に関するパラメータを名前を付けてＣＦカードへ

保存します。 

②現在ＣＦカードに保存されている制御パラメータのファイル

を表示します。 

リストにあるファイルを選択した場合は、上書き保存します。

ファイルが無い部分を選択した場合は、新規にファイルを作成

し保存します。その際にはキーボードが表示されます。 

属性欄に「Ｒ」記載のあるファイルは読取り専用ファイルです。

上書きはできません。 

※タグ設定内容はＣＦカードには保存できません。 

キーボード表示 

 

①新規にファイルを保存する場合には、ファイル名を入力します。

②英大文字、英小文字、半角カナ、数字が使用できます。 

 

８－１１－２．パターン／シーケンス(個別)の保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

パターン/シーケンス(個別)の保存 

      

「保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＡＲＤ）」→ 

「パターン/シーケンス（個別）」を選択 

パターン／シーケンス（個別）保存画面が表示されます。 

 

保存パターンＮｏ.の選択 

 

 

 

 

①保存するパターン番号を入力します。 

②「SAVE」ボタンを選択します。 

③現在のパターン／シーケンスのファイルリストが表示され 

ます。 

ファイルリスト表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

①パターン／シーケンス（個別）の設定データを名前を付けて

ＣＦカードへ保存します。 

②ＣＦカードに保存されている全てのパターン／シーケンスの

ファイルを表示します。 
 

リスト上のファイルを選択した場合は、上書き保存します。

ファイルの無い部分を選択した場合は、新規にファイルを作

成し保存します。その際にはキーボードが表示されます。 

属性欄に「Ｒ」記載のあるファイルは読取り専用ファイルです。

上書きはできません。 
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８－１１－３．パターン／シーケンス(全部)の保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

パターン/シーケンス(全部)の保存 

    

「保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＡＲＤ）」→ 

「パターン/シーケンス（全部）」を選択 

パターン／シーケンス（全部）保存メッセージ画面が表示され

ます。 

確認メッセージ表示 

 

 
 

①「Ｙｅｓ」を選択すると、パターン／シーケンスのファイル

保存を開始します。 

 

※パターン／シーケンス（全部）のファイルは、ＰＡＴフォ

ルダに「ALL_PAT_nnn.***」のファイル名で保存されます

(nnn はパターン番号、***は拡張子)。ここでのファイル名

の変更は出来ません。また、すでにファイルがある場合に

は上書き保存になりますので、ご注意下さい。 

保存中の表示 

 

①現在設定されている全てのパターン／シーケンスデータを保

存します。 

②  キーで中断する事が出来ます。保存中、その他のキー

操作は出来ません。 

８－１１－４．オートロードの保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

オートロード 

      

「保存（ＤＰ－Ｇ→ＣＡＲＤ）」→ 

「オートロード」を選択 

オートロード保存確認メッセージ画面が表示されます。 

確認メッセージ表示 

 

 
 

①「Ｙｅｓ」を選択すると、オートロード用のファイルを保存

します。 

 

※オートロード用ファイルは、プログラムパターン／シーケ

ンスと設定パラメータを一組にしてオートロード用フォル

ダに保存します。保存するプログラムパターンは、本体の

Ｎｏ．１のデータが対象となります。オートロード用に保

存したいプログラムパターンはあらかじめＮｏ.１へ設定

しておいて下さい。 

また、オートロード用のファイルは、ＡＬＬＳＥＴフォル

ダに「ALL_PAT_001.***」「SETUP.***」（***は拡張子）の固

定ファイル名で保存されます。すでにファイルがある場合

には上書き保存になりますので、ご注意下さい。また、パ

ソコンでのファイル名の変更はしないで下さい。 

※タグ設定内容はＣＦカードには保存できません。 
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８－１１－５．設定パラメータの読込み（ＣＦカード→ＤＰ－Ｇ） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

設定パラメータ読込 

 

「読込（ＣＡＲＤ→ＤＰ－Ｇ）」→ 

「設定パラメータ」を選択 

ＣＦカードに保存されている設定パラメータファイルのリストが

表示されます。 

ファイルリスト表示 
 
 
 

設定パラメータをＣＦカードから読込みます。 

①ＣＦカード内の全ての設定ファイルがリスト表示されますの

で、ファイル名を選択しＣＦカードから本体に読込みます。 

 

※ＣＦカードからパラメータを読込む際は、モード１０「拡張設

定｣―「拡張動作設定」―「時間単位｣の設定を、データ保存時

の設定と一致させてから読込んで下さい。一致していない場合、

時間に関係するパラメータが変化します。 

 

８－１１－６．パターン／シーケンス(個別)の読込み（ＣＦカード→ＤＰ－Ｇ） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

パターン/シーケンス(個別)読込 

 

「読込（ＣＡＲＤ→ＤＰ－Ｇ）」→ 

「パターン/シーケンス(個別)」を選択 

ＣＦカードパターン／シーケンス(個別)読込確認メッセージ画面

が表示されます。 

 

ファイルリスト表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラムパターンをＣＦカードから読込みます。 

①ＣＦカードに保存されている全てのプログラムパターンファ

イルを表示します。 

②ファイル名を選択します。 

 ※実行中のプログラムパターンＮｏ.に対しての読込は実行

できません。 

③本体の格納先パターンＮｏ.を入力して「ＬＯＡＤ」ボタンを

押すと読込みを実行します。 

④読込み実行時に、選択したパターンＮｏ．に既にパターンデー

タが存在する場合は、上書きの確認メッセージが表示されます。

 「Ｙｅｓ」を選択すると、上書きを実行します。 
 
※ＣＦカードからプログラムパターンを読込む際は、モード１０

「拡張設定｣―「拡張動作設定」―「時間単位｣の設定を、デー

タ保存時の設定と一致させてから読込んで下さい。一致してい

ない場合、時間に関係するデータが変化します。 
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８－１１－７．パターン／シーケンス(全部)の読込み（ＣＦカード→ＤＰ－Ｇ） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

パターン/シーケンス(全部) 

 

「読込（ＣＡＲＤ→ＤＰ－Ｇ）」→ 

「パターン/シーケンス(全部)」を選択 

パターン／シーケンス(全部)読込の確認メッセージ画面が表示さ

れます。 

 

※ＲＥＳＥＴ状態の場合のみ読込みを実行できます。 

ファイルリスト表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全プログラムパターンをＣＦカードから読込みます。 

①「Ｙｅｓ」を選択すると、パターン／シーケンスデータの読

込みが開始されます。この時、すでに設定されているパター

ンデータは上書きされますのでご注意下さい。 

②読込中のキー操作は出来ません。 

 

※ＣＦカードからプログラムパターンを読込む際は、モード１０

「拡張設定｣―「拡張動作設定」―「時間単位｣の設定を、デー

タ保存時の設定と一致させてから読込んで下さい。一致してい

ない場合、時間に関係するデータが変化します。 

 

８－１１－８．オートロードの読込み（ＣＦカード→ＤＰ－Ｇ） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

オートロード読込 

 

「読込（ＣＡＲＤ→ＤＰ－Ｇ）」→ 

「オートロード」を選択 

オートロード用ファイル読込の確認メッセージ画面が表示されます。

 

※ＲＥＳＥＴ状態の場合のみ読込みを実行できます。 

オートロード 

 

①「Ｙｅｓ」を選択すると、オートロード用の設定パラメータ 
とプログラムパターン／シーケンスが自動的に読込まれます。

②パターン／シーケンスは、常にパターンＮｏ．１に読み込ま

れます。既にパターンＮｏ．1にパターンが設定されている場

合も上書きされますのでご注意下さい。 
③ファイルの読込と同時に運転用プログラムパターンＮｏ．の

選択もＮｏ．1に自動的に切換わりますので、読込み後は直ち

にＲＵＮ操作が可能です。 
 
※ＣＦカードからプログラムパターンやパラメータを読込む際

は、モード１０「拡張設定｣―「拡張動作設定｣―「時間単位｣の

設定を、データ保存時の設定と一致させてから読込んで下さい。

一致していない場合、時間に関係するデータが変化します。 
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８－１１－９．設定パラメータの削除（ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
設定パラメータ削除 

 

「削除（ＣＡＲＤ）」→ 

「設定パラメータ」を選択 

ＣＦカードに保存されている設定パラメータファイルのリストが

表示されます。 

設定パラメータ削除 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ファイルを選択して削除を実行します。 
 一旦削除したファイルは復帰できませんのでご注意下さい。 

８－１１－１０．パターン／シーケンス(個別)の削除（ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
パターン/シーケンス(個別)削除 

 

「削除（ＣＡＲＤ）」→ 

「パターン/シーケンス(個別)」を選択 

ＣＦカードに保存されているパターン／シーケンスファイルのリ

ストが表示されます。 

ファイルリスト表示 
 
 
 

①ファイルを選択して削除を実行します。 
 一旦削除したファイルは復帰できませんのでご注意下さい。 
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８－１１－１１．パターン／シーケンス(全部)の削除（ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
パターン/シーケンス（全部）削除 

 

「削除（ＣＡＲＤ）」→ 

「パターン/シーケンス（全部）」を選択 

全てのパターン／シーケンスファイルを削除するかの確認メッセ

ージ画面が表示されます。 

確認メッセージ表示 
 
 
 
 
 

①「Ｙｅｓ」を選択すると、ＣＦカード上の全てのプログラムパ

ターンを削除します。 
 一旦削除したファイルは復帰できませんのでご注意下さい。 

８－１１－１２．オートロードの削除（ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
オートロード削除 

 

「削除（ＣＡＲＤ）」→ 

「オートロード」を選択 

オートロード用ファイルを削除するかの確認メッセージ画面が表

示されます。 

オートロード削除 
 
 
 
 
 

①「Ｙｅｓ」を選択すると、ＣＦカード上のオートロード用ファ

イルの削除を実行します。 
 一旦削除したファイルは復帰できませんのでご注意下さい。 
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８－１１－１３．設定パラメータの比較（ＤＰ－Ｇ⇔ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
設定パラメータ比較 

 

「比較（ＤＰ-Ｇ＝ＣＡＲＤ）」→ 

「設定パラメータ」を選択 

ＣＦカードに保存されている設定パラメータファイルのリストが

表示されます。 

ファイルリスト表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①設定パラメータについて、本体の内容とＣＦカード上の選択し

たファイルの内容を比較します。 

②ファイルを選択します。 
③確認メッセージで「Ｙｅｓ」を選択すると比較を実行します。

④結果は下図のようなメッセージで表示されます。 
 
 

 
確認メッセージ         比較結果が一致したとき    比較結果が不一致のとき 

       

８－１１－１４．パターン／シーケンス(個別)の比較（ＤＰ－Ｇ⇔ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
パターン/シーケンス(個別)比較 

 

「比較（ＤＰ-Ｇ＝ＣＡＲＤ）」→ 

「パターン/シーケンス(個別)」を選択 

ＣＦカードに保存されているパターン／シーケンスファイルのリ

ストが表示されます。 

ファイルリスト表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①パターン／シーケンスについて、本体の内容とＣＦカード上の

選択したファイルの内容を比較します。 

②ファイルを選択します。 
③確認メッセージで「Ｙｅｓ」を選択すると比較を実行します。

④結果は下図のようなメッセージで表示されます。 
 
※パターン/シーケンス(個別)の比較を行う際は、モード１０「拡

張設定｣―拡張動作設定｣―「時間単位｣の設定が、データ保存時

の設定と同じであることを確認して下さい。時間単位が異なる

場合、比較結果も「不一致」となります。 

 
確認メッセージ              比較結果が一致したとき    比較結果が不一致のとき 
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８－１１－１５．オートロードの比較（ＤＰ－Ｇ⇔ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
オートロード比較 

 

「比較（ＤＰ-Ｇ＝ＣＡＲＤ）」→ 

「オートロード」を選択 

オートロード比較の確認メッセージ画面が表示されます。 

確認メッセージ 

 
 
一致したとき 

 
 
不一致のとき 

 
 

①オートロード用ファイルについて、本体の内容とＣＦカード上

のファイルの内容を比較します。 

②確認メッセージで「Ｙｅｓ」を選択すると比較を実行します。

③結果は左図のようなメッセージで表示されます 

８－１１－１６．フォーマット（ＣＦカード） 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 
フォーマット 

 

「比較（ＤＰ-Ｇ＝ＣＡＲＤ）」→ 

「フォーマット」を選択 

フォーマット実行の確認メッセージ画面が表示されます。 

実行確認メッセージ表示 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ＣＦカードのフォーマット（クイックフォーマット）を行い

ます。 

②実行確認メッセージ表示で「Ｙｅｓ」を選択すると、フォー

マットを実行します。 
 
※物理フォーマットを行う場合、もしくは、未フォーマット

の場合はＤＰ－Ｇではフォーマットできません。パソコン

にて「ＦＡＴ１６」形式、または「ＦＡＴ３２」形式で 
フォーマットを行ってから使用して下さい。 
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８－１２．モード１０ (拡張設定) 

モード１０は、拡張機能の設定を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

 

 
・モード１０のメニュー画面です 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

ＤＩ構築 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ＤＩ端子１６点の割付を設定します。（各端子毎に選択ができま

す。詳細は「１１－１７．外部信号入力」をご参照下さい。） 

機能項目から選択し割付を行います。 

１．プログラム駆動選択 

①ＴＹＰＥ１（ＤＰシリーズ互換タイプです。） 

・ＲＵＮ 

・ＡＤＶ 

・ＲＥＳＥＴ 

・ＷＡＩＴ 

・ＦＡＳＴ 

②ＴＹＰＥ２(ＤＰ－Ⅰ互換タイプです。） 

・ＲＵＮ 

・ＳＴＯＰ 

・ＲＥＳＥＴ 

・ＡＤＶ 

２．ＰＶ、ＳＶ、ＭＡＮ操作 

①Ｃｒｃｌ Ｐｌｓ（サークルパルス） 

②ＰＶ ＨＯＬＤ 

③ＳＶ ＨＯＬＤ 

④ＭＡＮＵＡＬ１ 

⑤ＭＡＮＵＡＬ２ 

３．警報解除 

 ①ＡＬＭ ＡＬＬ ＲＥＳＥＴ 

 ②ＡＬ１－４ ＲＥＳＥＴ 

 ③ＡＬ５－８ ＲＥＳＥＴ 

４．パターン選択ＢＣＤ信号 

①ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ１ 

②ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ２ 

③ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ４ 

④ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ８ 

⑤ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ１０ 

⑥ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ２０ 

⑦ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ４０ 

⑧ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ８０ 

⑨ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ１００ 

⑩ＰＴＮ ＳＥＬ ＢＣＤ２００ 

５．機能割付無し 

ＮＯＮＥ：機能割付無し 
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ＤＯ構築 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＯ端子２８点の割付を設定します。 

（各端子毎個別に選択ができます。） 

 

機能項目から選択し割付を行います。 

ＴＳ(タイムシグナル)を選択した場合、タグが設定されている

ときはＴＳ番号に続いてタグも表示されます。 

 

１．ステータス１ 

①ＲＵＮ 

②ＡＤＶ 

③ＲＥＳＥＴ 

④ＷＡＩＴ 

⑤ＦＡＳＴ 

⑥ＥＮＤ 

⑦ＡＬＭ ＷＡＩＴ（待ち時間警報） 

⑧ＥＲＲ 

⑨ＳＶ ＵＰ 

⑩ＳＶ ＤＯＷＮ 

 

２．ステータス２ 

①ＰＶ ＨＯＬＤ 

②ＳＶ ＨＯＬＤ 

③ＭＡＮＵＡＬ １ 

④ＭＡＮＵＡＬ ２ 

⑤ＳＴＯＰ 

⑥ＣＯＮＳＴ 

⑦ＢＵＲＮ ＯＵＴ 

⑧ＫＥＹ ＬＯＣＫ（運転操作キーロック状態） 

⑨ＭＯＤＥ ＬＯＣＫ（全モードロック状態） 

 

３．ハードステータス 

 ①ＦＡＩＬ 

 ②ＨＥＡＬＴＨ 

 

４．パターン番号ＢＣＤ信号 

①ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ１ 

②ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ２ 

③ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ４ 

④ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ８ 

⑤ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ１０ 

⑥ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ２０ 

⑦ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ４０ 

⑧ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ８０ 

⑨ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ１００ 

⑩ＰＴＮ ＮＯ ＢＣＤ２００ 
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５．ステップ番号ＢＣＤ信号 

①ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ１ 

②ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ２ 

③ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ４ 

④ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ８ 

⑤ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ１０ 

⑥ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ２０ 

⑦ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ４０ 

⑧ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ８０ 

⑨ＳＴＰ ＮＯ ＢＣＤ１００ 

 

６．タイムシグナル１－１０ 

①ＴＳ １ ②ＴＳ ２ 

③ＴＳ ３ ④ＴＳ ４ 

⑤ＴＳ ５ ⑥ＴＳ ６ 

⑦ＴＳ ７ ⑧ＴＳ ８ 

⑨ＴＳ ９ ⑩ＴＳ １０ 

 

７．タイムシグナル１１－２０ 

①ＴＳ １１ ②ＴＳ １２ 

③ＴＳ １３ ④ＴＳ １４ 

⑤ＴＳ １５ ⑥ＴＳ １６ 

⑦ＴＳ １７ ⑧ＴＳ １８ 

⑨ＴＳ １９ ⑩ＴＳ ２０ 

 

８．タイムシグナル２１－２８ 

①ＴＳ ２１ ②ＴＳ ２２ 

③ＴＳ ２３ ④ＴＳ ２４ 

⑤ＴＳ ２５ ⑥ＴＳ ２６ 

⑦ＴＳ ２７ ⑧ＴＳ ２８ 

 

※タイムシグナルにタグが設定されている場合は、ＴＳ番号

に続いてタグも表示されます。 

 

９．警報（拡張）設定 

①ＡＬ １ ②ＡＬ ２ 

③ＡＬ ３ ④ＡＬ ４ 

⑤ＡＬ ５ ⑥ＡＬ ６ 

⑦ＡＬ ７ ⑧ＡＬ ８ 

 

１０．機能割当無し 

ＮＯＮＥ：機能割当無し 
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タグ設定 
 

タイムシグナルにタグを設定することができます。 

ここで設定したタグは、運転画面「ＤＯ表示」やモード１０「拡

張設定」-「ＤＯ構築」画面において表示されます。 

 

 ・ＴＳ１～２８のタグを設定することができます。 

 ・タグは、半角英数字・半角カタカナで１０文字以内で設定

して下さい。 

 

 ※タグ設定内容はＣＦカードには保存できません。 

画面設定 
 
 

①画面設定： 

・ホーム画面：ＨＯＭＥ画面として 一括表示／バーグラフ

／数値拡大／トレンド／ＤＯ表示／ＤＩ表示 の選択が行

えます。 

・バックライト輝度：１－４ 段階でバックライトの輝度の

設定が行えます。１が最低輝度、４が最高輝度です。 

・言語：表示言語の切り替えができます。 

  日本語(JAPANESE)／英語(ENGLISH) 

②日付と時刻の設定：現在日時の設定を行います。 

・日付表示フォーマット：年月日の表示フォーマット 

・日付区切り文字：日付表示の区切り文字を  

[／]／[－]／[．]の選択が行えます。 

・日時セット：現在日時の設定変更が行えます。変更後、 

「ＳＥＴ」を押した時点で有効になります。 
拡張動作設定 
 
 

①拡張動作設定 

・出力設定方式：制御演算出力の制限を 出力リミット／出

力スケール の選択が行えます。 

・タイムシグナル／警報のFAST中の動作設定が行えます。OFF

にした場合、FAST中は出力されません。保持にした場合は

FAST動作の直前の状態を保持したままFAST動作を行います。

・運転画面自動復帰：運転画面自動復帰機能の有／無が選択

できます。有に設定すると、運転画面以外でキー操作なし

のまま約3分経過すると、自動的に運転画面に復帰します。 
・トレンド1ＤＩＶ表示範囲：トレンド画面の横軸（時間軸）

1目盛り分の時間を1／2／5／10／30／60minから選択でき

ます。 

・ 時間単位：時間の設定・表示単位を切り替えます。 

「時：分」・・・時：分で設定します。（000h00m～999h59m）

   「分：秒」・・・分：秒で設定します。（000m00s～999m59s）

  ※既に設定されているプログラムパターンなどの時間は、設

定された数値は変化せず時間単位が置き換わります。 

（例：3h15m⇒3m15s、576m45s⇒576h45m） 

   ただし、ＣＦカードからプログラムパターンやパラメータ

を読込む場合、または、ＣＦカードとプログラムパターン

やパラメータを比較する場合は、データ保存時の時間単位

と本体設定を一致させて下さい。一致していない場合、時

間に関係するデータが変化したり、比較結果の不一致が生

じます。 
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８－１３．モード１１ (メンテナンス) 

 

モード１１は、メンテナンスを行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

 

 

・モード１１のメニュー画面です 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

※チェック画面はＲＥＳＥＴ中のみしか開けません。 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

機器情報 

 

１．機器の仕様情報が確認できます。 

①形式コード 

②製造番号 

③入力ボード 

④出力ボード（一般タイプ[N]と高精度タイプ[H]があります。）

⑤ＤＩＯボード 

⑥通信ボード 

⑦伝送ボード（一般タイプ[N]と高精度タイプ[H]があります。）

⑧ＩＮＰＵＴ ＣＰＵ ソフトバージョン 

⑨ＣＯＮＴＲＯＬ ＣＰＵ ソフトバージョン 

⑩ＭＡＩＮ ＣＰＵ ソフトバージョン 
ＤＩチェック 

 

２．ＤＩ信号の状況が確認できます。 
①各ＤＩ入力信号の入力状況が確認できます。 
②入力されている端子Ｎｏ．が緑色になります。 

 
 
 

ＤＯチェック 

 

３．ＤＯ信号の確認ができます。 
①出力信号の状態を変更したい端子Ｎｏ．を選択し、  キ

ーを押すごとにＯＦＦからＯＮ、ＯＮからＯＦＦに切換わ

ります。 
②出力信号がＯＮのとき表示が赤色に変化します。 
③「ＡＬＬ ＯＮ」を選択すると、すべてのＤＯ信号出力が 
ＯＮになります。 

④「ＡＬＬ ＯＦＦ」を選択すると、ＯＮになっている信号

出力がすべてＯＦＦになります。 
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キーチェック 

 

４．前面キーの動作確認ができます。 
①押されたキーを画面上の表示で青色に切換えます。 
②キーチェックを終了するときは  キーと  キーを

同時に押します。 

画面チェック 

 

５．画面の表示器の確認ができます。 
①全面ＬＣＤ表示を上下２分割、８色を交互に表示し各セグメ

ントの表示状況が確認できます。 
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８－１４．モード１２ (ヘルプ) 

 

モード１２は、ヘルプ表示を行うモードです。 

メニュー画面 画  面  の  説  明 

 

 

・モード１２のメニュー画面です 

左記の項目を   キーでカーソル移動し、 

 キーで選択します。 

 

 

設 定 画 面 画  面  の  説  明 

キー操作説明 

 

 
 

キー操作説明の表示画面 

①設定操作共通 

 ， ， ， ， ， ， ， ， 

キーの操作説明 

②プログラム駆動操作 

 ， ， ， 長押し， ， ， ， 

 キーの操作説明 

③パターン設定操作 

 ， ， ， ＋ キーの操作説明 

④特殊キー操作 

 長押し、 長押し、 ＋ 、 ＋  

キーの操作説明 

ステータス表示説明 

 

 
 

ステータス表示説明の表示画面 

①プログラム運転状態 

 ＡＵＴＯ／ＭＡＮ、ＲＵＮ、ＳＴＯＰ、ＥＮＤ、ＦＡＳＴ 

 ＳＨ－ＨＯＬＤ、実温度補償状態のステータス表示説明 

②ＰＶ、ＳＶ、警報状態 

 ＰＶ－ＨＯＬＤ、ＳＶ昇温中、ＳＶ降温中、待時間警報発生中

 警報発生中／警報未発生中のステータス表示説明 

③ステータスバー表示 

 プログラム運転選択中／定値制御選択中、警報ランプの説明、

運転操作キーロック中、メモリーカード有無のアイコン表示

説明 
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８－１５．エラーメッセージ 

 

８－１５－１．通常エラー表示 

 

適正な設定や操作を行なわなかった場合、下記のようなエラーメッセージが表示されます。エラーメッセージ内容を

ご確認の上、再度、適正な設定や操作を行って下さい。 

 

エラーメッセージ番号 エ ラ ー の 内 容 

メッセージ画面例 

 

  操作上のエラー発生を示します。 

 1. ＥＲＲ ０ FNCキーが無効になっている。 

 2. ＥＲＲ２７ モード１設定で、FNCキーがロックされているときに、FNCキー操作をし

た。 

3. ＥＲＲ２９ ＡＴ実行中にRUN、STOP、ADV、RESETキー操作をした。 

 4. ＥＲＲ３０ RESET中にSTOPキーを操作した。 

 5. ＥＲＲ３４ CONST中にRUN、STOP、ADV、RESETキーを操作した。 

 6. ＥＲＲ４２ 実行中のパターンはステップの増減ができません。 

 7. ＥＲＲ５１ モード２、パターンコピーにて、コピー先のパターンNoは既に設定済み。

パターンの上書きコピーはできません。 

8. ＥＲＲ６２ RUNをかけたパターンが、パターンリンク設定されているが、リンク先の

パターンが未設定のため、RUNできない。 

9. ＥＲＲ６５ RESET中に、AT1をスタートしようとした。 

10. ＥＲＲ６６ RUN、CONST中に、AT2をスタートしようとした。 

11. ＥＲＲ６７ RUN、CONST中に、AT3をスタートしようとした。 

12. ＥＲＲ６８ RESET中に、AT4をスタートしようとした。 

13. ＥＲＲ６９ RUN、CONST中に、FBチューニングをスタートしようとした。 

14. ＥＲＲ７１ FBチューニング中に、AT2、AT3をスタートしようとした。 

15. ＥＲＲ７２ モード１、プログラム駆動方式がCOMの時に前面でプログラム駆動キー

を操作した。 

16. ＥＲＲ７３ モード１、プログラム駆動方式がEXTの時に前面でプログラム駆動キー

を操作した。 

17. ＥＲＲ７５ モード１、パターン選択方式がCOMの時に前面でパターンセレクトキー

操作をした。 

18. ＥＲＲ７６ モード１、パターン選択方式がEXTの時に前面でパターンセレクトキー

操作をした。 

19. ＥＲＲ１１１ FBオートチューニングで、全開操作のまま操作の最大時間を越えた。 

20. ＥＲＲ１１２ FBオートチューニングで、ゼロが検出できないまま検出の最大時間を越

えた。 

21. ＥＲＲ１１３ FBオートチューニングで、全閉操作のまま操作の最大時間を越えた。 

22. ＥＲＲ１１４ FBオートチューニングで、スパンが検出できないまま検出の最大時間を

越えた。または、ゼロとスパンが逆転している。 
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８－１５－２．ＣＦカード関係のエラー表示 

 

エラーメッセージ 内 容 対処方法 

カードが挿入されていません。 ＣＦカードが挿入されていない。 ＣＦカードを挿入する。 

現在のMODEがロックされているので、 

データは変更できません。 

メモリーカード管理の処理がキーロック 

されている。 

メモリーカード管理のキーロックを

外す。 

読込ファイルがありません。 
ＣＦカードの読込み対象のフォルダに 

ファイルが1件もない。 
特になし。 

運転中の為、設定パラメータは 

読込できません。 
運転中は設定パラメータの読込はできない。 運転を解除する。 

運転中の為、選択中のパターンは 

読込できません。 
運転中の選択パターンの読込はできない。 運転を解除する。 

運転中の為、全パターンは 

読込できません。 
運転中の、全パターンの読込はできない。 運転を解除する。 

運転中の為、オートロードの設定は 

読込できません。 
運転中のオートロードの設定の読込はできない。 運転を解除する。 

ＣＦカードの容量がありません。 

ＣＦカードの容量が足りない。 

設定パラメータ   ＝６ＫＢ以下 

パターン／シーケンス＝２４ＫＢ以下 

ＣＦカードから不要なファイルを削

除する。 

ディレクトリが作成できません。 

ＣＦカードが書込禁止。 

ＣＦカードの容量が足りない。 

ＣＦカード破損。 

ＣＦカードから不要なファイルを削

除する。削除しても同様のメッセー

ジが出る場合はフォーマットをす

る。 

保存するパターンＮｏ．のデータが 

ありません。 

選択したパターンＮｏ．にステップ 

データが１件もない。 

ステップデータが１件以上あるパタ

ーンを選択するか、ステップデータ

を作成する。 

削除ファイルがありません。 
ＣＦカードの読込み対象のフォルダに 

ファイルが1件もない。 
特になし。 

削除できません。 ファイルがすでに削除済みだった。 特になし。 

保存するパターンＮｏ．1のデータが 

ありません。 

オートロードの保存でパターンNo.1 

にステップデータが1件もない。 

ステップデータを１件以上、作成す

る。 

 

８－１５－３．ＰＶ表示部のエラー表示 

 

エラーメッセージ 内 容 対処方法 

ＤＡＴＡ＿Ｈ 測定レンジに対して、過大入力の状態 

ＤＡＴＡ＿Ｌ 測定レンジに対して、過小入力の状態 

Ｂ＿ＯＵＴ センサが断線し、バーンアウトの状態 

センサを確認し、正常な入力に

する。 

ＲＪ＿ＥＲＲ ＲＪ素子または測定回路の異常 

ＡＤ＿ＥＲＲ 入力回路の異常 

ＣＯＭ＿ＥＲＲ ＣＰＵの起動時エラー 

再起動し、改善が見られない場

合はご購入先もしくは最寄の

弊社営業所までご連絡下さい。
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９．初期設定 
 

９－１．パラメータの初期化 

 

９－１－１．初期化の手順 

 

  本製品には全てのパラメータを工場出荷時設定に初期化する機能があります。この操作は電源投入時に初期化起動と

して行います。また、「機器モード切換」「時間単位」の２項目について、パラメータ初期化の際に設定することができ

ます。 

※ 初期化起動操作ではプログラムパターンは削除されません。プログラムパターンの削除はモード２の「パターン／シ

ーケンス」－「プログラムパターン編集操作」において全削除を実行して下さい。 

※ 出荷時設定については「１８．パラメータ一覧表」を参照して下さい。 

 

初 期 化 の 手 順 

 

１、初期化起動 

 

 

 

 キーと  キーを同時に押しながら、本製品の電源を投入します。 

初期化表示の後、「機器モード切換」「時間単位」の画面が表示されます。 

 

２、機器モード切換 

 

 

「通常モード」と「ＤＰ互換」があります。 

・「通常モード」・・・本製品の全ての機能を使用することができます。 

・「ＤＰ互換」・・・・一部のパラメータについて表示･設定を制限し、ＤＰシ

リーズに近い内容にします。ＤＰシリーズから更新す

る際に選択すると設定を簡易にすることができます。

 ※「ＤＰ互換」時の機能制限内容については「９－１－２．機器モードによ

る機能の違い」を参照して下さい。 

 

 

３、時間単位 

 

 

プログラムパターンなどを設定する時の時間単位を選択します。 

 ・「時：分」・・・・・時：分で設定します。（000h00m～999h59m） 

 ・「分：秒」・・・・・分：秒で設定します。（000m00s～999m59s） 

※既にプログラムパターンが設定されている場合、設定された数値はそのまま

で時間単位のみ変更されます。（例：3h15m⇒3m15s、576m45s⇒576h45m） 

 ただし、ＣＦカードからプログラムパターンやパラメータを読込む場合、ま

たは、ＣＦカードとプログラムパターンやパラメータを比較する場合は、デ

ータ保存時の時間単位と本体設定を一致させて下さい。一致していない場合、

 時間に関係するデータが変化したり、比較結果の不一致が生じます。 

※プログラムパターンの時間単位は、モード１０「拡張設定」―「拡張動作設

定」でも設定変更が可能です。 

 

 

４、初期化の終了 

 

 

初期化を終了するには  キーを押し、保存の問い合わせ画面にて 

「Ｙｅｓ」を押して下さい。 
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９－１－２．機器モードによる機能の違い 

 

  「通常モード」と「ＤＰ互換」との機能の違いは以下のとおりです。関連する設定メニューや設定画面及び運転 

画面等は自動的に切換わります。 

 

項  目 通常モード ＤＰ互換 

ＰＩＤ設定 第２出力オプション付の場合、第２出力

ＰＩＤも８種及びＳＶゾーン自動切換え

設定が可能です。 

第２出力用ＰＩＤは１種のみとなります。

※関連画面：Ｍ２、Ｍ３ 

警報設定 警報８点（基本４点+拡張４点）の設定が

可能です。 

全ての警報種類が設定可能です。 

基本４点のみとなります。 

警報種類及び拡張機能はＤＰ相当に限定

されます。 

※関連画面：Ｍ０、Ｍ１、Ｍ３ 

※運転画面上の警報ランプも４点になり

ます。 

出力リミット 

出力変化量リミット 

第１出力／第２出力のどちらも出力リミ

ット設定は、８種及びＳＶゾーン自動切

換え設定が可能です。 

出力変化量リミットは、上限／下限個別

に設定できます。 

ＳＶゾーン自動切換え設定はありません。

第２出力の出力リミット、出力変化量リミ

ットは１種のみとなります。 

出力変化量リミットは上限／下限時の区

別はなく共通設定となります。 

※関連画面：Ｍ０、Ｍ２、Ｍ４ 

パターン・シーケンス 

 

拡張警報Ｎｏ.（ＡＬ５～８）及び 

第２出力オプション付の場合は第２出力

用ＰＩＤ-Ｎｏ.、出力リミットＮｏ.の設

定があります。 

拡張警報Ｎｏ.（ＡＬ５～８）及び 

第２出力用ＰＩＤ-Ｎｏ.、出力リミット 

Ｎｏ.、出力変化量リミットＮｏ.の設定は

ありません。 

※関連画面：Ｍ２ 

オートチューニング 

 

第２出力オプション付の場合は、 

ＡＴ４、ＡＴ５、ＡＴ６があります。 

第２出力オプション付の場合、 

ＡＴ４のみとなります。 

※関連画面：Ｍ１ 

制御設定 制御インターバルの設定も可能です。 

ＰＶエラー上限／下限時の出力設定が可

能です。 

ＣＰＵ異常時出力の設定が可能です。 

制御インターバルの設定はありません。 

ＰＶエラー上限／下限時の区別はなく共

通設定となります。 

ＣＰＵ異常時出力の設定はありません。 

※関連画面：Ｍ４ 

パルス周期設定 オンオフパルス出力／ＳＳＲ駆動パルス

出力の場合、パルス更新タイプの設定が

可能です（「パルス周期」または「制御周

期」）。 

パルス更新タイプの設定は「制御周期」で

固定されます。 

 

※関連画面：Ｍ４ 

マスフローＳＶ設定 マスフローＳＶ８種の設定が可能です。 マスフローＳＶの機能は使用できません。

※関連画面：Ｍ０、Ｍ６ 
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９－２．パラメータの設定 

 

「８．設定画面」にて、モードごとに設定画面の説明をしましたが、実際には、それらの全てを設定する必要は

ありません。本製品の仕様、最終製品のシステム構成、制御条件などに応じて、お客様が必要なパラメータを選択

し設定を行う必要があります。ここでは、最終製品に取り付けて、最初に必ず行う最低限の設定手順についての説

明を行います。それ以外については、必要に応じて設定を行って下さい。 

 

： 必ず設定                 ： 必要に応じて設定 

 

※センサと目盛範囲に合わせて、入力レンジを設

定します。 

 

↓ 

※リニア入力の場合に実際に使用する入力範囲を

設定します。熱電対と測温抵抗体の場合は設定

不要です。 

↓ 

 

※入力レンジ内のリニアレンジの場合、スケール

を設定します。 

↓ 

 

※調節動作の制御方向を設定します。 

 

↓ 

 

※プログラムパターンを設定します。 

 

↓ 

 

※ＰＩＤ定数を設定します。 

 

↓ 

 

※警報を設定します。 

 

↓ 

※設定したプログラムパターンの各ステップにＰ

ＩＤＮｏ．を設定します。 

 

↓ 

 

※実行させるパターンＮｏ．を選択します。 

 

↓ 

 

※ＲＵＮ操作を行い、運転を開始します。 

 

①「入力レンジ」の設定     ： モード５ 

②「リニアレンジ」の設定    ： モード５ 

③「スケール」の設定      ： モード５ 

④「制御方向 正／逆」の設定  ： モード４ 

⑤「プログラムパターン」の設定 ： モード２ 

⑧「ＰＩＤＮｏ．と警報Ｎｏ．」  ： モード２ 

⑨「パターンＮｏ．」の選択    ： 運転画面 

⑩「ＲＵＮ」の操作       ： 運転画面 

⑥「ＰＩＤ／警報／ＡＴ」の設定 ： モード３ 

⑦「ＰＩＤ／警報／ＡＴ」の設定 ： モード３ 
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１０．運 転 
 

１０－１．運転前の確認 

 

運転を開始する前に、下記の内容をご確認下さい。 

 

項   目 確    認    内    容 

1.結 線 ・結線が正しいことを確認して下さい。特に、電源、出力、警報などの 

高電圧部分の配線は、充分に確認して下さい。また、端子ネジの緩みがないこ

とも確認して下さい。 

・本製品の結線だけではなく、最終製品全体の結線も確認して下さい。特に、操

作端（サイリスタレギュレータ、ヒータ、モータなど）周辺の確認は大切です。

充分に確認して下さい。 

2.電 源 ・電源が定格範囲内であることを確認して下さい。 

3.設 定 内 容 ・設定内容が正しいことを確認して下さい。 

電源を投入したら、ＲＥＳＥＴ状態であることを確認して下さい。ＲＵＮ状態

では、すぐに、制御運転が開始されます。必要に応じて、出力を出したくない

場合は、手動出力運転で０％などにしておきます。 

 

 

 

１０－２．プログラム運転と運転操作 

 

１０－２－１．運転操作 

 

  運転操作はモード１の「運転状態の選択」－「プログラム駆動/パターン選択方式」において下記の４つの方法が選択

できます。ここではキーによる操作について説明します。 

 

・ 前面キーによる操作（ＫＥＹ） 

・ 外部入力（外部駆動）による操作（ＥＸＴ） 

・ 通信による操作（ＣＯＭ）  

・ スレーブ器としての外部駆動による操作（ＳＬＡＶＥ） 

 

   キーについて： 

     運転操作を前面キーで行うためには、通常  キーを有効状態（緑色点灯）にしてから他の操作キーを 

押します。  キーは一度押すと緑色点灯して有効状態になり、再度押すと消灯して無効状態となります。 

     また、  キーが有効状態のとき、    キーを押すと動作完了後に  キーは消灯して 

    無効状態になります。 

 
①定格範囲以外の電源を接続した場合、本製品が故障するか、著しい劣化、 

誤動作などが生じます。 

②本製品の入出力端子に過電流や過電圧を印加した場合、本製品が故障するか、 

著しい劣化、誤動作などが生じます。 

！ 注 意 
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状  態 キー操作 説      明 

1.パターン 

選択 

［ キー操作 ］ 

運転画面にて、 

 キーを押します。

 

 

・パターンＮｏ．の選択です。 

・ＲＥＳＥＴ状態で有効です。 

・  キーにて、設定済みのパターンＮｏ．の中から、

運転させるパターンＮｏ．を選択します。このとき、パタ

ーンステータス画面に選択したＮｏ．が表示されます。 

2.ＲＥＳＥＴ ［ キー操作 ］ 

運転画面にて、 

 キーを押してから、

 キーを押します。 

 

 

 

 

・プログラム運転のリセット（解除）です。 

・ＲＵＮ状態、またはＳＴＯＰ状態で有効です。 

・ＲＥＳＥＴ状態は、プログラム運転を実行していない状態

で、出力値（ＭＶ）は０％、警報演算は実行しません。 

・ＲＥＳＥＴ状態で、かつＡＤＶ操作によりステップＮｏ．

を歩進させている場合、ＲＥＳＥＴ操作によりステップＮ

ｏ．を「０」に戻します。 

・ＲＥＳＥＴ状態で定値運転の場合、通常の制御運転となり

ますので、警報演算も実行します。 

3.ＲＵＮ ［ キー操作 ］ 

運転画面にて、 

 キーを押してから、 

 キーを押します。 

 

 

 

 

・プログラム運転のＲＵＮ（運転）です。 

・ＲＥＳＥＴ状態、またはＳＴＯＰ状態で有効です。 

・プログラムパターンにしたがって、制御運転を実行します。 

・ＲＥＳＥＴ状態でＲＵＮした場合、プログラム運転を開始

します。ＳＴＯＰ状態でＲＵＮした場合、プログラム運転

を再開します。 

4.ＳＴＯＰ ［ キー操作 ］ 

運転画面にて、 

 キーを押してから、 

 キーを押します。 

 

 

・プログラム運転のＳＴＯＰ（停止）です。 

・ＲＵＮ状態で有効です。 

・ＲＵＮ状態でＳＴＯＰした場合、プログラムパターン 

（ＳＶと時間）を停止し、そのときのＳＶで制御運転を継

続します（定値運転になります）。 

※サークル機能を設定したステップではＳＴＯＰ動作は機能

しません。 

5.ＡＤＶ ［ キー操作 ］ 

運転画面にて、 

 キーを押してから、 

 キーを押します。 

 

 

 

・ステップのアドバンス（歩進）です。 

・ＲＵＮ状態、ＳＴＯＰ状態、またはＲＥＳＥＴ状態で有効

です。 

・ＲＵＮ状態でＡＤＶ操作をした場合、歩進したステップの

先頭からプログラム運転が継続されます。 

・ＳＴＯＰ状態でＡＤＶ操作をした場合、歩進したステップ

の先頭でプログラム運転が停止の状態になります。 

・ＲＥＳＥＴ状態でＡＤＶ操作をした場合、歩進したステッ

プの先頭でプログラム運転の解除の状態になります。 

・１回のＡＤＶ操作で、１ステップの歩進になりますので、 

数ステップを歩進させる場合、その回数分のＡＤＶ操作 

を行って下さい。 
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状態 キー操作と運転画面 説明 

6.ＦＡＳＴ ［ キー操作 ］ 

運転画面にて、 

 キーを押してから、 

 キーを押します。 

 

 

 

 

・プログラムパターンのＦＡＳＴ（早送り）です。 

・ＲＵＮ状態で有効です。 

・ＲＵＮ状態でさらにＲＵＮ操作を行うと、  キーを

押しているあいだに限り、プログラムパターンが数倍か

ら数十倍の速度で進行します。  キーを離すと、 

ＦＡＳＴ状態は解除されます。 

・ＦＡＳＴ状態の場合、出力値（ＭＶ）は、ＦＡＳＴ操作

の直前の出力状態を保持します。また、タイムシグナル

出力や警報出力は、モード１０の「拡張設定」-「拡張動

作設定」にある「タイムシグナル・警報のＦＡＳＴ時動

作」の設定内容に従って動作します。タイムシグナル出

力と警報出力それぞれ、ＦＡＳＴ動作中に直前の状態を

保持するか、ＯＦＦするかを選択できます。 

※外部信号出力付き仕様で、かつタイムシグナル 

割付や設定がされている場合に限る。 

・ＡＤＶ操作はステップＮｏ．の先頭に歩進しますが、 

ＦＡＳＴ操作はプログラムパターン（または、ステップ）

の途中まで進めることができます。 

 

 

１０－２－２．プログラム運転の手順 

 

プログラムパターンと各パラメータが設定されているとき、プログラム運転の開始／終了手順は、下記のとおりです。 

 

 

①ＲＥＳＥＴ状態にします。                       ※前２項参照。 

 

↓ 

 

②運転させるプログラムのパターンＮｏ．を選択します。          ※前１項参照。 

 

↓ 

 

③ＲＵＮ状態にします。                         ※前３項参照。 

 

↓ 

 

④運転が開始され、プログラムパターンにしたがって制御運転が行われ、その後、プログラム 

運転が終了します（ＥＮＤ状態）。 

※ステップのリピート、パターンのリピート、パターンリンクが設定されている場合は、それら 

全てが終了した時点でＥＮＤになります。 

 

↓ 

 

⑤ＲＥＳＥＴ状態にします。                       ※前２項参照。 
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 １０－３．試 運 転 

 

運転前の確認が終わりましたら、下記を参考に試運転により諸確認を行います。なお、本手順はあくまで基本的

な試運転手順の一例です。本製品の仕様、最終製品のシステム構成、制御条件などに応じて、確認内容を追加して

下さい。 

 

 

 

 

①電源を投入します。できれば安全性を考慮して、電源投入時、ＲＥＳＥＴ状態で出力０％、あるいは

手動出力運転で出力０％などの状態にしておき、本製品の制御出力が０％になるようにしておきます。 

 

↓ 

 

②本製品も含めてシステムを構成する機器が正常なことを確認します。 

 

↓ 

 

③本製品も含めてシステムを構成する機器間に接続されている全ての信号レベル（電圧値、電流値、 

ＯＮ／ＯＦＦ信号など）が正常なことを確認します。 

 

↓ 

 

④出力形式が電流出力形で、操作端としてサイリスタレギュレータが接続されている場合、サイリスタ

レギュレータの設定内容を確認します。このほかの出力形式でも操作端の確認、および必要に応じて

調整を行います。 

 

↓ 

 

⑤本製品を手動出力運転による出力０％の状態にします。出力を徐々に上げていき、操作端の動きが出

力値に相応して正常なことを確認します。 

 

↓ 

 

⑥適当なプログラムパターンを設定し、「ＲＵＮ」操作により、プログラム運転を開始し、自動 

出力運転に切り替え、自動制御状態にします。 

 

↓ 

 

⑦しばらく様子を見て、安定した制御ならば問題ありません。不安定な場合は、本製品のパラメータ（Ｐ

ＩＤなど）などを調整します。なお、ＰＩＤは、オートチューニング機能により自動算出も可能です。 

 

↓ 

 

⑧本製品に接続されている周辺機器との動作（警報、外部信号入力など）が正常なことを確認します。 

 

↓ 
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↓ 

 

⑨必要に応じて、本製品の各種パラメータの設定を行います。 

 

↓ 

 

⑩運転開始数時間後、本製品、およびシステムを構成する全ての機器も含めて、最終製品とし 

て正常なことを確認します。 
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 １０－４．定値運転 

 

本製品は、プログラム運転専用ですが、下記の方法により、定値運転を行うことも可能です。必要に応じて、ご

活用下さい。 

 

方  式 説        明 

 

1.プログラム運転状態から 

  定値運転に切換える 

 

 

 

 

①モード１の「調節形態の変更」で、「ＣＯＮＳＴ」に設定する。 

 ・「ＣＯＮＳＴ」に切換えた時点のＳＶで定値運転になります。 

・ＳＶ以外のパラメータについても、モード０のパラメータにて制御運転

が行われます。 

②モード０の「ステップ設定」で、希望のＳＶを設定する。 

 ・ＳＶ以外のパラメータについても、モード０にて設定します。 

③プログラム運転に戻す場合、モード１の「調節形態の変更」で、 

「ＰＲＯＧ」に設定する。 

 ・「ＰＲＯＧ」に切換えた時点で、プログラム運転が再開されます。 

  

2.ＲＥＳＥＴ状態から 

定値運転に切換える 

 

 

 

 

①モード１の「調節形態の変更」で、「ＣＯＮＳＴ」に設定する。 

 ・設定した時点から運転が開始されます。 

 ・モード０の「ステップ設定」の目標値（ＳＶ）で定値運転になります。 

・ＳＶ以外のパラメータについても、モード０のＰＩＤパラメータにて制

御運転が行われます。 

②モード０の「ステップ設定」で、希望のＳＶを設定する。 

 ・ＳＶの変更を行う場合も同様です。 

 ・ＳＶ以外のパラメータについても、モード０にて設定します。 

③プログラム運転に戻す場合、モード１の「調節形態」で、「ＰＲＯＧ」に設

定する。 

・「ＰＲＯＧ」に切換えた時点で、ＲＥＳＥＴ状態になります。 

 

 

１０－５．自動出力運転と手動出力運転 

 

運 転 方 式 説        明 

 

自動出力運転 

（オート出力） 

 

・選択している実行Ｎｏ．のＳＶと測定中のＰＶに基づいて制御演算を行い、

制御出力値を出力します。 

・通常の制御運転は、この自動出力運転になります。 

 

手動出力運転 

（マニュアル出力） 

 

・ＳＶやＰＶとは無関係に、設定された制御出力値を出力します。 

・通称、マニュアル出力と呼びます。 
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 ２出力仕様の場合、それぞれの出力ＣＨが独立して操作できます。「一括表示」・「数値拡大」画面においては、表示され

ている出力ＣＨが、また、「バーグラフ」・「トレンド」画面においては、「ＯＵＴ１」／「ＯＵＴ２」が白抜き表示されて

いるＣＨが操作可能です。操作する出力ＣＨの切換は、  キーの長押しによって行って下さい。 

 自動出力運転（オート出力）と手動運転（マニュアル出力）の切換え操作は以下のとおりです。 

 

・自動出力運転（オート出力）→ 手動出力運転（マニュアル出力） 

   ①  キーを有効にしてから    キーを押します。 

② 「制御出力OUT1を[MAN]に切換えますか？」（または「制御出力OUT2を[MAN]に切換えますか？」）のメッセー

ジが表示されますので「Ｙｅｓ」を選択して、  キーを押して下さい。 

運転画面下部の「AUTO1」（または「AUTO2」）表示が「MAN1」（または「MAN2」）に切換り、手動出力運転となり

ます。また、手動出力運転時には制御出力値表示部が「ＭＯＵＴ１」（または「ＭＯＵＴ２」）となります。 

自動出力運転から手動出力運転に切換えた直後は直前の制御出力値を保持しています。 
③ 手動出力運転中は   キーで制御出力値を変更することができます。 

手動で操作できる出力値の範囲は、モード４「出力／制御設定」－「出力設定」の「手動出力リミット機能」

の設定が、「有効」の場合は出力リミット値の設定範囲内、「無効」の場合は －５％～１０５％となります。 
 
・手動出力運転（マニュアル出力）→ 自動出力運転（オート出力） 

   ①  キーを有効にしてから    キーを押します。 

② 「制御出力OUT1を[AUTO]に切換えますか？」（または「制御出力OUT2を[AUTO]に切換えますか？」）のメッセ

ージが表示されますので「Ｙｅｓ」を選択して、  キーを押して下さい。 

③ 運転画面下部の「MAN1」（または「MAN2」）表示が「AUTO1」（または「AUTO2」）に切換り、自動出力運転となり

ます。また、自動出力運転時には制御出力値表示部が「ＯＵＴ１」（または「ＯＵＴ２」）となります。 

手動出力運転から自動出力運転への切換え時は、バランスレス・バンプレス機能により制御出力値が急変しな

いようになっています。 
 

              自動出力運転と手動出力運転の切換え手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   点線部は2出力仕様の場合です 

 
 
 
 
 外部信号入力を使用して自動出力運転（オート出力）と手動運転（マニュアル出力）を切換えることもできます。 
モード１「運転状態の選択」において「プログラム駆動方式」を「ＥＸＴ」に設定している場合、モード１０「拡張設定」

－「ＤＩ構築」において、「MANUAL1」（または「MANUAL2」）を割付設定した外部入力信号によって切換操作できます。 

 
 外部信号入力を使用して切換操作をする場合でも、キーによる切換操作が可能です。この場合、外部信号入力かキー操

作かに関わらず、最後の切換操作が有効となります。 

 

手 

動 

運 

転

運転画面 

ＯＵＴ１ 

出力表示 

ＯＵＴ２ 

出力表示 
約２秒 

ＭＯＵＴ１ 

出力操作 

ＭＯＵＴ２

出力操作 
約２秒 

自 

動 

運 

転
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１０－６．運転中の注意事項 

 

１０－６－１．運転中の設定変更 

 

運転中の設定変更は、一部の設定画面を除いて実行可能です。運転中に設定変更ができないものは、設定変更操

作時にエラーメッセージが表示されます。ただし、パラメータにより、制御運転中の設定変更は、制御に悪影響を

与える恐れがありますので、充分にご注意下さい。 

実行中ステップの設定変更も「Ｍ０実行ステップ設定変更」で可能です。実行中ステップの設定変更を行った場

合の動作例を以下に示しますので、ご参考にして下さい。 

①ＳＶまたは勾配を変更した場合 

ステップｎのＳＶ１（設定値）をＳＶ２に変更した一例です。この例の場合、変更前のステップｎ＋１で

は定値運転でしたが、変更後のステップｎ＋１では定値運転にならないことをご理解下さい。 

     勾配設定の場合も同様に、次ステップにおいて、変更後の到達点から次ステップの目標値に向けて変化 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＴＩＭＥを変更した場合 

ステップｎのＴＩＭＥ（所要時間）をＴだけ短く変更した一例です。全体的に、Ｔ分だけシフトしたプロ

グラム動作をします。変更後のＴＩＭＥが、変更時のステップ経過時間よりも短いときは、直ちに次のス

テップへ進みます。 

     勾配設定の場合は、ＴＩＭＥ変更で到達点も変わりますが、ＳＶ変更同様に次ステップが変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップｎ ステップｎ＋１ ステップｎ＋２ 

ＳＶ２ 

ＳＶ１ 

変更前のパターン 

変更後のパターン 

変更時点 

変更後のステップｎ 変更後のステップｎ＋１ 

ＳＶ 

Ｔ 

変更前のパターン 

変更後のパターン 

変更時点 

変更前のステップｎ 

Ｔ 

変更前のステップｎ＋１ 
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１０－６－２．電源投入時の注意 

 

１．電源投入時のＰ（比例）動作 

ＰＩＤ制御の設定になっていても、電源投入時の初回制御演算のみはＰ（比例）動作になります。したがって、

条件により、電源投入時、瞬時的に大きい出力値になる場合がありますので、ご注意下さい。 

 

２．電源投入時の誤出力対策 

電源投入時、本製品が正常に起動するまでのあいだ、出力関係の信号が瞬時的に出力される場合があります。

必要に応じて、外部回路にて誤出力対策を施して下さい。 

 

３．瞬時停電時などの注意 

電源が再投入されたときの運転状態は、モード１の「調節形態の変更」－「復電時動作」設定によります。 

「ＣＯＮＴＩＮＵＥ」を選択している場合、電源遮断時の状態に戻ります。つまり、ＲＵＮ状態ならば 

ＲＵＮ状態、ＲＥＳＥＴ状態ならばＲＥＳＥＴ状態になります。「ＲＥＳＥＴ」を選択している場合、設定画面

や外部信号入力でＲＵＮ状態になっていても、常に、ＲＥＳＥＴ状態になります。この場合、一度、設定画面や

外部信号入力でのＲＵＮ状態をＲＥＳＥＴに戻して、再度、ＲＵＮにさせることにより、ＲＵＮ状態になります。

この場合、ステップＮｏ．０からＲＵＮ状態になります。特に、外部信号入力を使っている場合、シーケンスに

ご注意下さい。 

お客様の操作や最終製品のシーケンスによる電源の遮断／投入ではなくても、何らかの原因による瞬時的な電

源の遮断／投入が行われ、本製品が電源の遮断／投入として検知した場合も、モード１の「調節形態の変更」－

「復電時動作」の設定にもとづき、動作してしまいます。例えば、良質な電源ではなく、瞬時停電などが起こっ

た場合、「ＲＥＳＥＴ」を選択していると、知らずにＲＥＳＥＴ状態になってしまっていることがありますので、

充分にご注意下さい。電源が安定していない場合、最終製品のシステム全体にも悪影響を与えますので、「ＲＥ

ＳＥＴ」の選択はしないで下さい。 

なお、本製品が瞬時停電と検知する時間は、約２００ｍＳ（電源電圧：０％）以上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①運転中の設定変更には充分にご注意下さい。パラメータにより、制御に 

  悪影響を与えることがあります。 

②良質で安定した電源を供給して下さい。ノイズや瞬時停電などにより、 

本製品が悪影響を受けたり、思わぬ誤動作が発生することがあります。 

！ 注 意 
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１１．主要機能の詳細説明 
 

 

１１－１．測定レンジ 

 

本製品はマルチレンジ入力タイプで、多種多様な測定レンジを持っています。 

このなかから、使用するセンサと実際に使用する目盛範囲から、最適な測定レンジを選択します。熱電対と測温

抵抗体は、規格を確認の上、測定レンジを選択して下さい。特に、測温抵抗体の「Ｐｔ１００Ω」系は、３種類の

規格がありますので、ご注意下さい。 

 

[マルチレンジ] 

No. 測定レンジ 目盛範囲（℃） 目盛範囲（Ｋ） No. 測定レンジ 目盛範囲（℃） 目盛範囲（Ｋ） 

01 B 0.0－1820.0 273.0－2093.0 28 L -200.0－ 900.0 73.0－1173.0 

02 R1 0.0－1760.0 273.0－2033.0 29
熱電対

N 0.0－1300.0 273.0－1573.0 

03 R2 0.0－1200.0 273.0－1473.0 31 10mV ±10mV 

04 S 0.0－1760.0 273.0－2033.0 32 20mV ±20mV 

05 K1 -200.0－1370.0 73.0－1643.0 33 50mV ±50mV 

06 K2 0.0－ 600.0 273.0－ 873.0 34 100mV ±100mV 

07 K3 -200.0－ 300.0 73.0－ 573.0 35 5V ±5V 

08 E1 -270.0－1000.0 3.0－1273.0 37

直流電圧

10V ±10V 

09 E2 0.0－ 700.0 273.0－ 973.0 36 直流電流 20mA 0－20mA 

10 E3 -270.0－ 300.0 3.0－ 573.0 41 JPt100 1 -200.0－ 649.0 73.0－ 922.0 

11 E4 -270.0－ 150.0 3.0－ 423.0 42 JPt100 2 -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 

12 J1 -200.0－1200.0 73.0－1473.0 43 JPt100 3 -200.0－ 300.0 73.0－ 573.0 

13 J2 -200.0－ 900.0 73.0－1173.0 44 JPt100 4 -200.0－ 200.0 73.0－ 473.0 

14 J3 -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 45 JPt100 5 -100.0－ 100.0 173.0－ 373.0 

15 J4 -100.0－ 200.0 173.0－ 473.0 46 QPt100 1 -200.0－ 649.0 73.0－ 922.0 

16 T1 -270.0－ 400.0 3.0－ 673.0 47 QPt100 2 -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 

17 T2 -200.0－ 200.0 73.0－ 473.0 48 QPt100 3 -200.0－ 300.0 73.0－ 573.0 

61 WRe5-26 0.0－2310.0 273.0－2583.0 49 QPt100 4 -200.0－ 200.0 73.0－ 473.0 

62 W-WRe26 0.0－2310.0 273.0－2583.0 50 QPt100 5 -100.0－ 100.0 173.0－ 373.0 

63 NiMo-Ni -50.0－1410.0 223.0－1683.0 51 Pt50  -200.0－ 649.0 73.0－ 922.0 

66 CR-AuFe     － 0.0－ 280.0 52 Pt-Co     － ４.0－ 374.0 

23 PR5-20 0.0－1800.0 273.0－2073.0 53 Pt100 1 -200.0－ 850.0 73.0－1123.0 

67 PtRh40-20 0.0－1880.0 273.0－2153.0 54 Pt100 2 -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 

64 PlatiⅡ1 0.0－1390.0 273.0－1663.0 55 Pt100 3 -200.0－ 300.0 73.0－ 573.0 

65 PlatiⅡ2 0.0－ 600.0 273.0－ 873.0 56 Pt100 4 -200.0－ 200.0 73.0－ 473.0 

27 

熱電対 

U -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 57

測温 

抵抗体

3線式

Pt100 5 -100.0－ 100.0 173.0－ 373.0 
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No. 測定レンジ 目盛範囲（℃） 目盛範囲（Ｋ） No. 測定レンジ 目盛範囲（℃） 目盛範囲（Ｋ）

141 JPt100 1 -200.0－ 649.0 73.0－ 922.0 150 QPt100 5 -100.0－ 100.0 173.0－ 373.0 

142 JPt100 2 -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 151 Pt50  -200.0－ 649.0 73.0－ 922.0 

143 JPt100 3 -200.0－ 300.0 73.0－ 573.0 152 Pt-Co    － ４.0－ 374.0 

144 JPt100 4 -200.0－ 200.0 73.0－ 473.0 153 Pt100 1 -200.0－ 850.0 73.0－1123.0 

145 JPt100 5 -100.0－ 100.0 173.0－ 373.0 154 Pt100 2 -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 

146 QPt100 1 -200.0－ 649.0 73.0－ 922.0 155 Pt100 3 -200.0－ 300.0 73.0－ 573.0 

147 QPt100 2 -200.0－ 400.0 73.0－ 673.0 156 Pt100 4 -200.0－ 200.0 73.0－ 473.0 

148 QPt100 3 -200.0－ 300.0 73.0－ 573.0 157

測温 

抵抗体

４線式

Pt100 5 -100.0－ 100.0 173.0－ 373.0 

149 

測温 

抵抗体 

４線式 

QPt100 4 -200.0－ 200.0 73.0－ 473.0 － 

 

   

[規格一覧] 

Ｋ、Ｅ、Ｊ、Ｔ、Ｒ、Ｓ、Ｂ、Ｎ：ＩＥＣ５８４（１９７７、１９８２）、ＪＩＳ Ｃ １６０２－１９９５、ＪＩＳ Ｃ １６０５－１９９５ 

WRe5-WRe26、W-WRe26、NiMo-Ni、PlatinelⅡ、CR-AuFe、PtRh40-PtRh20：ＡＳＴＭ Ｖｏｌ．１４．０３ 

Ｕ、Ｌ：ＤＩＮ４３７１０－１９８５ 

Ｐｔ１００：ＩＥＣ７５１（１９９５）、ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９９７ 

ＱＰｔ１００：ＩＥＣ７５１（１９８３）、ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９８９、ＪＩＳ Ｃ １６０６－１９８９ 

※ＱＰｔ１００とは、仮称で旧Ｐｔ１００Ωのことです。 

ＪＰｔ１００：ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９８１、ＪＩＳ Ｃ １６０６－１９８６ 

ＪＰｔ５０：ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９８１ 

 

 

また、下記の熱電対レンジをご使用のＤＰシリーズから更新を行う場合は、「熱電対（ＤＰ互換）」より使用レン

ジを選択して下さい。 

 

[ＤＰ互換レンジ] 

No. 測定レンジ 目盛範囲（℃） 目盛範囲（Ｋ） No. 測定レンジ 目盛範囲（℃） 目盛範囲（Ｋ）

18 WRe5-26 0.0－2320.0 273.0－2593.0 24 PR20-40   0.0－1880.0 273.0－2153.0 

19 WRe0-26 0.0－2320.0 273.0－2593.0 25 Platinel1 -100.0－1390.0 173.0－1663.0 

20 

熱電対 

Ni-NiMo 0.0－1310.0 273.0－1583.0 26

熱電対

Platinel2 -100.0－ 600.0 173.0－ 873.0 
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 １１－２．リニアスケール 

 

リニア入力（直流電圧・直流電流）を選択すると、リニアレンジとリニアスケールの初期値は下記のようになり

ます。 

 

測 定 レ ン ジ 目 盛 範 囲 リニアレンジ（初期値） リニアスケール（初期値）

31 10mV -10.00  －  10.00 mV   0.00 －  10.00 mV 0.0 － 2000.0 

32 20mV -20.00  －  20.00 mV   0.00 －  20.00 mV 0.0 － 2000.0 

33 50mV -50.00  －  50.00 mV   0.00 －  50.00 mV 0.0 － 2000.0 

34 100mV -100.0  －  100.0 mV    0.0 －  100.0 mV 0.0 － 2000.0 

35 5V -5.000  －  5.000 V  0.000 －  5.000 V 0.0 － 2000.0 

37 10V -10.00  －  10.00 V   0.00 －  10.00 V 0.0 － 2000.0 

36 20mA 0.00 －  20.00 mA 4.00 －  20.00 mA 0.0 － 2000.0 

 

設定手順は、下記のとおりです。 

①モード５の「リニアレンジ」において、実際にセンサから入力されるアナログ信号の最小値と最大値を設定

します。 

②次に、モード５の「スケール設定」において、その最小値と最大値をどのように表示させるのかを確認の上、

小数点位置、およびスケールの下限値と上限値を設定します。 

③例えば、４－２０ｍＡに対して、０．００－１００．００と表示させたい場合、下記のような設定になりま

す。 

・リニアレンジ設定： スパン … ２０．００ 

ゼロ …  ４．００ 

・スケール設定  ： 最大  …１００．００ 

最小  …  ０．００ 

小数点 …     ２ 

 

  また、リニアレンジを選択した場合、入力値に対して下記の演算処理を行うことができます。これは、モード５

の「入力演算」で設定します。 

① 開平演算：指示値 = SQRT((測定値-レンジゼロ)/(レンジスパン-レンジゼロ)) 

×(スケール最大－スケール最小)+スケール最小 

② Log演算：指示値 =( Log10(測定値-レンジゼロ)/Log10(レンジスパン-レンジゼロ)) 

×(スケール最大－スケール最小)+スケール最小 
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 １１－３．ユーザーリニアレンジ 

 

  リニアレンジ入力に対して任意のリニアライズテーブルを作成して使用することも可能です。その場合は、下記  

 の「ユーザーリニアレンジ」を選択してユーザーリニアライズテーブルを作成します。 

 

測 定 レ ン ジ 目 盛 範 囲 リニアレンジ（初期値） リニアスケール（初期値）

USER1 10mV -10.00  －  10.00 mV   0.00 －  10.00 mV 0.0 － 2000.0 

 20mV -20.00  －  20.00 mV   0.00 －  20.00 mV 0.0 － 2000.0 

 50mV -50.00  －  50.00 mV   0.00 －  50.00 mV 0.0 － 2000.0 

 100mV -100.0  －  100.0 mV    0.0 －  100.0 mV 0.0 － 2000.0 

 5V -5.000  －  5.000 V  0.000 －  5.000 V 0.0 － 2000.0 

 10V -10.00  －  10.00 V   0.00 －  10.00 V 0.0 － 2000.0 

 20mA 0.00  －  20.00 mA 4.00 －  20.00 mA 0.0 － 2000.0 

 

  ユーザーリニアライズテーブルは、測定値と指示値の関係を最大２０区間（１９折れ点）以内で作成します。 

測定値、指示値はそれぞれリニアレンジ及びリニアスケールの範囲内とし、測定値の昇順でテーブルを作成します。 

  

  ユーザーリニアライズテーブル作成例 

    USER ±10ｍVレンジ  

    レンジスパン 10ｍV、ゼロ -10ｍV 

        スケール最大 2000.0、最少0.0 
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 １１－４．警報形態 

 

警報形態には、下記の種類があります。 

 

①ＰＶ（測定値）の警報 

・絶対値警報 ：警報設定値によるＰＶの警報。 

・偏差警報 ：設定値＋警報設定値によるＰＶの警報 

・絶対値偏差警報 ：設定値±警報設定値によるＰＶの警報。 

・変化率警報 ：10秒当りのＰＶ変化量による警報。 

②ＳＶ（設定値）の警報 

・設定値警報 ：警報設定値によるＳＶの警報。 

③ＭＶ（出力値）の警報 

・出力値警報 ：警報設定値によるＭＶの警報。 

※２出力仕様の場合、第１出力側の出力値（ＭＶ１）の警報になります。 

④制御ループ異常 ：制御出力が上限にある時、所定の時間で一定以上の測定値変化が無い場合 

に発生します。 

⑤ＦＡＩＬ（異常）の警報 ：ＲＪデータ異常、Ａ／Ｄ変換異常、内部メモリデータ異常など。 

※設定値はありません。 

⑥待ち時間 ：実温度補償との組合せで、所定の時間までに次ステップに移らなかった 

 場合に発生します。 

※設定値はありません。 

⑦エンド信号 ：プログラムのエンドの検出。 

※設定値はありません。 

 

上記の①から③の警報形態では、さらに、下記の条件を選択します。 

・上限警報 ：警報設定値を上回ったとき、警報がＯＮになります。 

・下限警報 ：警報設定値を下回ったとき、警報がＯＮになります。 

・上限警報(待機有り) ：上限警報に待機機能を持たせた方式で、一度、正常範囲に入るまで 

警報ＯＮを待機します。電源投入時、ＳＶ変更、警報値変更などを 

行ったときに待機状態になります。 

・下限警報(待機有り) ：下限警報に待機機能を持たせた方式で、一度、正常範囲に入るまで 

警報ＯＮを待機します。電源投入時、ＳＶ変更、警報値変更などを 

行ったときに待機状態になります。 

・上限警報(ラッチ[保持]有り) ：上限警報に保持機能を持たせた方式で、警報ＯＮ後、警報解除される 

まで警報ＯＮ状態を保持します。警報解除は警報解除操作、および 

プログラム運転をＲＥＳＥＴしたとき、電源の遮断／投入により解除 

されます。 

・下限警報(ラッチ[保持]有り) ：下限警報に保持機能を持たせた方式で、警報ＯＮ後、警報解除される 

まで警報ＯＮ状態を保持します。警報解除は警報解除操作、および 

プログラム運転をＲＥＳＥＴしたとき、電源の遮断／投入により解除 

されます。 

・上限警報(待機有り･ﾗｯﾁ[保持]有り) ：上限警報に待機機能と保持機能を持たせた方式です。 

・下限警報(待機有り･ﾗｯﾁ[保持]有り) ：下限警報に待機機能と保持機能を持たせた方式です。 

 

待機中の警報については、警報ランプ表示（  ～  ）が点滅します。 
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 警報ＯＮ： 

 

警報設定値（ＡＬ）： 

 

警報不感帯（ｄｂ）： 

 

[ 偏差上限警報 ] [ 偏差下限警報 ] 

［ 偏差上限警報(待機有り) ］ ［ 偏差下限警報(待機有り) ］ 

［ 偏差上限警報（ラッチ[保持]有り） ］ ［ 偏差下限警報（ラッチ[保持]有り） ］ 

［ 偏差上限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ ［ 偏差下限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ ＡＬ 

 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ ＡＬ 

 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

 

警報ＯＮ 

PV＞SV+AL:ON,SV+AL-db＜PV≦SV+AL:KEEP,PV≦SV+AL-db:OFF PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV＜SV+AL+db:KEEP,PV>SV+AL+db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

PV＞SV+AL:ON,SV+AL-db＜PV≦SV+AL:KEEP,PV≦SV+AL-db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV＜SV+AL+db:KEEP,PV≦SV+AL+db:OFF 

       ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

PV＞SV+AL:ON,SV+AL-db＜PV≦SV+AL:KEEP,PV≦SV+AL-db:OFF 

       ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV＜SV+AL+db:KEEP,PV≦SV+AL+db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

PV＞SV+AL:ON,SV+AL-db＜PV≦SV+AL:KEEP,PV≦SV+AL-db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV＜SV+AL+db:KEEP,PV≦SV+AL+db:OFF 
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［ 絶対値上限警報 ］ ［ 絶対値下限警報 ］ 

［ 絶対値上限警報（待機有り） ］ ［ 絶対値下限警報（待機有り） ］ 

［ 絶対値上限警報（ラッチ[保持]有り） ］ ［ 絶対値下限警報（ラッチ[保持]有り） ］ 

［ 絶対値上限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ ［ 絶対値下限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ 

 

ＰＶ 

ｄｂ 

警報ＯＮ 

ＡＬ 

ＰＶ 

ｄｂ 

警報ＯＮ 

ＡＬ 

ＰＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＰＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＰＶ 

ｄｂ 

 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＰＶ 

ｄｂ 

 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＰＶ 

ｄｂ 

 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＰＶ 

ｄｂ 

 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

AL＜PV:ON,AL-db＜PV≦AL:KEEP,PV≦AL-db:OFF AL＞PV:ON,AL≦PV＜AL+db:KEEP,PV≧AL+db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

AL＜PV:ON,AL-db＜PV≦AL:KEEP,PV≦AL-db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

AL＞PV:ON,AL≦PV＜AL+db:KEEP,PV≧AL+db:OFF 

       ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＜PV:ON,AL-db＜PV≦AL:KEEP,PV≦AL-db:OFF 

       ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＞PV:ON,AL≦PV＜AL+db:KEEP,PV≧AL+db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＜PV:ON,AL-db＜PV≦AL:KEEP,PV≦AL-db:OFF 

       ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＞PV:ON,AL≦PV＜AL+db:KEEP,PV≧AL+db:OFF 



 - 96 -

 

［ 絶対値偏差上限警報 ］ ［ 絶対値偏差下限警報 ］ 

［ 絶対値偏差上限警報（待機有り） ］ ［ 絶対値偏差下限警報（待機有り） ］ 

［ 絶対値偏差上限警報（ラッチ[保持]有り） ］ ［ 絶対値偏差下限警報（ラッチ[保持]有り） ］ 

 

［ 絶対値偏差上限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ 

 

［ 絶対値偏差下限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ 

 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

警報ＯＮ 

ＡＬ 

ＡＬ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

ＡＬ 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

ＡＬ 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

ＡＬ 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

 

ＡＬ 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

 

ＡＬ 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

PV＞SV+AL:ON,PV＜SV-AL:ON,SV+AL-db≦PV≦SV+AL:KEEP 

SV-AL≦PV≦SV-AL+db:KEEP,PV＜SV+AL-db:OFF,PV＞SV-AL+db:OFF 

SV-AL＜PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV≦SV+AL+db:KEEP 

SV-AL-db≦PV≦SV-AL:KEEP,PV＞SV+AL+db:OFF,PV＜SV-AL-db:OFF 

     ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

PV＞SV+AL:ON,PV＜SV-AL:ON,SV+AL-db≦PV≦SV+AL:KEEP 

SV-AL≦PV≦SV-AL+db:KEEP,PV＜SV+AL-db:OFF,PV＞SV-AL+db:OFF 

    ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

SV-AL＜PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV≦SV+AL+db:KEEP 

SV-AL-db≦PV≦SV-AL:KEEP,PV＞SV+AL+db:OFF,PV＜SV-AL-db:OFF 

     ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

PV＞SV+AL:ON,PV＜SV-AL:ON,SV+AL-db≦PV≦SV+AL:KEEP 

SV-AL≦PV≦SV-AL+db:KEEP,PV＜SV+AL-db:OFF,PV＞SV-AL+db:OFF 

    ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

SV-AL＜PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV≦SV+AL+db:KEEP 

SV-AL-db≦PV≦SV-AL:KEEP,PV＞SV+AL+db:OFF,PV＜SV-AL-db:OFF 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

警報ＯＮ 

 

ＳＶ 

ＰＶ 

ｄｂ 

ｄｂ 

警報ＯＮ 

 

ＡＬ 

ＡＬ 

ＡＬ 

ＡＬ 

     ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

PV＞SV+AL:ON,PV＜SV-AL:ON,SV+AL-db≦PV≦SV+AL:KEEP 

SV-AL≦PV≦SV-AL+db:KEEP,PV＜SV+AL-db:OFF,PV＞SV-AL+db:OFF

   ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

SV-AL＜PV＜SV+AL:ON,SV+AL≦PV≦SV+AL+db:KEEP 

SV-AL-db≦PV≦SV-AL:KEEP,PV＞SV+AL+db:OFF,PV＜SV-AL-db:OFF
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［ 変化率上限警報、変化率下限警報 ］ 

・ある測定値(PV1)から１０秒後の測定値(PV10)の 

 差が警報値(AL)に対して 

  変化率上限：AL＜PV10-PV1:ON 

        AL≧PV10-PV1:OFF 

  変化率下限：AL＞PV10-PV1:ON 

        AL≦PV10-PV1:OFF 

・PVは1秒間あたりの10個測定値を使用し、 

10秒間の差を1秒ごとに判定。 

 

                         P1～P14 ：1秒間毎の10個の測定値 

                         △1～△4：10秒後の測定値との最大差 

 

［ 設定値上限警報 ］ ［ 設定値下限警報 ］ 

［ 設定値上限警報（待機有り） ］ ［ 設定値下限警報（待機有り） ］ 

［ 設定値上限警報（ラッチ[保持]有り） ］ ［ 設定値下限警報（ラッチ[保持]有り） ］ 

ＳＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

ｄｂ 

ＳＶ 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＳＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

 

ＳＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

 

  ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

AL＜SV:ON,AL-db＜SV≦AL:KEEP,SV≦AL-db:OFF 

AL＞SV:ON,AL≦SV＜AL+db:KEEP,SV≧AL+db:OFF 

  ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

AL＞SV:ON,AL≦SV＜AL+db:KEEP,SV≧AL+db:OFF 

AL＜SV:ON,AL-db＜SV≦AL:KEEP,SV≦AL-db:OFF 

  ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＜SV:ON,AL-db＜SV≦AL:KEEP,SV≦AL-db:OFF 

  ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＞SV:ON,AL≦SV＜AL+db:KEEP,SV≧AL+db:OFF 

 

Ｐ１4

Ｐ5

Ｐ7

Ｐ１0 

Ｐ8 

Ｐ１1 

Ｐ4

Ｐ１2

P3
P2

Ｐ9 

Ｐ１3

Ｐ6

P1

△3
△4

△1
△2

時 間 (単位：秒) 

ＰＶ
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［ 設定値上限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ ［ 設定値下限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ 

［ 出力値上限警報 ］ ［ 出力値下限警報 ］ 

［ 出力値上限警報（待機有り） ］ ［ 出力値下限警報（待機有り） ］ 

［ 出力値上限警報（ラッチ[保持]有り） ］ ［ 出力値下限警報（ラッチ[保持]有り） ］ 

ＳＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

 

ＳＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

 

ＭＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＭＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＭＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＭＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

ＭＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

 

ＭＶ 

ｄｂ 
ＡＬ 

警報ＯＮ 

 

  ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＜SV:ON,AL-db＜SV≦AL:KEEP,SV≦AL-db:OFF 

  ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＞SV:ON,AL≦SV＜AL+db:KEEP,SV≧AL+db:OFF 

AL＞MV:ON,AL≦MV＜AL+db:KEEP,MV≧AL+db:OFF AL＜MV:ON,AL-db＜MV≦AL:KEEP,MV≦AL-db:OFF 

  ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

AL＜MV:ON,AL-db＜MV≦AL:KEEP,MV≦AL-db:OFF 

  ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

AL＞MV:ON,AL≦MV＜AL+db:KEEP,MV≧AL+db:OFF 

  ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＜MV:ON,AL-db＜MV≦AL:KEEP,MV≦AL-db:OFF 

  ※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＞MV:ON,AL≦MV＜AL+db:KEEP,MV≧AL+db:OFF 
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［ 出力値上限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ ［ 出力値下限警報（待機有り・ラッチ[保持]有り） ］ 

[ 制御ループ異常 ] 

  Ｈ：出力リミッタ上限  Ｌ：出力リミッタ下限 

  △Ｔ：異常判定時間 

正常時：△Ｐｎ＞異常判定幅 

異常時：△Ｐｎ＜異常判定幅 

  ※制御出力（ＭＶ）が出力リミッタの範囲内は、 

異常判定を行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＶ 

ｄｂ ＡＬ 

警報ＯＮ 

 

ＭＶ 

ＡＬ 

警報ＯＮ 

   ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＜MV:ON,AL-db＜MV≦AL:KEEP,MV≦AL-db:OFF 

  ※一度正常範囲に入るまでAL:OFF 

※AL:ON後、警報が解除されるまでAL:ON 

AL＞MV:ON,AL≦MV＜AL+db:KEEP,MV≧AL+db:OFF 

Ｈ

 

 

Ｌ

△Ｔ △Ｔ △Ｔ 
※ 

△P1 
△P2 

△P3 

ＭＶ

ＰＶ
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１１－５．オートチューニング 

 

オートチューニング（ＡＴ）は、ＰＩＤ定数を自動算出する機能で、ＡＴ１～ＡＴ６の６種類があります。 

 

①ＡＴ１ 

・第１出力用のオートチューニングです。 

・現在実行中のＳＶ、または定値制御用です。 

・ＲＵＮ状態（プログラム終了状態を除く）、または定値制御状態で、実行可能です。 

・ＡＴ１を設定した時点でのＳＶでオートチューニングを実行します。 

・ＡＴ１で算出したＰＩＤは、実行中のＰＩＤＮｏ．のＰＩＤに登録されます。 

②ＡＴ２ 

・第１出力のＳＶ８種用のオートチューニングです。 

・ＲＥＳＥＴ状態（定値制御状態を除く）で、実行可能です。 

・あらかじめＡＴ２用ＳＶを８種設定しておき、それに応じて８種のＰＩＤを算出します。 

・ＡＴ２で算出したＰＩＤは、それぞれＰＩＤＮｏ．１－８のＰＩＤに登録されます。なお、 

８種それぞれ個別にＡＴのＯＮ／ＯＦＦが設定でき、任意Ｎｏ．のみのＡＴ実行も可能です。 

③ＡＴ３ 

・第１出力のＳＶ区間用のオートチューニングです。 

・ＲＥＳＥＴ状態（定値制御状態を除く）で、実行可能です。 

・あらかじめＡＴ３用ＳＶを８種設定しておき、それに応じて８種のＰＩＤを算出します。 

・ＡＴ３で算出したＰＩＤは、それぞれＰＩＤＮｏ．９－１から９－８のＰＩＤに登録されます。 

なお、８種それぞれ個別にＡＴのＯＮ／ＯＦＦが設定でき、任意Ｎｏ．のみのＡＴ実行も可能です。 

④ＡＴ４ 

・第２出力用のオートチューニングです。 

・現在実行中のＳＶ、または定値制御用です。 

・ＲＵＮ状態（プログラム終了状態を除く）、または定値制御状態で、実行可能です。 

・ＡＴ４を設定した時点でのＳＶでオートチューニングを実行します。 

・ＡＴ４で算出したＰＩＤは、第２出力ＰＩＤに登録されます。 

⑤ＡＴ５ 

・第２出力のＳＶ８種用のオートチューニングです。 

・ＲＥＳＥＴ状態（定値制御状態を除く）で、実行可能です。 

・あらかじめＡＴ５用ＳＶを８種設定しておき、それに応じて８種のＰＩＤを算出します。 

・ＡＴ２で算出したＰＩＤは、それぞれＰＩＤＮｏ．１～８のＰＩＤに登録されます。なお、 

８種それぞれ個別にＡＴのＯＮ／ＯＦＦが設定でき、任意Ｎｏ．のみのＡＴ実行も可能です。 

⑥ＡＴ６ 

・第２出力のＳＶ区間用のオートチューニングです。 

・ＲＥＳＥＴ状態（定値制御状態を除く）で、実行可能です。 

・あらかじめＡＴ６用ＳＶを８種設定しておき、それに応じて８種のＰＩＤを算出します。 

・ＡＴ６で算出したＰＩＤは、それぞれＰＩＤＮｏ．９－１から９－８のＰＩＤに登録されます。 

なお、８種それぞれ個別にＡＴのＯＮ／ＯＦＦが設定でき、任意Ｎｏ．のみのＡＴ実行も可能です。 

 

２出力仕様の場合、ＡＴ非実行中の出力側のＭＶ（出力値）は、０％になります。例えば、ＡＴ１の実行中は、

第２出力側のＭＶ（出力値）は、０％になります。 

 

オートチューニングの開始操作をしても、下記条件などにおいては、正常にＰＩＤ定数が求まらない場合があり

ます。その場合、ＰＩＤ定数の変更は行われず、オートチューニング前のＰＩＤ定数が保持されます。 

・応答が遅すぎて、オートチューニングを開始してから、約６時間が経過しても終了しないとき。 

・応答が早すぎて、オートチューニングで算出したＩまたはＤの値が１秒未満のとき。 

・オートチューニングで算出したＰの値が０．１％未満または１０００％以上のとき。 
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 １１－６．ＰＩＤ制御 

 

Ｐ（比例）動作、Ｉ（積分）動作、Ｄ（微分）動作の３つの動作を複合させた最も一般的な制御アルゴリズム

です。 

 

①Ｐ動作 

・ＰＩＤ制御の基本動作になります。応答性や安定性に大きな影響を与えます。比例動作だけでは、オフ

セットが生じます。 

・Ｐを大きくすると、ＰＶ（測定値）の振幅が小さく、安定性が良くなりますが、応答性が悪くなります。 

・Ｐ＝０％に設定することにより、２位置制御動作になります。 

②Ｉ動作 

・Ｐ動作で生じるオフセットをなくすことができますが、位相が遅れるので安定性が悪くなります。 

・Ｉを小さく（積分動作を強く）すると、応答性が良くなりますが、オーバーシュートが大きくなります。 

・設定値上の「０」は、∞（無限大）に相当します。 

③Ｄ動作 

・むだ時間や遅れ要素による位相の遅れを補償します。ただし、高周波領域でのゲイン増になることから、

強さに限界があります。 

・Ｄを大きくすると、大きな偏差に対して応答性が良くなりますが、早い周期の偏差に対しては、 

安定性が悪くなります。 

・設定値上の「０」は、ＯＦＦに相当します。 

・Ｄの設定値は、Ｉの設定値の１／６～１／４程度が一般的になります。 

 

ＰＩＤ動作をまとめると、下記のとおりです。 

 

 Ｐ（比例）動作 Ｉ（積分）動作 Ｄ（微分）動作 

入力 

   

出力 

   

 

また、本製品は、ＰＩＤ制御のアルゴリズムを２種搭載しており、いずれかの方式を選択できます。 

 

制御アルゴリズム 

①位置形ＰＩＤ方式：比較的、応答性が遅い制御対象に有効です。 

②速度形ＰＩＤ方式：比較的、応答性が早い制御対象に有効です。 

 

なお、ＰＩＤ制御の理論や詳細については、専門の文献などをご参照下さい。 
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 １１－７．自動ＰＩＤ切換方式 

 

実行ＮＯ．方式に対して、自動ＰＩＤ切換方式は、測定範囲を最大範囲としたＳＶ区間を最大８分割し、あらか

じめそのＳＶ区間ごとにＰＩＤを登録しておきます。それにより、いずれのＳＶを実行しても、そのＳＶ区間ごと

に登録しておいたＰＩＤを採用し運転するという機能です。 

したがって、一度、ＳＶ区間と自動ＰＩＤ切換方式用ＰＩＤＮｏ．９－１から９－８を設定しておけば、 

ＳＶを変更しても、それに応じてＰＩＤを変更するわずらわしさをなくすことができます。 

自動ＰＩＤ切換方式は、第１出力用ＰＩＤ、第２出力用ＰＩＤ個別に選択できます。 

 

                                                  ＳＶ 

                                                  1600℃ 

     ＳＶ区間－８ 

                                                  1400 

     ＳＶ区間－７ 

                                                  1200 

     ＳＶ区間－６ 

                                                  1000 

     ＳＶ区間－５ 

                                                   800 

     ＳＶ区間－４ 

                                                   600 

     ＳＶ区間－３ 

                                                   400 

     ＳＶ区間－２ 

                                                   200 

     ＳＶ区間－１ 

                                                     0 

             PID      PID      PID      PID       PID      PID      PID       PID 

                         No.9-1   No.9-2   No.9-3   No.9-4    No.9-5   No.9-6   No.9-7    No.9-8 

 

 

上記を参考に、設定方法を説明します。 

 

①ＳＶ区間の設定 

・測定範囲、およびＳＶ範囲を確認し、ＳＶ区間を何分割にするか決めます。 

・モード３の「ＰＩＤ/警報/ＡＴ」－「ＰＩＤ設定」－「ゾーン設定」で、ＳＶ区間を設定します。 

※上記例では、測定範囲は０～１６００℃で、１６００℃スパンに対して、２００℃ずつ８分割した

ＳＶ区間を設定しています。 

②ＰＩＤの設定 

・モード３の「ＰＩＤ/警報/ＡＴ」－「ＰＩＤ設定」－「ゾーン設定」で、ＳＶ区間に応じたＰＩＤ 

をＮｏ．９－１から９－８まで設定します。 

※ＰＩＤは、オートチューニングでも求めることができます。ＰＩＤＮｏ．９－１から９－８を求め

るオートチューニングは、「ＡＴ３」になります。 

③ＰＩＤ方式の選択 

・モード２の「プログラムパターン編集操作」－「パターン設定」で、ＰＩＤＮｏ．を「Ｎｏ．９」 

にします。 
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１１－８．オンオフサーボ形の操作端調整 

 

出力形式がオンオフサーボ形の場合、本製品と操作端（モータなど）の調整を行う必要があります。調整は、基 

本的に自動調整で行います。手動で微調整する事もできますが、初めてご使用になる場合は、必ず自動調整を行っ 

た後、手動で微調整を行って下さい。調整を行なわないと、出力値とフィードバック値に誤差が生じます。 
 

１．自動調整 
 

   ①設定値の初期化 

・調整の前に、モード４の「ＦＢ不感帯」の設定値を０．５（初期値）にします。 

     ・その他、出力が０－１００％の範囲で出力されるよう、出力リミットなどの各パラメータを確認します。 

   ②ゼロ／スパン調整 

・モード４「オンオフサーボ出力調整」において、「ＦＢオートチューニング」ボタンを選択し   

キーを押して下さい。「ＦＢオートチューニング」画面が表示されます。 

・「ＦＢオートチューニング」画面において、「開始」ボタンが選択されている状態で  キーを押し 

ます。ＦＢチューニング開始の確認メッセージが出ますので、「Ｙｅｓ」を選択して  キーを押し 

て下さい。ＦＢチューニングが開始されます。 

     ・ＦＢチューニング開始後は、自動的に操作端が    側と    側に動いて、ゼロ／スパン値を 

自動算出します。その間、動作状況がメッセージ表示されます。 

・ＦＢチューニングが終了すると、終了確認メッセージが表示されますので、  キーを押してくださ 

い。自動算出したゼロ／スパン値が表示されますので確認します。 

③不感帯調整（ゲイン調整） 

・「２．手動で調整する場合」の⑤を参照して下さい。 
 

  なお、操作端の動きがあまりに遅い場合、「ＦＢチューニング」での自動算出はできません。その場合、一定 

時間が経過するとチューニングを中止し、ゼロ／スパン値の登録は行いません。 
 

２．手動で調整する場合 
 

   ①設定値の初期化 

・調整前に、モード４「オンオフサーボ出力調整」の「ＦＢ調整値 ゼロ／スパン」と「ＦＢ不感帯」の 

設定値を初期値に戻します。初期値は、ゼロ ０．０％、スパン １００．０％、不感帯 １．０％です。 

     ・その他、出力が０－１００％の範囲で出力されるよう、出力リミットなどの各パラメータを確認します。 

②ゼロ調整 

・一旦、設定画面から運転画面に戻って、手動出力運転（マニュアル出力）で出力値を０．０％にして 

 操作端を    側に振り切らせます。 

・出力値を０．１％ずつ上げていき、運転画面の    表示が消える出力値を求めます。 

③スパン調整 

・同様に、出力値を１００．０％にして、操作端を    側に振り切らせます。 

・出力値を０．１％ずつ下げていき、運転画面の    表示が消える出力値を求めます。 

④ゼロスパン値の登録 

・②と③で求めた出力値をそれぞれモード４「オンオフサーボ出力調整」の「ＦＢ調整値 ゼロ／スパン」 

に設定します。 

⑤不感帯調整（ゲイン調整） 

・再び、設定画面から運転画面に戻って、出力値を５０．０％にします。 

・モード４「オンオフサーボ出力調整」の「ＦＢ不感帯」を、最小値０．３％に設定します。 

・「ＦＢ不感帯」の設定値を０．１％ずつ大きくして行き、     と     の表示が完全に消えるよう 

 にします。 

・更に試運転を行いながら設定値を少しずつ上げ、制御性に支障がない範囲で最も大きい値を最終的な 

「ＦＢ不感帯」の設定値とします。 
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 １１－９．２ 出 力 

 

本製品の２出力方式は、加熱冷却制御向けとなっており、ＰＩＤ式とスプリット式、冷却比例の３種類がありま

す。各方式をご理解の上、最適な方式を選択して下さい。 

 

１１－９－１．ＰＩＤ式 

・第２出力側ＰＩＤと第１出力と第２出力との間のギャップを設定する方式です。 

・通常、第１出力側を加熱動作とし、モード４の「調節動作の正／逆」を「逆（ＲＥＶＥＲＳＥ）」に、

第２出力側を冷却動作とし、調節動作を「正（ＤＩＲＥＣＴ）」に設定します。 

・ギャップとは、下図のとおり、ＳＶと第２出力０％（比例帯における）との間隔をいい、モード３ 

 の「ＰＩＤ設定」－「出力ギャップ」で設定します。 

・第１出力値、第２出力値ともＰＶ＝ＳＶのとき、出力５０％にしたい場合（Ｉ動作とＤ動作を含まない

場合）、ギャップは、Ｇ（％）＝－Ｐ／２（Ｐ：第２出力の比例帯、第２出力は正動作）として求めら

れます。 

 

       第１出力 Ｐ≠０ 

       第２出力 Ｐ≠０ のとき 

 

 

 

 

 

 

 

       第１出力 Ｐ≠０ 

       第２出力 Ｐ＝０ のとき 

 

 

 

 

 

 

       第１出力 Ｐ＝０ 

       第２出力 Ｐ≠０ のとき 

 

 

 

 

 

 

       第１出力 Ｐ＝０ 

       第２出力 Ｐ＝０ のとき 

 

 

 

 

 

 

ＳＶ 

０ 

制
御
出
力 

第１出力 第２出力 

ギャップ 

第２出力の比例帯 

ＰＶ 

１００ 

（％） 

５０ 

ＳＶ 

０ 

制
御
出
力 

第１出力 第２出力 

ギャップ 

第２出力の不感帯（ＤＢ） 

ＰＶ 

１００ 

（％） 

５０ 

ＳＶ 

０ 

制
御
出
力 

第１出力 第２出力 

ギャップ 

第２出力の不感帯（ＤＢ２） 

ＰＶ 

１００ 

（％） 

５０ 

第１出力の不感帯（ＤＢ１） 

ＳＶ 

０ 

制
御
出
力 

第１出力 第２出力 

ギャップ 

第２出力の比例帯 

ＰＶ 

１００ 

（％） 

５０ 

第２出力の不感帯（ＤＢ１）
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１１－９－２．スプリット式（加熱冷却選択） 

・整合器演算（スプリット演算）動作方式で、第１出力側ＰＩＤ演算結果を基本として下図の動きになります。 

・設定範囲は、ＤＩＲＥＣＴが０～６０％、ＲＥＶＥＲＳＥが４０～１００％です。 

・モード４の「出力／制御設定」－「制御設定」－「制御方向」の正／逆設定に関係なく、第１出力側は

「逆（ＲＥＶＥＲＳＥ）」、第２出力側は「正（ＤＩＲＥＣＴ）」の動作になります。 

     ・スプリット演算を選択した状態での手動出力は、第1出力と第２出力はそれぞれ独立して動作します。 

第１出力を手動出力にした場合でも、第２出力が自動出力だと、第１ＰＩＤ演算結果をスプリット演算し自

動出力します。逆に、第２出力を手動出力にした場合も第１出力には影響を与えません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１－９－３．冷却比例（加熱冷却選択） 

 

・第２出力は、第１出力の比例帯に冷却比例係数を乗じた比例帯を用いて比例制御します。 

 

 

      冷却比例係数 Cool≠０ のとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      冷却比例係数 Cool＝０ のとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制
御
出
力 

ＲＥＶＥＲＳＥ 
（第１出力側） 

ＤＩＲＥＣＴ 
（第２出力側） 

40－100％ 0－60％ 

０ 

１００ 
（％）

５０ 

０ ５０ １００ 

（％）第１出力側ＰＩＤ演算結果 

ＳＶ 

０ 

制
御
出
力 

第１出力 第２出力 

ギャップ 

第2出力の比例帯 

＝第1出力の比例帯×冷却比例係数 

ＰＶ 

１００ 

（％） 

５０ 

ＳＶ 

０ 

制
御
出
力 

第１出力 第２出力 

ギャップ 

第2出力の不感帯（ＤＢ） 

ＰＶ 

１００ 

（％） 

５０ 
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１１－１０．パルスの更新タイプ 

 

オンオフパルス形出力とＳＳＲ駆動パルス形出力では、モード４の「出力／制御設定」－「オンオフパルス設定」にお

いてパルスの「更新タイプ」の設定が可能です。選択できる更新タイプとそれぞれの出力動作は次のとおりです。 

・パルス周期：設定されたパルス周期毎に出力値を更新します。周期の間は直前に更新された出力値に従っ 

てＯＮ／ＯＦＦの比率が決定され動作します。１周期に１度のＯＮ／ＯＦＦ動作なので、「制 

御周期」に比べてリレー接点の消耗を抑えることができます。 

 ・制御周期 ：制御周期毎に出力値の更新を行います。パルス周期の間であっても出力値の変化に応じて 

ＯＮ／ＯＦＦを行いますので、より精密な制御を行うことができますが、「パルス周期」に 

比べてリレー接点の動作回数は多くなります。 

 

１１－１１．ＳＶ設定と勾配設定 

 

 本器では、プログラムパターンにおけるステップ設定方法が２種類あります。設定方法の切換えは、プログラムパター

ンの初期設定画面で行うことができます。ただし、パターン作成後の切換えはできませんのでご注意下さい。 

また、運転中の目標値（ＳＶ）や時間（ＴＩＭＥ）の変更は、「１０－６.運転中の注意事項」を参照下さい。 

 

１１－１１－１．ＳＶ／時間による設定 

    目標値（ＳＶ）とそこに到達するまでの時間（ＴＩＭＥ）でステップを作成します。各ステップ開始 

ＳＶは、前のステップの最終目標値となります（ステップ１は、スタートＳＶ）。 

 

 

 

 

 

 

１１－１１－２．勾配／時間による設定 

勾配（ＲＡＴＥ）とその勾配を継続する時間（ＴＩＭＥ）でステップを作成します。各ステップ開始ＳＶ

は、前のステップの最終目標値となります（ステップ１は、スタートＳＶ）。 その結果、各ステップの目標

値は、「 勾配 × 時間 ＋ ステップ開始ＳＶ(＝前のステップの最終値) 」となります。 

運転中の目標値（ＳＶ）や時間（ＴＩＭＥ）の変更については、「１０－６.運転中の注意事項」を参照下さ

い。 

 

 

 

 

 

   勾配と時間の設定値によって、ステップの目標値が入力スケールを超えるときは、下図のように目標値 

     はスケール最大または最小で制限され、次ステップの開始ＳＶもスケール最大または最小となります。 
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１１－１２．サークル機能 

 

 モード２の「パターン／シーケンス」－「パターン設定」のステップの時間設定において「ＣＩＲＣＬＥ」を選択する

と（時間０にした後、更に  キーを２回押すと選択できます）、そのステップはサークルステップとなります。サー

クルステップでは、目標値変化は時間に関係なくパルスが入力されるごとに設定されたステップ量ずつ変化します。サー

クル機能はステップごとに選択でき、ステップ量を任意に設定することができます。ＤＩと組合わせて使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サークルステップに移った時点では、直前の目標値を保持し、パルスが入力されるごとにステップ量分だけ

変化します。 

・上昇ステップではステップ量分増加し、下降ステップでは減少します。 

・パルス入力の結果、ステップ目標値に到達したとき、またはオーバーしたときは次ステップへ歩進します。 

     保持ステップでは１パルスで次ステップへ歩進します。 

・「ＡＤＶ」「ＦＡＳＴ」を行うと次ステップへ歩進します。 

・サークルステップでは、「ＳＴＯＰ」、「ＷＡＩＴ」は機能しません。 

・サークルステップでは、   キーは受け付けません。 

・時間表示は次のようになります。 

  ステップ経過時間 ： 経過時間を表示 

  パターン経過時間 ： 前ステップの最終値と同じ 

  ステップ残り時間 ： ０００：００ 

  パターン残り時間 ： 前ステップの最終値と同じ 

 ・パターン進行表示は、時間０とします（ただし、全てのステップがサークルのときは等間隔で表示します）。 

 ・タイムシグナルは、ステップ経過時間に応じて設定どおりに動作します。 

・ＰＶスタート設定の時、スタート時のＰＶがサークルステップに該当した場合、その次のステップから、また、 

連続してサークルステップがある場合は、サークルステップでない始めのステップからＳＶを開始します。 

サークルステップ 

パルス入力 

ｎ-1 

ＳＶ１ 

ＳＶ２ 

ｎ+1 ｎ 

ステップ量 
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１１－１３．ＳＶ補正 

 

 モード０の「ステップ設定」には、「ＳＶ補正」の設定があり、補正値を変更することによって、進行中ＳＶをシフトさ

せることができます。また、補正タイプにより、ＳＶ補正を現在進行中のステップのみとするか、以後の全てのステップ

に有効とするかを選択することができます。補正タイプの違いによるＳＶ補正の効果は、下図のとおりです。 

 ＳＶ補正は、ＳＴＯＰやＳＶホールドに関係なく設定変更した時点で直ちにＳＶに反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     [補正タイプ＝ＮＯＷ ＳＴＥＰ]のとき                  [補正タイプ＝ＡＬＬ ＳＴＥＰ]のとき 

 

 

１１－１４．ＳＶホールド 

 

  ＳＶホールド実行と解除時の動作の例を下図に示します。ＳＶホールド中はＳＶが直前の値に固定されますが、プロ 

グラムパターンの時間はそのまま進行します。解除後は、固定されたＳＶから解除時点でのステップ目標値に向かって 

ＳＶが変化を開始します。 

  ＳＶホールド中もＳＴＯＰやＦＡＳＴ、ＡＤＶ動作は有効です。リセット時はＳＶホールドが解除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１－１５．カスケード１次調節計 

 

 本器では、カスケード１次調節計としての演算機能を使用することができ、出力先として出力１／２（１出力仕様では

出力１のみ）及び伝送１／２（伝送出力オプション付きの場合）を指定することができます。指定出力への出力値は次の

式で演算されます。 

  ・カスケード１次調節計 出力信号＝｛ａ×第１ＰＩＤの制御演算値（ＭＶ１）｝+ｂ+｛ｃ×目標値（ＳＶ）｝ 

              ａ：第１ＰＩＤの制御演算値（ＭＶ１）にかかる係数（設定範囲：0.00～1.00） 

              ｂ：バイアス（設定範囲：-100.0～100.00） 

              ｃ：目標値（ＳＶ）にかかる係数（設定範囲：0.00～1.00） 

 

ステップｎ ステップｎ＋１ ステップｎ＋２ 

ＳＶ 

元のパターン 

ＳＶ補正変更後のＳＶ 

ＳＶ補正変更

ステップｎ-１ 

TIME

 

ステップｎ ステップｎ＋１ ステップｎ＋２ 

ＳＶ 

元のパターン 

ＳＶ補正変更後のＳＶ 

ＳＶ補正変更 

ステップｎ-１ 

TIME
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 １１－１６．伝送信号出力 

 

ＰＶ（測定値）、ＳＶ（設定値）、ＤＥＶ（ＰＶ-ＳＶ偏差値）、ＭＶ１（第１出力値）、ＭＶ２（第２出力値）、 

ＭＦＳＶ（マスフロー設定値）、無 のいずれか１種類を選択し、アナログ信号で出力する機能です。形式により、

伝送信号出力の２出力仕様もあります。 

 

例えば、ＰＶ伝送を選択して、そのアナログ信号を記録計に接続し、本調節計のＰＶを記録計に記録させるなど

の用途に使用します。アナログ信号の仕様は、形式で指定します。 

 
伝送信号出力が４～２０ｍＡの仕様で、測定レンジＫ１、０～１２００℃の範囲でＰＶ伝送を行う場合は、下記

のようになります。 

・モード７の「伝送種類」で「ＰＶ」、「伝送スケール」で「０～１２００」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(調節計) (記録計)

センサ 

ＰＶ伝送を使って、記録計に 

ＰＶを記録させます。 
※調節計と記録計のセンサ信

号の並列接続は禁止です。し

たがって、ＰＶ伝送が有効に

なります。 

伝
送
信
号
出
力 

（０％） 

２０ｍＡ 

（１００％） 

（５０％） 

０ ６００ １２００ 
（℃） 伝送スケール 

１２ｍＡ 

４ｍＡ 
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 １１－１７．外部信号入力 

 

本製品は、外部信号入力に所定の機能を割り付けて運転操作やパターン選択を行うことができます。使用するこ

とができます。モード１０の「ＤＩ構築」にて、外部信号入力の機能と端子番号を割り付けて使用します。 

入力信号は、外部の無電圧接点信号（リレー、スイッチ、オープンコレクタ信号など）の導通信号（ＯＮ／ＯＦ

Ｆ）を使用します。ただし、外部信号入力が外部電源仕様の場合は、１２Ｖ／２４ＶＤＣの電圧信号によって動作

します（電圧印加時ＯＮ）。 

 

１１－１７－１．プログラム外部駆動選択 

   プログラム外部駆動信号は、基本的な信号をまとめて「ＴＹＰＥ１」と「ＴＹＰＥ２」の２組を用意しています。 

  「ＴＹＰＥ１」と「ＴＹＰＥ２」で、信号の種類と動作が異なります。 

モード1の「プログラム駆動方式」で、「ＥＸＴ」を選択時のみ有効になります。実行条件や動作内容などは、 

「１０－２．プログラム運転と運転操作」と同様になります。 

 

  ● ＴＹＰＥ１ 

    「ＴＹＰＥ１」の信号は、ＲＵＮ、ＡＤＶ、ＲＥＳＥＴ、ＷＡＩＴ、ＦＡＳＴの５種から構成されます。 

    各信号の機能と動作は以下のとおりです。 

ＤＰシリーズから更新する場合は、「ＴＹＰＥ１」を選択して下さい。 

 機 能 名 称 説          明 

1.ＲＵＮ ・ＲＵＮ／ＳＴＯＰの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラム運転のＲＵＮ（運転）とＳＴＯＰ（停止）の切換えの機能です。 

・所定の外部信号入力を連続信号で制御します。導通（ＯＮ）時にＲＵＮ状態、非

導通（ＯＦＦ）時にＳＴＯＰ状態になります。 

2.ＡＤＶ ・ＡＤＶの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラムパターンのステップをＡＤＶ（アドバンス：歩進）させる機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。約０．５秒以上導通（ＯＮ） 

され、非導通（ＯＦＦ）になった時点で、1ステップだけＡＤＶ（アドバンス）し

ます。 

3.ＲＥＳＥＴ ・ＲＥＳＥＴの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラム運転をＲＥＳＥＴ（解除）させる機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。非導通（ＯＦＦ）から導通（ＯＮ）

に変化後、約０．５秒以上でＲＥＳＥＴ状態になります。ＲＥＳＥＴ後は通常状

態に戻すため非導通（ＯＦＦ）にします。 

4.ＷＡＩＴ ・外部信号入力専用の運転操作機能です。 

・プログラム運転をＷＡＩＴ（待ち状態）にさせる機能です。ＷＡＩＴとは、プロ

グラム運転の一時停止機能で、ＷＡＩＴ状態の場合、ＷＡＩＴ直前のＳＶと時間

でプログラム運転を停止し、そのＳＶで制御運転を継続します。主に、マスタ・

スレーブ同期運転のときに使用する機能です。 

・所定の外部信号入力を連続信号で制御します。導通（ＯＮ）時にＷＡＩＴ状態に

なります。 

5.ＦＡＳＴ ・ＦＡＳＴの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラム運転をＦＡＳＴ（早送り）させる機能です。 

・所定の外部信号入力を連続信号で制御します。導通（ＯＮ）時にＦＡＳＴ状態に

なります。 
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    「ＴＹＰＥ１」を選択したときのＲＵＮ信号・ＲＥＳＥＴ信号と運転状態の関係は、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ● ＴＹＰＥ２ 

    「ＴＹＰＥ２」の信号は、ＲＵＮ、ＳＴＯＰ、ＲＥＳＥＴ、ＡＤＶの４種から構成されます。 

    各信号の機能と動作は以下のとおりです。 

    ＤＰ－Ⅰ形シリーズから更新する場合は、「ＴＹＰＥ２」を選択して下さい。 

 機 能 名 称 説          明 

1.ＲＵＮ ・ＲＵＮの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラム運転のＲＵＮ（運転）を行う機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。非導通（ＯＦＦ）から導通（ＯＮ）

に変化した時点でＲＵＮ状態になります。ＲＵＮ後は通常状態に戻すため非導通

（ＯＦＦ）にします。 

2.ＳＴＯＰ ・ＳＴＯＰの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラム運転のＲＵＮ状態のとき、ＳＴＯＰ（停止）を行う機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。非導通（ＯＦＦ）から導通（ＯＮ）

に変化した時点でＳＴＯＰ状態になります。ＳＴＯＰ後は通常状態に戻すため非

導通（ＯＦＦ）にします。 

3.ＲＥＳＥＴ ・ＲＥＳＥＴの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラム運転をＲＥＳＥＴ（解除）させる機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。非導通（ＯＦＦ）から導通（ＯＮ）

に変化した時点でＲＥＳＥＴ状態になります。ＲＥＳＥＴ後は通常状態に戻すた

め非導通（ＯＦＦ）にします。 

4.ＡＤＶ ・ＡＤＶの運転操作を外部駆動信号で行います。 

・プログラムパターンのステップをＡＤＶ（アドバンス：歩進）させる機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。約０．５秒以上導通（ＯＮ） 

され、非導通（ＯＦＦ）になった時点で、1ステップだけＡＤＶ（アドバンス）し

ます。 

 

    「ＴＹＰＥ２」を選択したときのＲＵＮ信号・ＳＴＯＰ信号・ＲＥＳＥＴ信号と運転状態の関係は、次のように

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RUN信号

RESET信号

運転状態

ＯＦＦ

ＲＵＮ

ＳＴＯＰ

ＲＥＳＥＴ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

STOP信号
ＯＮ

ＯＦＦ

RUN信号

RESET信号

運転状態

ＯＦＦ

ＲＵＮ

ＳＴＯＰ

ＲＥＳＥＴ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ
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１１－１７－２．その他の外部信号入力 

機 能 名 称 説          明 

1. ＰＴＮ１ 

  ＰＴＮ２ 

  ＰＴＮ４ 

  ＰＴＮ８ 

  ＰＴＮ１０ 

  ＰＴＮ２０ 

  ＰＴＮ４０ 

  ＰＴＮ８０ 

  ＰＴＮ１００ 

  ＰＴＮ２００ 

・パターン（ＰＴＮ）Ｎｏ．選択を外部信号入力で行います。 

・外部信号によるパターンＮｏ．選択は、モード1の「パターン選択方式」で、 

「ＥＸＴ」を選択した時のみ有効になります。 

・パターンＮｏ．は、ＲＥＳＥＴ状態からＲＵＮ状態に変化した時点の信号状態に

より選択されます。以後、ＲＵＮ状態の間は信号状態が変化してもパターンＮｏ．

は変化しません。 

・パターンＮｏ．選択は、ＢＣＤコードによる制御信号に基づきます。 

下記の一例表を参考に、選択したいパターンＮｏ．に合わせて、○印の外部信号

入力を導通（ＯＮ）させます。 

・パターンＮｏ．１～２００以外のＢＣＤコード、または設定されていないパ 

ターンＮｏ．を選択した場合、その選択前のパターンＮｏ．のままとなります。 

・選択するパターンＮｏ．によって不要なパターン選択信号は割付する必要はあり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.Ｃｒｃｌ Ｐｌｓ 
・サークルパルス機能を使用する場合の、パルス入力を割り付けます。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。約０．５秒以上非導通（ＯＦＦ）

にあった後、導通（ＯＮ）された時点で、設定された変化量だけＳＶを更新しま

す。 

3.ＰＶ ＨＯＬＤ ・ＰＶを一時的にホールドする機能です。 

・所定の外部信号入力を連続信号で制御します。導通（ＯＮ）時にホールドし、非

導通（ＯＦＦ）時に解除となります。 

・なお、外部信号入力で、ホールドを行う場合、モード１の「ＰＶホールド」は「解

除」して下さい。解除状態のとき、外部信号入力での切換えが可能です。 

・ホールド状態は、設定直前のＰＶの値でＰＶが固定され、そのＰＶで制御運転は

継続されます。 

4.ＳＶ ＨＯＬＤ ・ＳＶを一時的にホールドする機能です。パターン時間は進行します。 

・所定の外部信号入力を連続信号で制御します。導通（ＯＮ）時にホールドし、非

導通（ＯＦＦ）時に解除となります。 

・なお、外部信号入力でホールドを行う場合、モード１の「ＳＶホールド」は「解

除」して下さい。解除状態のとき、外部信号入力での切換えが可能です。 

・ホールド状態は、設定直前のＳＶの値でＳＶが固定され、そのＳＶで制御運転は

継続されます。 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 200

PTN 1 ○ ○ ○ ○ ○

PTN 2 ○ ○ ○ ○

PTN 4 ○ ○ ○ ○

PTN 8 ○ ○

PTN 10 ○ ○ ○ ○ ○

PTN 20 ○ ○ ○ ○

PTN 40 ○ ○ ○ ○

PTN 80 ○ ○

PTN 100 ○

PTN 200 ○

パターンＮｏ．

パ
タ
ー

ン
選
択
信
号
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機 能 名 称 説          明 

5.ＭＡＮＵＡＬ１ ・第１出力側の自動出力運転（オート出力）／手動出力運転（マニュアル出力）の

切換えの機能です。 

・所定の外部信号入力を導通信号で制御します。導通（ＯＮ）で手動出力運転に、

非導通（ＯＦＦ）で自動出力運転になります。 

・外部信号入力で、ＭＡＮ／ＡＵＴＯの切換えを行う場合、モード１の「運転状態

の選択」－「プログラム駆動方式」を「ＥＸＴ」に設定して下さい。 

・外部信号入力で切換を行う場合でも。前面キーによる操作は可能です。この場合、 

外部信号入力、キーに関わらず、最後の切換操作が有効となります。 

6.ＭＡＮＵＡＬ２ ・第２出力側の自動出力運転（オート出力）／手動出力運転（マニュアル出力）の

切換えの機能です。 

・所定の外部信号入力を導通信号で制御します。導通（ＯＮ）で手動出力運転に、

非導通（ＯＦＦ）で自動出力運転になります。 

・外部信号入力で、ＭＡＮ／ＡＵＴＯの切換えを行う場合、モード１の「運転状態

の選択」－「プログラム駆動方式」を「ＥＸＴ」に設定して下さい。 

・外部信号入力で切換を行う場合でも。前面キーによる操作は可能です。この場合、 

外部信号入力、キーに関わらず、最後の切換操作が有効となります。 

7.ＡＬ ＡＬＬ ＲＥＳ ・発生している全ての警報出力を一時的にリセット（解除）する機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。導通（ＯＮ）で警報リセット状態

になります。リセット後は通常状態に戻すため、非導通（ＯＦＦ）にします。戻

さずに、導通（ＯＮ）のままでは、リセットされた状態が継続されます。 

8.ＡＬ１－４ ＲＥＳ ・発生している１～４の警報出力をリセット（解除）する機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。導通（ＯＮ）で警報リセット状態

になります。リセット後は通常状態に戻すため、非導通（ＯＦＦ）にします。戻

さずに、導通（ＯＮ）のままでは、リセットされた状態が継続されます。 

9.ＡＬ５－８ ＲＥＳ ・発生している５～８の警報出力をリセット（解除）する機能です。 

・所定の外部信号入力を瞬時信号で制御します。導通（ＯＮ）で警報リセット状態

になります。リセット後は通常状態に戻すため、非導通（ＯＦＦ）にします。戻

さずに、導通（ＯＮ）のままでは、リセットされた状態が継続されます。 
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 １１－１８．外部信号出力 

 

本製品は、外部信号出力付き仕様の場合、タイムシグナル信号や各種ステータス信号をオープンコレクタ信号 

で外部に出力することができます。モード１０の「拡張設定」－「ＤＯ構築」にて、外部信号出力の機能と端子 

番号を割り付けて使用します。 

 

機 能 名 称 説          明 

1.ＴＳ１－２８ 

 

・タイムシグナル信号です（連続信号）。 

・ＴＳ１から、ＴＳ１８の１８点（最大ＴＳ２８までの２８点）のタイムシグナル

があり、モード６のタイムシグナルのＯＮ／ＯＦＦ時間の３０種から選択、タイ

ムシグナルがＯＮのときに出力信号がＯＮになります。 

2.ＲＵＮ ・ＲＵＮのステータス信号です（連続信号）。 

・運転状態がＲＵＮ（運転）のときに出力信号はＯＮ、運転状態がＳＴＯＰ 

（停止）のときに出力信号はＯＦＦになります。 

3.ＡＤＶ ・ＡＤＶのステータス信号です（瞬時信号）。 

・運転状態がＡＤＶ（アドバンス：歩進）のときに出力信号は約０．５秒間 

だけＯＮになります。 

4.ＲＥＳＥＴ ・ＲＥＳＥＴのステータス信号です（連続信号）。 

・運転状態がＲＥＳＥＴ（解除）のときに出力信号はＯＮになります。 

5.ＷＡＩＴ ・ＷＡＩＴのステータス信号です（連続信号）。 

・運転状態がＷＡＩＴ（待ち状態）のときに出力信号はＯＮになります。 

ＷＡＩＴとは、実温度補償中の待ち時間、および外部信号入力でＷＡＩＴがＯＮ 

の場合です。ただし、プログラム駆動方式が「ＳＬＡＶＥ」のとき、外部信号入力 

による操作ではＷＡＩＴステータスは出力されません。 

6.ＦＡＳＴ ・プログラムの進行を早送りしている間、出力信号がＯＮになります。 

7.ＥＮＤ ・ＥＮＤのステータス信号です（連続信号）。 

・運転状態がＥＮＤ（プログラム終了）のときに出力信号はＯＮになります。 

8.ＡＬＭ ＷＡＩＴ ・実温度補償の待ち時間警報が発生している間、出力信号がＯＮになります。 

9.ＥＲＲ ・ＲＪデータ異常、Ａ／Ｄ変換異常、内部メモリデータ異常などが発生すると、出力 

信号がＯＮになります。 

10.ＳＶ ＵＰ ・実行中のステップが上昇ステップのときに出力信号がＯＮになります。 

11.ＳＶ ＤＯＷＮ ・実行中のステップが下降ステップのときに出力信号がＯＮになります。 

12.ＰＶ ＨＯＬＤ ・ＰＶ（測定値）がホールド状態のときに出力信号がＯＮになります。 

13.ＳＶ ＨＯＬＤ ・ＳＶ（設定値）がホールド状態のときに出力信号がＯＮになります。 

14.ＭＡＮＵＡＬ１ ・第１出力側が手動出力運転（マニュアル出力）のときに出力信号がＯＮになります。 

15.ＭＡＮＵＡＬ２ ・第２出力側が手動出力運転（マニュアル出力）のときに出力信号がＯＮになります。 

16.ＳＴＯＰ ・ＳＴＯＰのステータス信号です（連続信号）。 

・運転状態がＳＴＯＰ（停止）のときに出力信号はＯＮ、運転状態がＲＵＮ 

（運転）のときに出力信号はＯＦＦになります。 

17.ＣＯＮＳＴ ・調節形態が定値運転のときに出力信号がＯＮになります。 

18.ＢＵＲＮ ＯＵＴ ・入力がバーンアウトのとき、および入力範囲の上限・下限を超えたときに出力信号 

がＯＮになります。 
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機 能 名 称 説          明 

19.ＫＥＹ ＬＯＣＫ ・運転操作キーロック状態 

20.ＭＯＤＥ ＬＯＣＫ ・全モードロック状態 

21.ＦＡＩＬ ・ＲＪデータ異常、Ａ／Ｄ変換異常、内部メモリデータ異常などが発生したときに

ＯＮします。 

22.ＨＥＡＬＴＨ ・正常に制御周期で調節動作しているとき、１秒ごとにＯＮ／ＯＦＦを繰り返します。

23.PTN NO BCD1 

          BCD2 

          BCD4 

          BCD8 

          BCD10 

          BCD20 

          BCD40 

          BCD80 

          BCD100 

          BCD200 

・現在実行中のパターン（ＰＴＮ）Ｎｏ．です。 

・ＢＣＤコードの各々の信号を出力します。 

・例：パターンＮｏ．が３のときは、BCD1とBCD2の出力信号がＯＮになります。 

 

24.STP NO BCD1 

          BCD2 

          BCD4 

          BCD8 

          BCD10 

          BCD20 

          BCD40 

          BCD80 

          BCD100 

          BCD200 

・現在実行中のステップ（ＳＴＰ）Ｎｏ．です。 

・ＢＣＤコードの各々の信号を出力します。 

・例：ステップＮｏ．が５のときは、BCD1とBCD3の出力信号がＯＮになります。 

 

25.ＡＬ１－８ ・警報（ＡＬ）１から８に対応した信号です。 

・警報発生時に出力信号がＯＮになります。 

 

運転状態とステータス信号を図にまとめると、下記のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RESET RESET 

RUN 

END 

RUN 

▼ADV 

STOP [ 運 転 状 態 ] 

［ステータス信号］ 

RESET 

END 

ADV 

RUN/STOP 

約０．５秒 
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 １１－１９．マスタ・スレーブ同期運転 

 

外部信号入力付き仕様、かつ外部信号出力付き仕様に限り、外部駆動信号とステータス信号を組み合わせて、複

数台のＤＰ-Ｇシリーズに対して、実温度補償状態も含めて、同期させたプログラム運転を行うことができます。 

実温度補償動作になった場合でも同期運転を継続する方式をマスタ・スレーブ同期運転と呼び、ＤＰ-Ｇシリーズ

の優れた機能のひとつになります。実温度補償動作になった場合、非同期運転で構わない場合は、一般的な外部駆

動信号の並列結線による運転で結構です。 

 

１１－１９－１．考え方 

 

外部駆動信号とステータス信号を組み合わせます。同期運転を行う複数台のうち、１台をマスタ器、他を

スレーブ器とします。スレーブ器は、マスタ器からのステータス信号を外部駆動信号で受けて、 

プログラム運転を運転します。いずれかの１台が実温度補償動作でＷＡＩＴになった場合、そのＷＡＩＴの

ステータス信号をマスタ器の外部駆動信号のＷＡＩＴに送ることにより、他の全てのスレーブ器もＷＡＩＴ

になります。したがって、実温度補償動作になった場合においても、時間的な誤差を最小限に抑えた同期運

転が実現できます。 

 

１１－１９－２．結線 

 

下記に基本的なマスタ・スレーブ同期運転の結線例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外 部 駆 動 信 号 ス テ ー タ ス 信 号 

端 子 機    能 端 子 機    能 

① ＲＵＮ／ＳＴＯＰ Ⓐ ＲＵＮ／ＳＴＯＰ 

② ＡＤＶ Ⓑ ＡＤＶ 

③ ＲＥＳＥＴ Ⓒ ＲＥＳＥＴ 

④ ＷＡＩＴ Ⓓ ＷＡＩＴ 

⑤ ＣＯＭ Ⓔ ＣＯＭ 

※端子は仮称番号ですので、ご使用の端子番号に読み替えて下さい。 

上記設定に合う設定をして下さい。 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

Ⓐ

Ⓑ 
Ⓒ 
Ⓓ 
Ⓔ 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

Ⓐ

Ⓑ 
Ⓒ 
Ⓓ 
Ⓔ 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

Ⓐ

Ⓑ 
Ⓒ 
Ⓓ 
Ⓔ 

マスタ器 スレーブ器 No.1 スレーブ器 No.2 

マ
ス
タ
器
を
外
部
駆
動
信
号 

で
運
転
操
作
を
行
う
場
合
、 

結
線
し
て
下
さ
い
。 

No.3以降へ続く 
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１１－１９－３．設定 

 

下記のとおり、モード１の「プログラム駆動方式」を設定します。 

 

 設  定  内  容 

マスタ器 下記のいずれかの内から設定します。 

・「ＫＥＹ」 

：運転操作を前面キーで行う場合に設定します。 

・「ＥＸＴ」 

：運転操作を外部駆動信号で行う場合に設定します。 

・「ＣＯＭ」 

：運転操作を通信で行う場合に設定します。 

ただし、通信付き仕様時のみ選択可能。 

 

スレーブ器 全て「ＳＬＡＶＥ」に設定します。 

 

１１－１９－４．運転 

 

①運転操作 

・運転操作は、マスタ器に対してのみ実行します。 

・マスタ器のステータス信号に同期して、全てのスレーブ器が運転されます。 

②実温度補償動作 

・いずれか１台が実温度補償動作になった場合、その１台からＷＡＩＴのステータス信号が出力され、マ

スタ器から全スレーブ器に対してＷＡＩＴの信号が送られます。それにより、接続されている 

全製品がＷＡＩＴになり、同期されます。 
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 １１－２０．通信インターフェイス 

 

本製品には、下記のとおり、多種多様な通信機能を備えています。 

 

１１－２０－１．エンジニアリングポート 

 

全ての製品に備えている通信機能です。エンジニアリングポートは、前面の下部カバーを開け、正面左側にあり

ます。専用のエンジニアリングケーブル（別売）を接続して、パソコンと通信ができます。 

 

エンジニアリングポートによる通信の仕様は、下記のとおりです。 

・通信プロトコル ： ＭＯＤＢＵＳ－ＲＴＵ／ＭＯＤＢＵＳ－ＡＳＣＩＩ 

・通 信 速 度 ： ９６００ｂｐｓ 

・通信キャラクタ ： ビット長８／パリティＮＯＮ／ストップビット１ 

 

１１－２０－２．通信付き仕様 

 

常時、通信を行う場合は、通信付き仕様を選定します。通信の種類は、RS-232C、RS-422A、RS-485の内から選

択可能です。さらに、RS-232C、RS-485に限り、２ポート目の通信を付加することも可能です。 

 

通信は、パソコンと接続して、データの吸い上げ（Data Read）やパラメータの設定（Data Write）を行うこと

ができ、パソコンを使った遠隔操作やデータ管理が可能です。また、ＤＰ-Ｇシリーズのもう一つの機能として、

通信伝送（デジタル伝送）機能があります。これは、弊社定値調節計ＤＢシリーズ、ＬＴシリーズと組み合わせ

て、ＤＰ-ＧシリーズからＳＶ伝送を通信で送信し、これをＤＢ、ＬＴシリーズのリモートＳＶとして通信で受信

することにより、全く誤差がないリモート運転が実現できるという機能です。ＤＢ、ＬＴシリーズのリモート信

号入力によるリモート運転をアナログリモートと呼ぶのに対し、通信リモートによるリモート運転をデジタルリ

モートと呼びます。 

 

下図は、２ポート通信付き仕様を選定し、パソコンと上位通信を行いながら、ＤＰ-Ｇシリーズによる通信伝送

とＤＢシリーズによる通信リモート機能によるリモート運転のモデル例です。 

 

 

 

1ポートはパソコンと接続し、上位通信用 

［ＤＢシリーズ］ 

［ＤＰ-Ｇシリーズ］ 
別の1ポートは通信伝送用で、ＳＶデータを送信 

通信リモートでリモートＳＶを受信し、リモート運転 
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１２．エンジニアリングポート 

 

 

本製品の前面側からパソコンと接続できる機能です。本機能は、通信インターフェイス付き仕様でなくても全て

の製品に標準で装備されております。 

本エンジニアリングポートに専用のエンジニアリングケーブルを差し込み、パソコンと接続します。パソコンを

使うことにより、本製品の前面側から簡単に各種パラメータの設定を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、エンジニアリングポートは、その構造上、一時的な通信接続用であり、常時接続用ではありません。常時

接続して通信を行いたい場合は、ご購入の際、通信インターフェイス付き仕様を指定し、背面端子側から恒久的

に接続してご使用下さい。 

 

 

 
本製品のエンジニアリングポートへのエンジニアリングケーブルの抜き差しは、 

必ず、本製品が通電状態で行って下さい。 

エンジニアリングポート 

！ 注 意 
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１３．トラブルシューティング 
 

症    状 確    認    事    項 

1.ＰＶに誤差がある。 

または、 

ＰＶが不安定である。 

・センサとの結線に問題がないことを確認して下さい。 

・熱電対の場合、熱電対や補償導線で端子ネジまで結線をされていること

を確認して下さい。 

・端子ネジがしっかり締まっていることを確認して下さい。 

・センサ信号が他機器と並列接続をしていないことを確認して下さい。 

・センサ信号に保護素子などが接続され、インピーダンスが高くなって 

いないことを確認して下さい。 

・センサ自体の出力信号や出力仕様（インピーダンスなど）に問題がない

ことを確認して下さい。 

・接地端子が良質な保護接地に接続されている事を確認して下さい。 

・ノイズがないことを確認して下さい。 

・環境や雰囲気（周囲温度、風など）に問題がないことを確認して下さい。 

・各種パラメータ（測定レンジ、センサ補正など）の設定内容が正しいこ

とを確認して下さい。 

2.ＰＶ表示が 

「 ＤＡＴＡ＿Ｈ 」 になる。 

・測定レンジに対して、過大入力の状態です。 

センサ信号を確認して下さい。 

3.ＰＶ表示が 

「 ＤＡＴＡ＿Ｌ 」 になる。 

・測定レンジに対して、過小入力の状態です。 

センサ信号を確認して下さい。 

4. ＰＶ表示が 

「Ｂ＿ＯＵＴ」 になる。 

・バーンアウトの状態です。 

センサ信号を確認して下さい。 

5.ＰＶ表示が 

「ＲＪ＿ＥＲＲ」 になる。 

・ＲＪ素子または測定回路の異常です。 

一旦、電源を切って再起動して下さい。再起動しても改善が見られない場

合、ご購入先（計装業者、設置業者、販売業者）、もしくは最寄の弊社営業

所までご連絡下さい。 

6.ＰＶ表示が 

「ＡＤ＿ＥＲＲ」 になる。 

・入力及び制御演算関係のＣＰＵ異常です。 

一旦、電源を切って再起動して下さい。再起動しても改善が見られない場

合、ご購入先（計装業者、設置業者、販売業者）、もしくは最寄の弊社営業

所までご連絡下さい。 

7.ＰＶ表示が 

「ＣＯＭ＿ＥＲＲ」 になる。 

・設定及び動作関係のＣＰＵ異常です。 

一旦、電源を切って再起動して下さい。再起動しても改善が見られない場

合、ご購入先（計装業者、設置業者、販売業者）、もしくは最寄の弊社営業

所までご連絡下さい。 

8.原因不明だが、動作がおか 

しい。 

・各種パラメータの設定内容が正しいことを確認して下さい。 

・それでも明らかに本製品の動作がおかしい場合、設定内容の初期化を 

行って下さい。再度、全ての設定を行い、問題がないことを確認して 

下さい。 

9.制御が不安定である。 ・操作端との結線に問題がないことを確認して下さい。 

・端子ネジがしっかり締まっていることを確認して下さい。 

・ノイズがないことを確認して下さい。 

・各種パラメータ（ＰＩＤ、出力リミッタなど）の設定内容が正しいこと 

を確認して下さい。 

※制御性に関しては、本製品単体ではなく、最終製品のシステム全 

体で設計／調整を行う必要があります。本製品の各種パラメータ 

（ＰＩＤなど）の設定内容を調整しても制御性が向上しない場合 

は、最終製品の設計者にご相談をお願いします。 
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症    状 確    認    事    項 

10.パラメータ設定時にエラー 

メッセージが表示される。 

・設定登録ができない設定内容になっていますので、エラーメッセージ 

と設定内容を確認し、正しい設定内容に変更して下さい。 

 

11.運転開始時にエラー 

メッセージが表示される。 

・運転開始ができない設定内容になっていますので、エラーメッセージ 

と設定内容を確認し、正しい設定内容に変更して下さい。 

 

12.キースイッチ不良 ・モード１１の「メンテナンス」－「キーチェック」画面で、前面キーの動

作確認を行って下さい。正常であれば、押されたキーが画面上の表示で白色

から青色へ、または青色から白色へ変化します。 

 

13.表示部が正常に見えない。 ・モード１０の「拡張設定」－「画面設定」－「バックライト輝度」の設定

値を適正な値に設定して下さい。１が最低輝度、４が最高輝度です。 

 また、表示色がおかしい場合は、モード１１の「メンテナンス」－「画面

チェック」で表示状況を確認して下さい。 

 

14.バッテリアラームが出てい

る。 

・バッテリが消耗し、運転時のパラメータが保持されない可能性があります。

 ご購入先（計装業者、設置業者、販売業者）、もしくは最寄の弊社営業所ま

でご連絡下さい。 

 

   上記のトラブルシューティングを実行しても改善が見られない場合、ご購入先（計装業者、設置業者、販売業者）、

もしくは最寄の弊社営業所までご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 修理や改造が必要な場合は、ご購入先、もしくは最寄の弊社営業所までご連絡下

さい。弊社の認定したサービス員以外による部品交換などの修理や改造は禁止され

ています。 

 修理中に予想外のトラブル（停電、地震、その他予期せぬ事故）が発生した場合、

設定されていたデータが消えてしまう可能性があります。修理に出す前に、必ず設

定されているデータの控えをとって下さい。 

 また、データが消えてしまった場合、いかなる場合もそのデータの保証はできま

せん。 

 

！ 警 告 
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１４．点検と保守 

 

１４－１．点 検 

 

１４－１－１．試運転による点検 

 

毎回の運転開始前に試運転を行い、本製品、および最終製品が正常なことを確認して下さい。 

 

１４－１－２．精度の点検 

 

本製品には、お客様の必要に応じて、定期的な精度点検が必要な項目があります。これらは、経年変化などに

より、ご購入いただいた時点から、若干、精度的にずれてくる可能性があります。 

弊社でも精度点検を実施しておりますので、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご相談下さい。 

 

１４－１－３．オーバーホール 

 

長期的に信頼性を保つため、２～３年を目処に、オーバーホールをお勧めします。オーバーホールのご用命は、

ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご相談下さい。 

 

１４－２．寿命部品 

 

本製品の明らかな寿命部品は下記のとおりです。 

一般的にはほとんどの部品について、経年変化や経年劣化が生じることをご理解下さい。 

 

部   品   名 推 定 寿 命（交 換 の 目 安） 

1.リレー（制御用、警報用） 約１０万回 

2.電解コンデンサ（電源回路の平滑用） 約５年（周囲温度：３０℃、運転時間：１２時間／日） 

3.電池（メモリバックアップ用） 約１０年（周囲温度：３０℃、運転時間：１２時間／日）

4.ＬＣＤパネル（表示用） 約５年（周囲温度：３０℃、運転時間：１２時間／日） 

 

１４－３．廃 棄 

 

 

①本製品には、構成する部品において、ＲｏＨＳ指令で定められた規定量以下の微量な

有害化学物質が含まれています。 

②本製品を廃棄する際は、必ず、専門業者へ廃棄を依頼して下さい。 

または、各地方自治体の定める方法に従って廃棄して下さい。 

③本製品には、リチウム電池を使用していますので、リチウム電池は、必ず、専門業者

へ廃棄を依頼して下さい。 

④本製品を梱包していた箱やビニール袋、緩衝材、シールなどは、各地方自治体の定め

るゴミ収集方法に応じて分別し、リサイクル等にご協力下さい。 

！ 注 意 
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１５．用語の説明 

 

 

用 語 名 説          明 

単  位 

 

熱電対、または測温抵抗体に限り、℃、またはＫのいずれかを選択します。 

演算式は、下記のとおりです。 

  ・℃ ＝ Ｋ－２７３．１５ 

  ・Ｋ ＝ ℃＋２７３．１５ 

Ｒ  Ｊ 

（Reference Junction） 

 

熱電対は、測温接点（温度測定側）と基準接点（起電力発生側）があり、基 

準接点は０℃の条件で、熱起電力表の規格（目盛付け）が決まっています。 

                    ▢ 

   測温接点 ◉            基準接点 

                    ▢ 

本製品の端子に熱電対を結線した場合、通常、端子の温度は周囲温度程度に 

なりますので、０℃ではありません。したがって、その温度分を補償しなけれ 

ば、正確な温度は測定することはできないことになります。その補償を製品内 

部で自動的に行う補償機能が「ＲＪ」になります。 

測定レンジで、熱電対を選択した場合、この「ＲＪ」機能はＯＮになります。 

セ ン サ 補 正 

 

ＰＶ（測定値）を補正（バイアス）する機能です。 

センサ信号のゼロ点調整としても使用できます。 

Ｐ Ｖ 小 数 点 

 

ＰＶ（測定値）の小数点位置を選択できる機能です。 

５桁表示内で小数点位置を決めることができます。 

デジタルフィルタ 

 

ＰＶ（測定値）に１次遅れ演算を持たせた演算上のフィルタ機能です。 

デジタルフィルタの設定値は、時定数（Ｔ）に相当し、ステップ状にＰＶが 

変化したとき、約６３％までに到達する時間（秒）に相当します。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

０．６３Ａ 
デジタルフィルタによるＰＶの遅れ 

Ｔ Ｔ：デジタルフィルタ（0.0－99.9秒） 

本来のＰＶ変化 
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用 語 名 説          明 

出力リミッタ 

 

ＭＶ（出力値）に、-５．０～ 

１０５．０％の範囲内で、上限値 

と下限値を設定する機能です。 

全ての制御上のＭＶ（出力値） 

は、この設定された上限値と下限 

値の範囲内になります。 

  設定によりマニュアル出力の際に  

 無効とすることもできます。 

 また、ＰＶエラー上限／下限時出力に関しては無効です。 

出力スケール 

 

設定された上限値と下限値に対し 

て、ＭＶ（出力値）を０．０～ 

１００．０％に割り付ける機能です。 

全ての制御上のＭＶ（出力値） 

は、この設定された上限値と下限 

値の範囲内になります。 

 ただし、マニュアル出力動作及び 

ＰＶエラー上限／下限時出力に関しては無効です。 

出力変化量リミッタ 

制御周期（約０．１秒）ごとに、ＭＶ（出力値）の変化量を制限する機能で 

す。例えば、ＭＶの変化が５０％で、出力変化量リミッタの設定値が５％の場 

合、約０．１秒×５０／５＝約１．０秒となり、５０％の変化に到達するのに、 

約１．０秒を要することになります。 

この機能を上手に使うことにより、ＭＶ（出力値）の急変を防ぐことができ、 

制御性の向上につながります。 

 ただし、マニュアル出力動作及びＰＶエラー上限／下限時出力に関しては無効です。 

出力プリセット 
Ｐ（比例）動作のみの制御時、ＳＶ＝ＰＶのときのＭＶ（出力値）を設定で 

きる機能です。 

ＰＶエラー 

上限／下限時出力 

ＰＶ（測定値）がオーバーレンジ（上限バーンアウトを含む）、アンダーレ 

ンジ（下限バーンアウトを含む）、内部データ異常状態になった場合、強制的 

に、ＭＶ（出力値）をこの設定値にする機能です。 

オーバーレンジ（上限バーンアウトを含む）の場合とアンダーレンジ（下限 

バーンアウトを含む）の場合で、個別に設定が可能です。また、内部データ異 

常などの場合は、オーバーレンジ（上限バーンアウトを含む）の場合と同じ 

ＭＶ（出力値）になります。 

パ ル ス 周 期 

オンオフパルス形、またはＳＳＲ駆動パルス形の場合の出力ＯＮ／ＯＦＦの 

１サイクル時間を設定する機能です。 

設定値が小さいほど制御性は向上しますが、ＯＮ／ＯＦＦの回数が増えるた 

め、リレーなどの寿命が低下します。制御性に支障がない範囲で、なるべく大 

きい値を設定して下さい。 

１００％ 

Ｈ 

Ｌ 

０％ 

ＳＶ

比例帯

出
力
値 

１００％ 

Ｈ 

Ｌ 

０％ 

ＳＶ

比例帯

出
力
値 
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用 語 名 説          明 

調 節 動 作 

 

「逆動作」は、ＳＶ（設定値）に対して、ＰＶ（測定値）が低いほどＭＶ 

（出力値）が大きい調節動作で、一般的には、加熱動作のときに使用します。 

「正動作」は、ＳＶ（設定値）に対して、ＰＶ（測定値）が高いほどＭＶ 

（出力値）が大きい調節動作で、一般的には、冷却動作のときに使用します。 

 

出力 不 感 帯 

（２位置制御動作） 

と 

ＰＩＤ不感帯 

 

ＰＩＤ設定における不感帯は、Ｐの値によって出力不感帯またはＰＩＤ不感帯と 

して機能します。 

 

①Ｐ＝０．０％のとき 

   出力不感帯として動作します。 

   設定値が小さいほど制御性は向上します 

が、ＯＮ／ＯＦＦの回数が増えるため、リ 

レーなどの寿命が低下します。制御性に支 

障がない範囲で、なるべく大きい値を設定 

して下さい。 

②Ｐ≠０．０％のとき 

   ＰＩＤ不感帯として動作します。 

   不感帯内では偏差（ＤＥＶ）＝０として 

  制御動作を停止します。 

   通常の温度制御では、０．０％に設定し 

  ます。測定値（ＰＶ）にふらつきがあり、 

  ＳＶ近傍での操作量（ＭＶ）が安定しない 

場合など、不感帯の設定値を０％以外にす 

れば、操作量を安定させることができます。 

ただし、不感帯の範囲でオフセットが残り 

ますので注意が必要です。 

 

警 報 不 感 帯 

 

警報発生時は警報設定値で警報が発生し、警報解除時は警報設定値に設定さ 

れた不感帯を超えたら解除される機能です。 

 

１００％ 

０％ 
ＰＶ 低 高 

ＳＶ 

［ 逆動作 ］

１００％ 

０％ 
ＰＶ 低 高 

ＳＶ 

［ 正動作 ］

上限警報設定値 

発生点 不感帯 

解除点 

警報発生区間 

ＰＶ 

 
１００％ 

０％ 
ＰＶ低 高 

ＳＶ

 ［ 出力不感帯（逆動作の場合） ］

不感帯 

 

偏差 

ＰＩＤ演算に使用する偏差  

不感帯  

不感帯内では偏差＝０としてＰＩＤ演算

を行いますので、操作量は変化しません。

ＳＶ  

不感  ［ Ｐ ＩＤ 帯  ］ 
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用 語 名 説          明 

警 報 遅 延 

 

警報出力に遅れを持たせる機能で、警報ＯＮの判定時間が連続して設定値以 

上になったら、初めて警報がＯＮになります。もし、警報ＯＮの判定時間が設 

定値未満の場合、警報はＯＮになりません。 

例えば、警報遅延の設定値が５の場合、５回連続して警報が発生したときに 

初めて警報がＯＮになります。しかし、警報が解除されるときは、直ちにＯＦＦ 

となります。 

 

Ａ．Ｒ．Ｗ 

（ｱﾝﾁ．ﾘｾｯﾄ．ﾜｲﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ） 

 

位置形ＰＩＤ制御において、ＰＩＤ動作（特に、Ｉ動作）の範囲を決める機 

能です。この設定値を超えた場合、ＰＤ動作になります。 

 

ＰＶスタート 

 

プログラム運転中の機能のひとつで、プログラムパターンのＳＶ（設定値） 

を現在のＰＶ（測定値）からスタートさせる機能です。 

ＰＶスタートの設定の場合、運転状態をＲＥＳＥＴからＲＵＮにした際、そ 

のときのＰＶとプログラムパターン内の最初の同一ＳＶから運転が開始されま 

す。もし、同一ＳＶがない場合は、ＳＶスタートとなり、最初のステップから 

運転が開始されます。また、パターンリンクの設定がされている場合、最初の 

パターンのみ有効になります。 

スタート時のＰＶがサークルパルスに設定されてたステップに該当する場合

は、サークルステップの次のステップからスタートします。サークルステップが

連続している場合は、サークルステップでないステップのはじめから開始します。 

 

実 温 度 補 償 

 

プログラム運転で、次の新しいステップに進む際、ＰＶ（測定値）がＳＶ 

（設定値）に対して実温度補償の設定値以内に入っていなければ、設定値以内 

に入るまで、そこで時間を止めて定値運転を行い、入った時点で次のステップ 

に進む機能です。 

したがって、本機能を有効に使うことにより、プログラムパターンに沿った 

制御運転が可能になります。なお、あまり小さい値を設定すると、次の取り込み

までの間に通り過ぎてしまい、実温度補償が解除されない場合があります。 

 

待 時 間 警 報 

 

実温度補償動作の際、待時間警報の設定値以上、実温度補償動作による定値 

運転の時間が経過した場合の警報機能です。 

 

マスフローＳＶ 

 

マスフローコントローラ等への設定値を、伝送信号出力を用いて出力できる機 

能です。外部機器への補助出力として使用できます。 

 

ＰＩＤ動作 

ＡＲＷのＨ 

ＰＶ 

ＳＶ 

ＡＲＷのＬ 
ＰＤ動作 

ＰＤ動作 
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１６．アクセサリ 

 

１６－１．接点保護素子 

 

本製品のリレー出力の端子には、ノイズ除去のため、接点保護素子を接続します。オンオフパルス形、オンオフ

サーボ形、警報出力などのリレー出力では、必ず、バッファリレー、および接点保護素子を介して、負荷と結線し

て下さい。 

接点保護素子は、下記のとおり、弊社でも用意しておりますので、必要に応じてご使用下さい。 

 

形  式 仕  様 開 閉 電 流 用  途 

ＣＸ－ＣＲ１ ０．０１μＦ＋１２０Ω ０．２Ａ以下 軽負荷用 

ＣＸ－ＣＲ２ ０．５μＦ ＋４７Ω ０．２Ａ以上 重負荷用 

 

  なお、ご使用の際は、下記のとおり、負荷電源に応じたリーク電流が流れますので、ご注意下さい。 

 

電源電圧：２００Ｖ 電源電圧：１００Ｖ 
形  式 

５０Ｈｚ ６０Ｈｚ ５０Ｈｚ ６０Ｈｚ 

ＣＸ－ＣＲ１  約 ２ｍＡ  約 ２ｍＡ  約 １ｍＡ  約 １ｍＡ 

ＣＸ－ＣＲ２  約４５ｍＡ  約５５ｍＡ  約２３ｍＡ  約２８ｍＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６－２．エンジニアリングケーブル 

 

  エンジニアリングポート接続用の専用のエンジニアリングケーブルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  [ RZ-EC3 ] 
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１７．仕 様 
 

■入力仕様                           

  入 力 種 類：フルマルチレンジ                

           熱電対---B,R,S,K,E,J,T,N,U,L,WRe5-WRe26,    

                           W-WRe26,NiMo-Ni,CR-AuFe,PR5-20,   

                           PtRh40-PtRh20,PlatinelⅡ       

                           旧DP対応ﾚﾝｼﾞ用意(測定ﾚﾝｼﾞ表参照)   

         直流電圧---±10mV, ±20mV, ±50mV,±100mV,  

                        ±5V, ±10V                  

                  直流電流---0－20mA                            

                  測温抵抗体--Pt100,JPt100,旧Pt100,Pt50,Pt-Co   

               (3線式・4線式) 

 精 度 定 格：測定レンジ・精度定格の表参照             

  基準点補償精度：K,E,J,T,N, PlatinelⅡ----±０.５℃以下        

                 旧ＤＰ対応ﾚﾝｼﾞ-----------±０.５℃以下    

          上記以外-----------------±１.０℃以下       

 センサ補正    ：目標設定分解能の０.１倍の分解能で設定可能     

 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期 ：約０.１秒                           

 バーンアウト ：熱電対･直流電圧(±50mV以下)･測温抵抗体で   

                ﾊﾞｰﾝｱｳﾄあり(発生時の出力値は任意値設定可)   

 レ ン ジ 設 定：測定ﾚﾝｼﾞ範囲内で使用ﾚﾝｼﾞ設定可能(ﾘﾆｱﾚﾝｼﾞのみ) 

  スケーリング ：直流電圧・電流入力               

                (設定範囲-99999～99999小数点位置指定)         

  ﾕｰｻﾞｰﾘﾆｱﾗｲｽﾞﾃｰﾌﾞﾙ：直流電圧･直流電流入力で使用可能(19折れ点) 

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀ  ：０－９９.９秒                  

 許容信号源抵抗：熱電対入力・直流電圧入力(mV)----100 Ω以下   

         直流電圧入力(±5V, ±10V)-------300 Ω以下    

           測温抵抗体入力(3線式)--１線当たり5 Ω以下    

                 (4線式)--１線当たり100 Ω以下 

 入  力 抵 抗：熱電対・直流電圧入力------------１ＭΩ以上   

         直流電流入力----------------------約100 Ω  

  測 定 電 流：測温抵抗体入力----------約１ｍＡ        

 最大許容入力 ：熱電対・直流電圧入力----±20 VDC       

                  直流電流入力------------±30 mA               

測温抵抗体-------------- 500Ω以下、±5V以下 

 演 算 機 能：開閉演算，Log演算 

最大コモンモード電圧：30VAC 以下 

コモンモード除去比 ：130ｄB以上（50/60Hz） 

ノーマルモード除去比： 50ｄB以上（50/60Hz） 

 

■プログラム仕様                          

  ﾊﾟﾀｰﾝ設定方式 ：目標値-時間または勾配-時間             

                 ・時間設定--時-分または分-秒(初期化時に選択切換) 

              ・勾配設定--温度/分または温度/秒              

 ス テ ッ プ 数：１パターンにつき最大１９９ステップ              

 パ タ ー ン 数：最大２００パターン                

 合計ステップ数：最大４０００ステップ               

  繰 り 返 し：ﾊﾟﾀｰﾝ  最大９９９９回、ｽﾃｯﾌﾟ 最大９９回     

 ｽﾃｯﾌﾟ設定範囲 ：目標値----入力スケール範囲内              

         勾 配---- -99.999～99.999 

         時 間----0～999時間59分または0～999分59秒      

 スタート温度  ：ＰＶスタートまたは任意設定値スタートを選択    

 目標値(SV)補正：-99999～99999小数点位置ｽｹｰﾘﾝｸﾞ連動            

 早送り(FAST) ：プログラムの早送り機能付き(約10倍又は60倍)   

 終 了 時 出 力：定値制御か出力固定(設定-5～105%)にするか選択   

 パラメータ登録：各パラメータをステップ毎に選択可能        

 (ｼｰｹﾝｽの設定)  ・ＰＩＤ定数----８種またはＳＶ区間自動選択８種  

                     (不感帯,ARW上限･下限,出力ﾌﾟﾘｾｯﾄ含む) 

          ・出力ﾘﾐｯﾄ(上限･下限)/出力変化量ﾘﾐｯﾄ（上限･下限） 

               ----各８種またはＳＶ区間自動選択８種 

         ・実温度補償の偏差値--８種            

         ・待時間警報の待時間--８種             

         ・警報/拡張警報-------各８種(４点１組)        

         ・タイムシグナル時間--３０種,ｵｰﾙ ON,ｵｰﾙ OFF,    

                         逆位相,ｽﾃｯﾌﾟ内繰返し    

                  ・センサ補正/マスフロー目標値----各８種          

 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定変更：運転中変更可能--目標値,時間,勾配,PID,ARW,実温度補償,

出力ﾘﾐｯﾄ,出力変化率ﾘﾐｯﾄ,警報設定値,ｾﾝｻ補正,SV補正, 

ﾏｽﾌﾛｰ SV 

付 加 機 能：ﾊﾟﾀｰﾝﾘﾝｸ,ｻｰｸﾙｽﾃｯﾌﾟ機能,ﾊﾟﾀｰﾝ編集(ｺﾋﾟｰ、削除)   

 

■調節仕様 

 制御切換周期 ：約０.１(初期値)/０.２/０.３/０.５秒 

 調 節 方 式：ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ形PID,電流出力形PID,SSR駆動ﾊﾟﾙｽ形PID, 

電圧出力形PID,（電流・電圧出力形は高精度ﾀｲﾌﾟあり） 

  Ｐ Ｉ Ｄ 値：ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞによる自動設定または手動設定 

・Ｐ ０～９９９．９％(０は２位置動作) 

・Ｉ ０～９９９９秒(０はＩ動作なし) 

・Ｄ ０～９９９９秒 

 ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ  ：６方式 AT1--運転中の目標値で設定 

                         AT2--ｽﾃｯﾌﾟ区間同軸８種を予め設定 

                         AT3--SV区間自動選択８種を予め設定 

                       AT4～AT6--２出力形の第２出力側を設定 
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ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ形    ：出力信号--ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ導通信号(ﾘﾚｰ接点) 

                 接点容量--抵抗負荷100VAC・5A, 240VAC・5A, 30VDC・5A

                       誘導負荷100VAC・2.5A, 240VAC・2.5A 

                              30VDC・2.5A 

ｵﾝｵﾌｻｰﾎﾞ形   ：出力信号--ｵﾝｵﾌｻｰﾎﾞ導通信号(ﾘﾚｰ接点) 

                 接点容量(標準負荷仕様) 

抵抗負荷100VAC・5A, 240VAC・5A, 30VDC・5A

                       誘導負荷100VAC・2.5A, 240VAC・2.5A  

                              30VDC・2.5A 

              最小負荷 5VDC･10mA以上 

                 接点容量(微小負荷仕様) 

抵抗負荷100VAC・20mA, 240VAC・20mA, 

30VDC・20mA 

                       誘導負荷100VAC・20mA, 240VAC・20mA 

                              30VDC・20mA 

              最小負荷 5VDC･1mA以上 

         ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ抵抗－100Ω～2kΩ 

電流出力形  ：出力信号--４～20mA 

         負荷抵抗--750Ω以下, 

          高精度ﾀｲﾌﾟ：４～20mA又は1～5mA、±0.1%FS 

SSR駆動ﾊﾟﾙｽ形：出力信号--ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ電圧信号 

               ＯＮ時   12VDC±20%(最大20mA) 

                            ＯＦＦ時 0.8VDC以下 

電圧出力形   ：出力信号--０～10VDC 

                  出力抵抗--約10 Ω 

           高精度ﾀｲﾌﾟ：０～10VDC 、±0.1%FS 

出力リミット ：上限0.0～105.0%、下限–5.0～100.0% 

出力変化量ﾘﾐｯﾄ：上昇0.01～100.00%、下降-0.01～-100.00%  

出力プリセット：比例動作でのPV=SV時の出力設定-100.0～100.0% 

出 力 不 感 帯：不感帯設定0.0～9.9%(2位置動作時は0.1～9.9%) 

調 節 動 作：正動作／逆動作切換 

実 温 度 補 償：偏差値設定0～99999小数点位置ｽｹｰﾘﾝｸﾞ連動 

ＰＶエラー時出力：上限及び下限エラー時出力の個別設定-5.0～105.0% 

Ａ．Ｒ．Ｗ  ：上限0.0～100.0%、下限-100.0～0.0% 

定値運転切換 ：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(PROG)ﾓｰﾄﾞ／定値(CONST)ﾓｰﾄﾞ切換 

手 動 運 転：出力範囲 -5.0～105.0% 

・ＭＡＮ→ＡＵＴＯ時 ﾊﾞﾗﾝｽﾚｽﾊﾞﾝﾌﾟﾚｽ 

・ＡＵＴＯ→ＭＡＮ時 ＡＵＴＯ時の出力保持 

復電時制御動作：復電時にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの継続／リセットを選択可能 

調 節 演 算：位置形、速度形の選択可能 

２ 出 力 仕 様：ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ形,電流出力形,SSR駆動形,電圧出力形 

           電流出力形(高精度),電圧出力(高精度)  

          ６種の任意組合せ可能、２出力独立PID 

加熱・冷却制御：冷却比例演算、整合器演算 

カスケード1次調節計： 

出力(%)=a×制御演算値＋b＋c×設定値 

           a,c:0.00～1.00、b:-100.0～100.0 

                  出力先指定—制御出力1/2、伝送出力1/2 

 

■警 報 仕 様                         

 設  定  数：４点＋４点(拡張割付設定用)           

 判 定 方 式：絶対値での上限警報又は下限警報(待機有/無)   

         偏差での上限警報又は下限警報(待機有/無)    

         絶対値偏差での上限警報又は下限警報(待機有/無)   

         測定値変化率での上限警報又は下限警報(待機有/無) 

         設定値の上限判定又は下限判定(待機有/無)      

             出力値の上限判定又は下限判定(待機有/無)        

         制御ﾙｰﾌﾟ異常,ﾌｪｲﾙ ,待時間警報,ｴﾝﾄﾞ信号     

遅延、ﾗｯﾁ機能の選択設定可能 

 警報設定範囲  ：-99999～99999小数点位置ｽｹｰﾘﾝｸﾞ連動        

不  感  帯：設定分解能の０.１倍              

遅延設定範囲  ：１～１０回                   

出 力 形 態：リレー接点出力４点(A接、ｺﾓﾝ共通)            

     接点容量 抵抗負荷100VAC・3A,240VAC・3A    

                             30VDC・3A                  

                      誘導負荷100VAC・0.5A,240VAC・0.5A  

                    30VDC・0.5A                

                      最小負荷 5VDC､10mA以上               

                 外部出力信号への拡張割付設定４点                  

警 報 解 除：発生中の警報解除(ﾘｾｯﾄ)が可能 

 

■外部出力信号仕様                                               

  出 力 点 数 計：２８点(各点毎機能割付可能)              

  出 力 形 態：ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力(24VDC・最大50mA)                     

  ﾀｲﾑｼｸﾞﾅﾙ出力 ：既定割付点数 １８点                

         出力方式 ALL-ON／ALL-OFF／ｽﾃｯﾌﾟ毎最大30種より選択  

 ステータス出力：既定割付点数 １０点                         

         出力種類 RUN/STOP,ADV,RESET,WAIT,FAST,END,        

                           ALM-WAIT,ERR,SV-UP,SV-DOWN        

                    選択割付･･･MANUAL,ﾊﾞｰﾝｱｳﾄ,ｷｰ/ﾓｰﾄﾞﾛｯｸｽﾃｰﾀｽ,

ﾊﾟﾀｰﾝ/ｽﾃｯﾌﾟ No.-BCD出力他       

 警 報 出 力  ：選択割付可能 8点                           

         出力種類 AL1～AL8                            

                                   

■外部入力信号仕様                                                   

  入 力 点 数 計：１６点(各点毎機能割付可能)                        

 入 力 形 態：無電圧接点 (接点容量12VDC・2mA以上)                  

         外部電源仕様は､12／24VDC 

(電源印加時ON,最大12mA/点) 

  外部駆動入力 ：既定割付点数 ５点                                 

         入力種類 RUN/STOP,ADV,RESET,WAIT,FAST,       

                           選択割付･･･ ｻｰｸﾙﾊﾟﾙｽ（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ操作）       

                     A/M外部切換,警報ﾘｾｯﾄ,     

                                   PV ﾎｰﾙﾄﾞ,SV ﾎｰﾙﾄﾞ             

 ﾊﾟﾀｰﾝ選択入力 ：既定割付点数 １０点                               

         入力種類 1,2,4,8と10,20,40,80,100,200の10種     

         選択方式 BCD ｺｰﾄﾞによる１～200のNo.選択          
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 ■表示仕様                            

 表  示  器：５.６形ＴＦＴカラーＬＣＤ                    

 表 示 内 容：運転画面 一括表示画面----ﾊﾟﾀｰﾝ進行、ﾊﾟﾀｰﾝ・ｽﾃｯﾌﾟ No.、

各ﾃﾞｰﾀ数値、ｽﾃｰﾀｽ、警報、    

                           数値拡大表示、ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示、        

              ﾄﾚﾝﾄﾞ表示、DO表示、DI表示     

          設定画面 ﾊﾟﾀｰﾝ・ｼｰｹﾝｽ設定、各種ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定、 

                          ﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ管理設定、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、設定ﾛｯｸ、通信  

              伝送、運転中設定変更 など    

 ＬＣＤﾊﾞｯｸﾗｲﾄ ：輝度調整４段階可能  

 

■設定・操作仕様 

操作キーの種類：MENUE,DISP,上下・左右ｷｰ,ENT,ESC,FUNC 

                  RUN,STOP,ADV,RESET,A/M 

設定・操作方式：設定--メニュー呼出し・カーソル選択方式 

                 運転操作--キー直接操作(FUNCと組合せ) 

ＭＥＮＵ設定 ：ﾓｰﾄﾞ 0(実行ｽﾃｯﾌﾟの設定変更), 

            ﾓｰﾄﾞ 1(運転状態の選択)、ﾓｰﾄﾞ 2(ﾊﾟﾀｰﾝとｼｰｹﾝｽ) 

            ﾓｰﾄﾞ 3(PID・警報関係)、ﾓｰﾄﾞ 4(出力/制御関係), 

          ﾓｰﾄﾞ 5(入力関係)、ﾓｰﾄﾞ 6(ﾀｲﾑｲﾍﾞﾝﾄ)、ﾓｰﾄﾞ 7(伝送), 

               ﾓｰﾄﾞ 8(通信)、ﾓｰﾄﾞ 9(ﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ)、ﾓｰﾄﾞ 10(拡張設定) , 

         ﾓｰﾄﾞ 11(ﾒﾝﾃﾅﾝｽ) 、ﾓｰﾄﾞ 12(ﾍﾙﾌﾟ) 

運 転 操 作：運転開始・停止(RUN・STOP),運転解除(RESET), 

            ｽﾃｯﾌﾟ歩進(ADV),自動/手動切換(A/M),早送り(FAST) 

ＤＩＳＰ操作 ：運転画面の切換 

          ＨＯＭＥ画面(登録運転画面)自動表示 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ：前面にｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ用意(専用ｹｰﾌﾞﾙ接続) 

  

■メモリーカード仕様（カードは別売） 

メモリー媒体 ：コンパクトフラッシュ（ＣＦ）カード 

 メモリー容量 ：最大２Ｇバイト 

  保 存 デ ー タ：設定パラメータ、プログラムパターン 

          一括データ（オートロード用） 

 機     能：保存/読込/削除/比較（ベリファイ） 

                 カードのフォーマット（簡易フォーマット） 

         ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾀｰﾝ保存/削除は個別/全ﾊﾟﾀｰﾝ選択可 

 

■一般仕様  

定格電源電圧 ：１００－２４０VAC ５０/６０Hz(フリー電源) 

最大消費電力 ：５０ＶＡ 

基準動作条件 ：周囲温湿度範囲 ２１～２５℃,５０～６０%RH 

                 電源電圧 １００VAC±１.０％ 

                 電源周波数 ５０/６０Hz±０.５％  

                 姿勢 左右±３°, 前後±３° 

                 ウォームアップ時間 ３０分以上 

  正常動作条件 ：周囲温湿度範囲 –１０～５０℃,１０～９０%RH 

                  電源電圧 ９０～２６４VAC 

         電源周波数 ５０/６０Hz±２％ 

                  姿勢 左右±１０ ,゚前後±１０  ゚

 

輸 送 条 件：工場出荷時梱包状態に置いて 

                  周囲温湿度範囲 –２０～６０℃,５～９０%RH 

                            (但し結露させないこと) 

                 振動 １０～６０Hz ０.５Ｇ(４.９m/s2)以下 

                  衝撃 ４０Ｇ(３５２m/s2)以下 

  保 管 条 件：周囲温湿度範囲 –２０～６０℃,５～９０%RH 

                           (但し結露させないこと) 

  停  電  対  策：EEPROM及びﾘﾁｳﾑ電池によるRAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟで 

         設定内容を保持 

絶 縁 抵 抗：二次端子と接地端子間 20MΩ以上（500VDC） 

                  一次端子と接地端子間 20MΩ以上（500VDC） 

                  一次端子と二次端子間 20MΩ以上（500VDC） 

  絶  縁 耐 圧：二次端子と接地端子間  500VAC（1分間） 

                  一次端子と接地端子間 1500VAC（1分間） 

             一次端子と二次端子間 2300VAC（1分間） 

         ※一次端子：電源(100-240VAC)､制御出力､警報出力の端子

          二次端子：一次端子以外の全端子 

  外 郭 材 質：ケース・前面(枠)・入出力端子台 

                        ----難燃性ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ樹脂 

                   外部入出力･伝送出力･通信端子台----PBT 

外  郭  色：前面枠・ケース、グレーまたは黒 

 質     量：約１．７ｋｇ 

  取 付 方 法：パネル埋込取付 

  端 子 ネ ジ：M3.5 (外部入出力･伝送出力･通信端子はM3) 

 

■オプション仕様 

[伝送信号出力] 

出力点数：最大２点 

出力種類：目標値,測定値,偏差値,出力値他 

出力方式：4～20mADC(負荷抵抗400Ω以下) 

0～1VDC(出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ約10Ω、負荷抵抗50 kΩ以上) 

0～10VDC(出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ約10Ω、負荷抵抗50 kΩ以上) 

1～5VDC(出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ約10Ω、負荷抵抗50 kΩ以上) 

                  第2伝送出力は1-5VDCなし 

ｽｹｰﾙ設定：-99999～99999小数点ｽｹｰﾘﾝｸﾞ連動 

精度定格：第１出力 ±0.1%FS、第２出力 ±0.3%FS 

分 解 能：第１出力 約1/50000、第２出力 約1/30000 

更新周期：約0.1秒 

絶  縁：内部回路と絶縁(20MΩ以上･500VDC)､伝送信号出力間も絶縁

[通信インターフェイス] 

    通信点数：最大２点(COM1は背面ﾎﾟｰﾄ、COM2は背面と前面切換使用) 

通信種類：RS-232C,RS-422A,RS-485(COM2はRS-422Aなし) 

プロトコル：MODBUS(RTU)/ MODBUS(ASCII)/旧ＤＰ対応ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

絶  縁：内部回路と絶縁(20MΩ以上･500VDC)､COM1/2間は非絶縁 

[伝送器用電源] 

電源仕様：24VDC 最大30mA 
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表１－１．測定レンジ・精度定格（熱電対 [ 標準レンジ ]） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準動作条件における測定レンジ換算精度。基準点補償精度を含まず。 

B､R､S､N､K､E､J､T : IEC584､JIS C 1602-1995､JIS C1605-1995 

WRe5-WRe26､W-WRe26､NiMo-Ni､PlatinelⅡ､CR-AuFe､PtRh40-PtRh20 : ASTM Vol.14.03 

U(Cu-CuNi)､L(Fe-CuNi) : DIN43710 

 

表１－２．測定レンジ・精度定格（熱電対 [ ＤＰ互換レンジ ]） 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準動作条件における測定レンジ換算精度。基準点補償精度を含まず。 

 

入力種類 測定レンジ 精度定格 例外規定 

Ｂ    0.0 ～ 1820.0 ℃ 
   0 ～ 400 ℃：規定せず 

 400 ～ 800 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit 

Ｒ 
   0.0 ～ 1760.0 ℃ 

   0.0 ～ 1200.0 ℃ 

Ｓ    0.0 ～ 1760.0 ℃ 

   0 ～ 400 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit  

Ｎ    0.0 ～ 1300.0 ℃  

Ｋ 

-200.0 ～ 1370.0 ℃ 

   0.0 ～  600.0 ℃ 

-200.0 ～  300.0 ℃ 

  -200 ～ 0 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit 

  または±60μV相当値のいずれか大きい方 

Ｅ 

-270.0 ～ 1000.0 ℃ 

   0.0 ～  700.0 ℃ 

-270.0 ～  300.0 ℃ 

-270.0 ～  150.0 ℃ 

  -270 ～ 0 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit 

  または±80μV相当値のいずれか大きい方 

Ｊ 

-200.0 ～ 1200.0 ℃ 

-200.0 ～  900.0 ℃ 

-200.0 ～  400.0 ℃ 

-100.0 ～  200.0 ℃ 

  -200 ～ 0 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit 

  または±80μV相当値のいずれか大きい方 

Ｔ 
-270.0 ～  400.0 ℃ 

-200.0 ～  200.0 ℃ 

  -270 ～ 0 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit 

  または±40μV相当値のいずれか大きい方 

Ｕ -200.0 ～  400.0 ℃ 
  -200 ～ 0 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit 

  または±40μV相当値のいずれか大きい方 

Ｌ -200.0 ～  900.0 ℃   -200 ～ 0 ℃：±0.2 ％FS ±1 digit 

WRe5-WRe26    0.0 ～ 2310.0 ℃  

W-WRe26    0.0 ～ 2310.0 ℃    0 ～ 400 ℃：±0.3 ％FS ±1 digit 

NiMo-Ni  -50.0 ～ 1410.0 ℃  

PlatinelⅡ 
   0.0 ～ 1390.0 ℃ 

   0.0 ～  600.0 ℃ 

±0.1 ％FS ±1 digit 

 

CR-AuFe    0.0 ～  280.0 Ｋ 
    0 ～ 20 Ｋ：±0.5 ％FS ±1 digit 

   20 ～ 50 Ｋ：±0.3 ％FS ±1 digit 

PR5-20    0.0 ～ 1800.0 ℃ 
   0 ～ 100 ℃：規定せず 

 100 ～ 200 ℃：±0.5 ％FS ±1 digit 

熱 

 

 

 

電 

 

 

 

対 

PtRh40-PtRh20    0.0 ～ 1880.0 ℃ 

±0.2 ％FS ±1 digit 

   0 ～ 400 ℃：±1.5 ％FS ±1 digit 

 400 ～ 800 ℃：±0.8 ％FS ±1 digit 

入力種類 測定レンジ 精度定格 例外規定 

WWRe5-26    0.0 ～ 2320.0 ℃ 

WWRe0-26    0.0 ～ 2320.0 ℃   0 ～ 400 ℃：±0.3 ％FS ±1 digit 

Ni-NiMo    0.0 ～ 1310.0 ℃ 

Platinel 
-100.0 ～ 1390.0 ℃ 

-100.0 ～  600.0 ℃ 

±0.1 ％FS ±1 digit 

熱 

 

電 

 

対 

PR20-40    0.0 ～ 1880.0 ℃ ±0.2 ％FS ±1 digit 
  0 ～ 400 ℃：±1.5 ％FS ±1 digit 

400 ～ 800 ℃：±0.8 ％FS ±1 digit 

 



 - 132 -

 

表１－３．測定レンジ・精度定格（直流電圧、直流電流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準動作条件における測定レンジ換算精度。 

 

表１－４．測定レンジ・精度定格（測温抵抗体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準動作条件における測定レンジ換算精度 

Pt100 : IEC751(1995)､JIS C 1604-1997 

旧Pt100 : IEC751(1983)､JIS C 1604-1989､JIS C 1606-1989 

JPt100 : JIS C 1604-1981､JIS C 1606-1986 

 

 

表２．基準点補償精度 

入力種類 周囲温度：２３℃±１０℃ 周囲温度：左記以外の範囲 

Ｋ、Ｅ、Ｊ、Ｔ、Ｎ、PlatinelⅡ ±０．５℃ ±１．０℃ 

上記以外 ±１．０℃ ±２．０℃ 

測定入力０℃における補償精度。測定入力０℃以外の場合は、上記相当値（起電力換算）を補償精度とする。 

 

 

入力種類 測定レンジ 精度定格 例外規定 

直流電圧 

  -10 ～  10 mV 

  -20 ～  20 mV 

  -50 ～  50 mV 

-100 ～ 100 mV 

  -5 ～   5  V 

 -10 ～  10  V 

±0.1 ％FS ±1 digit  

直流電流    0 ～  20 mA ±0.1 ％FS ±1 digit  

入力種類 測定レンジ 精度定格 例外規定 

-200.0 ～  850.0 ℃ 

-200.0 ～  400.0 ℃ 

-200.0 ～  300.0 ℃

-200.0 ～  200.0 ℃ 

±0.1 ％FS ±1 digit 
Pt100 

-100.0 ～  100.0 ℃ ±0.2 ％FS ±1 digit 

 

-200.0 ～  649.0 ℃ 

-200.0 ～  400.0 ℃ 

-200.0 ～  300.0 ℃

-200.0 ～  200.0 ℃ 

±0.1 ％FS ±1 digit 
旧 Pt100 

-100.0 ～  100.0 ℃ ±0.2 ％FS ±1 digit 

 

-200.0 ～  649.0 ℃ 

-200.0 ～  400.0 ℃ 

-200.0 ～  300.0 ℃

-200.0 ～  200.0 ℃ 

±0.1 ％FS ±1 digit  
JPt100 

-100.0 ～  100.0 ℃ ±0.2 ％FS ±1 digit  

Pt50 -200.0 ～  649.0 ℃ ±0.1 ％FS ±1 digit  

測 

 

温 

 

抵 

 

抗 

 

体 

Pt-Co    4.0 ～  374.0 Ｋ ±0.2 ％FS ±1 digit 
    4 ～ 20 Ｋ：±0.5 ％FS ±1 digit 

   20 ～ 50 Ｋ：±0.3 ％FS ±1 digit 
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１８．パラメータ一覧表 
 

※「通常モード」でのパラメータです。「ＤＰ互換」時には一部のパラメータが非表示または省略となります。 

モード０ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

ＳＶ ０．０  入力スケール 最小値 ～ 最大値 
実行中のＳＶと時間 

時間 ０００：００  ０００：００ ～ ９９９：５９ 

勾配 ０．０００  －９９．９９９ ～ ９９．９９９ 
実行中の勾配と時間 

時間 ０００：００  ０００：００ ～ ９９９：５９ 

ＳＶ補正値 ０．００  －９９９．９９ ～ ９９９．９９ 

ＳＶ補正タイプ ＮＯＷ ＳＴＥＰ  ＡＬＬ ＳＴＥＰ、ＮＯＷ ＳＴＥＰ 

Ｐ（％） ５．０  ０００．０ ～ ９９９．９ 

Ｉ（Ｓ） ６０  ００００ ～ ９９９９（０は、∞） 

Ｄ（Ｓ） ３０  ００００ ～ ９９９９（０は、OFF） 

不感帯（％） ０．０  ０．０ ～ ９．９ 

A.R.W. H（％） ５０．０  ０．０ ～ １００．０ 

A.R.W. L（％） －５０．０  －１００．０ ～ ０．０ 

実行中のＰＩＤ 

出力プリセット（％） ５０．０  －１００．０ ～ １００．０ 

Ｐ（％） ５．０  ０００．０ ～ ９９９．９ 

Ｉ（Ｓ） ６０  ００００ ～ ９９９９（０は、∞） 

Ｄ（Ｓ） ３０  ００００ ～ ９９９９（０は、OFF） 

不感帯（％） ０．０  ０．０ ～ ９．９ 

A.R.W. H（％） ５０．０  ０．０ ～ １００．０ 

A.R.W. L（％） －５０．０  －１００．０ ～ ０．０ 

実行中の第２出力ＰＩＤ 

出力プリセット（％） ０．０  －１００．０ ～ １００．０ 

ＡＬ１ ３０００．０  

ＡＬ２ -１９９９．９  

ＡＬ３ ３０００．０  

ＡＬ４ -１９９９．９  

ＡＬ５ ３０００．０  

ＡＬ６ -１９９９．９  

ＡＬ７ ３０００．０  

実行中の警報 

ＡＬ８ -１９９９．９  

-９９９９．９ ～ ９９９９．９ 

（絶対値偏差上限・下限は 

０．０ ～ ９９９９．９） 

 

Ｈ（％） １００．０  ０．０ ～ １０５．０ 実行中の出力リミッタ 

（出力スケール） Ｌ（％） ０．０  －５．０ ～ １００．０ 

ＵＰ（％） １００．０  ０．０１ ～ １００．００ 実行中の 

出力変化量リミッタ ＤＯＷＮ（％） -１００．０  －１００．００ ～ －０．０１ 

Ｈ（％） １００．０  ０．０ ～ １０５．０ 実行中の第２出力 

リミッタ（出力スケール） Ｌ（％） ０．０  －５．０ ～ １００．０ 

ＵＰ（％） １００．０  ０．０１ ～ １００．００ 実行中の 

第２出力変化量リミッタ ＤＯＷＮ（％） -１００．０  －１００．００ ～ －０．０１ 

実行中のマスフローＳＶ ０．０  －５．０ ～ １０５．０ 

実行中のセンサ補正 ０．００  －９９９．９９ ～ ９９９．９９ 
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モード１ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

運転操作キーロック ＵＮＬＯＣＫ  ＵＮＬＯＣＫ、ＬＯＣＫ 

警報出力解除 －  全解除、AL1-4 解除、AL5-8 解除、AL1～8

オートチューニング ＥＮＤ  ＡＴ１、ＡＴ２、ＡＴ３、ＡＴ４、ＡＴ５、ＡＴ６ 

Ｐ Ｖ ホ ー ル ド 解除  実行、解除 

Ｓ Ｖ ホ ー ル ド 解除  実行、解除 

調節形態の変更 ＰＲＯＧ  ＰＲＯＧ、ＣＯＮＳＴ 

復電時の動作 ＣＯＮＴＩＮＵＥ  ＣＯＮＴＩＮＵＥ、ＲＥＳＥＴ 

プログラム駆動方式 ＫＥＹ  ＫＥＹ、ＥＸＴ、ＣＯＭ、ＳＬＡＶＥ 

パターン選択方式 ＫＥＹ  ＫＥＹ、ＥＸＴ、ＣＯＭ 

時間表示方式 ステップ経過  
ステップ経過、パターン経過、 

ステップ残り、パターン残り 

グラフ表示メモリ 最大 入力ｽｹｰﾙ最大値  入力スケール 最小値 ～ 最大値 

グラフ表示メモリ 最小 入力ｽｹｰﾙ最小値  入力スケール 最小値 ～ 最大値 

モード２ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

終了時出力 ＯＵＴ１／２ ＣＯＮＴＲＯＬ  ＣＯＮＴＲＯＬ、ＣＯＮＳＴ 

出力値（％） ＯＵＴ１／２ ---- (CONSTは 0.0)  ----、－５．０ ～ １０５．０ 

リンク先 ０  ０ ～ ２００ 

リセット時ＳＶ ０．０  入力スケール 最小値 ～ 最大値 

パターン設定方法 ＳＶ／時間  ＳＶ／時間、勾配／時間 

パターンリピート回数 ０  ０ ～ ９９９９ 

スタートＳＶ ０．０  入力スケール 最小値 ～ 最大値 パターン設定 

（ステップ０） 時間(H:M／M:S) SV_START  SV_START、PV_START 

ＳＶまたは勾配 
ＳＶ：０．０ 

勾配：０．０００ 
 

ＳＶ：入力スケール 最小値 ～ 最大値 

勾配：－９９．９９９～９９．９９９ 

時間(H:M／M:S) 000:00、000:01  000:00～999:59、END、CIRCLE 

リピート回数 ―  ―、０、１～９９ 

ｻｰｸﾙｽﾃｯﾌﾟ ―  ―、０．００～９９９．９９ 

PID（第 1／第 2出力） ０（ｽﾃｯﾌﾟ１は１）  ０、１～８、９ 

警報（基本及び拡張） ０（ｽﾃｯﾌﾟ１は１）  ０、１～８ 

出力ﾘﾐｯﾄ（％） 

（第１及び第２出力） 
０（ｽﾃｯﾌﾟ１は１）  ０、１～８、９ 

変化量ﾘﾐｯﾄ（％） 

（第１及び第２出力） 
０（ｽﾃｯﾌﾟ１は１）  ０、１～８、９ 

センサ補正 ０（ｽﾃｯﾌﾟ１は１）  ０、１～８ 

実温度補償 ＯＦＦ  ＯＦＦ、１～８ 

待ち時間警報 ０（ｽﾃｯﾌﾟ１は１）  ０、１～８ 

パターン設定 

（ステップ１～１９９） 

マスフローＳＶ ０（ｽﾃｯﾌﾟ１は１）  ０、１～８ 

種類 ALL_OFF  ALL_OFF、ALL_ON、No.1～30 

位相 正  正、逆 
タイムシグナル 

（No.1～28） 
繰返し 無  無、有 
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モード３ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

Ｐ（％） ５．０  ０００．０ ～ ９９９．９ 

Ｉ（Ｓ） ６０  ００００ ～ ９９９９（０は、∞） 

Ｄ（Ｓ） ３０  ００００ ～ ９９９９（０は、OFF） 

A.R.W H（％） ５０．０  ０．０ ～ １００．０ 

A.R.W L（％） －５０．０  －１００．０ ～ ０．０ 

不感帯（％） ０．０  ０．０ ～ ９．９ 

ＰＩＤ 

(No.1～8。No.9-1～9-8) 

出力ﾌﾟﾘｾｯﾄ（％） ５０．０  －１００．０ ～ １００．０ 

ＳＶゾーン 

（ＰＩＤ用） 

入力ｽｹｰﾙ最小～最大

間を均等８分割 
 入力スケール 最小 ～ 最大 

Ｐ（％） ５．０  ０００．０ ～ ９９９．９ 

Ｉ（Ｓ） ６０  ００００ ～ ９９９９（０は、∞） 

Ｄ（Ｓ） ３０  ００００ ～ ９９９９（０は、OFF） 

A.R.W H（％） ５０．０  ０．０ ～ １００．０ 

A.R.W L（％） －５０．０  －１００．０ ～ ０．０ 

不感帯（％） ０．０  ０．０ ～ ９．９ 

出力ﾌﾟﾘｾｯﾄ（％） ０．０  －１００．０ ～ １００．０ 

第２出力ＰＩＤ 

(No.1～8。No.9-1～9-8) 

出力ｷﾞｬｯﾌﾟ（％） ０．０  －１００．０ ～ １００．０ 

ＳＶゾーン 

（第２出力ＰＩＤ用） 

入力ｽｹｰﾙ最小～最大

間を均等８分割 
 入力スケール 最小値 ～ 最大値 

AT スタート方向 ＵＰ  ＵＰ、ＤＯＷＮ 

POINT（No.1～8） No.1=ON,No.2～8=OFF  ＯＮ、ＯＦＦ 

オートチューニング２ 

実行ＳＶ（No.1～8） 

入力ｽｹｰﾙ最小値にｽｹｰﾙ

の 1/10 を加算した値～

同 8/10 を加算した値 

（入力ｽｹｰﾙの 1/10間隔）

 入力スケール 最小値 ～ 最大値 

AT スタート方向 ＵＰ  ＵＰ、ＤＯＷＮ 

POINT（No.1～8） No.1=ON,No.2～8=OFF  ＯＮ、ＯＦＦ オートチューニング３ 

実行ＳＶ（No.1～8） 各ＳＶゾーンの中央値  各ポイントＮｏ．のＳＶゾーン範囲 

AT スタート方向 ＵＰ  ＵＰ、ＤＯＷＮ 

POINT（No.1～8） No.1=ON,No.2～8=OFF  ＯＮ、ＯＦＦ 

オートチューニング５ 

実行ＳＶ（No.1～8） 

入力ｽｹｰﾙ最小値にｽｹｰﾙ

の 1/10 を加算した値～

同 8/10 を加算した値 

（入力ｽｹｰﾙの 1/10間隔）

 入力スケール 最小値 ～ 最大値 

AT スタート方向 ＵＰ  ＵＰ、ＤＯＷＮ 

POINT（No.1～8） No.1=ON,No.2～8=OFF  ＯＮ、ＯＦＦ オートチューニング６ 

実行ＳＶ（No.1～8） 各ＳＶゾーンの中央値  各ポイントＮｏ．のＳＶゾーン範囲 
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モード３（続き） 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

種類 
AL1,3,5,7=偏差上限

AL2,4,6,8=偏差下限
 

絶対値上限/下限、偏差上限/下限、絶対値

偏差上限/下限、変化率上限/下限、設定値

上限/下限、出力値上限/下限、制御ループ

異常、FAIL、待ち時間、エンド信号 

遅延 ２  １ ～ １０ 

不感帯 ２．００  ０．００ ～ ９９９．９９ 

判定ＣＨ ＣＨ１  ＣＨ１、ＣＨ２ 

待機有無 無  無、有 

ラッチ有無 無  無、有 

RESET 時動作 ＯＦＦ  ＯＦＦ、演算出力 

判定時間 
制御ﾙｰﾌﾟ異常時 

２００００ 
 ０ ～ ２００００ 

警報設定 

設定値 
AL1,3,5,7=3000.0 

AL2,4,6,8=-1999.9
 

－９９９９．９ ～ ９９９９．９ 

（絶対値偏差上限・下限は 

０．０ ～ ９９９９．９） 
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モード４ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

ＯＵＴ１ 逆  正、逆 
制御方向 

ＯＵＴ２ 正  正、逆 

ＯＵＴ１ 位置形  位置形、速度形 
アルゴリズム 

ＯＵＴ２ 位置形  位置形、速度形 

 制御周期（ｍＳ） １００  １００、２００、３００、５００ 

ＯＵＴ１ ０．０  －５．０ ～ １０５．０ 
ＰＶエラー上限時出力（％） 

ＯＵＴ２ ０．０  －５．０ ～ １０５．０ 

ＯＵＴ１ ０．０  －５．０ ～ １０５．０ 
ＰＶエラー下限時出力（％） 

ＯＵＴ２ ０．０  －５．０ ～ １０５．０ 

ＯＵＴ１ ０．０  －５．０ ～ １０５．０ 
ＣＰＵ異常時出力（％） 

ＯＵＴ２ ０．０  －５．０ ～ １０５．０ 

Ｈ １００．０  ０．０ ～ １０５．０ 出力リミット（％） 

(No.1～8、No.9-1～9-8) Ｌ ０．０  －５．０ ～ １００．０ 

ＵＰ １００．０  ０．０１ ～ １００．００ 変化量リミット（％） 

(No.1～8、No.9-1～9-8) ＤＯＷＮ －１００．０  －１００．００ ～ －０．０１ 

ＳＶゾーン 

（出力リミット・変化量リミット用） 

入力ｽｹｰﾙ最小～最

大間を均等８分割
 入力スケール 最小 ～ 最大 

手動出力リミット機能 有効  有効、無効 

パルス周期（Ｓ） ３０  １～１８０ 

更新タイプ 制御周期  制御周期、パルス周期 

ゼロ（％） ０．０  ０．０～９９．９ 

スパン（％） １００．０  ０．１～１００．０ 
 オンオフサーボ出力調整 

 ＦＢ設定 
不感帯（％） １．０  ０．３～５．０ 

加熱冷却選択 無  無、スプリット、冷却比例 

Ｄｉｒｅｃｔ ０．０  ０．０ ～ ６０．０ 
スプリット（％） 

Ｒｅｖｅｒｓｅ ４０．０  ４０．０ ～ １００．０ 

冷却Ｐ係数 ０．００  ０．００ ～ １０．００ 

Ｈ．Ｃ．ギャップ（％） ０．０  －１００．０ ～ １００．０ 

不感帯（％） ０．０  ０．０ ～ ９．９ 

カスケード 1次調節計出力先 ＯＦＦ  ＯＦＦ、出力１、出力２、伝送１、伝送２

ａ １．００  ０．００ ～ １．００ 

ｂ（％） ０．０  －１００．０ ～ １００．０ カスケード定数 

ｃ ０．００  ０．００ ～ １．００ 
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モード５ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

レンジ番号（測 定 レ ン ジ） ０５（Ｋ１）  「測定レンジ一覧」を参照 

基準点補償 ＩＮＴ  ＩＮＴ、ＥＸＴ 

単  位 ℃  ℃、Ｋ、％、ｍＶ、Ｖ、ｍＡ、ＢＬＫ 

リニアレンジ設定スパン（リニアレンジ入力時） （ＮＯＮＥ）  レンジにより異なる 

リニアレンジ設定ゼロ（リニアレンジ入力時） （ＮＯＮＥ）  レンジにより異なる 

スケール設定 最大（リニアレンジ入力時） （ＮＯＮＥ）  
－９９９９９ ～ ９９９９９ 

（小数点位置は小数点設定による） 

スケール設定 最小（リニアレンジ入力時） （ＮＯＮＥ）  
－９９９９９ ～ ９９９９９ 

（小数点位置は小数点設定による） 

リニア小数点 （ＮＯＮＥ）  ０～４ 

ＰＶ表示小数点 １  ０～４ 

デジタルフィルタ（Ｓ） ０．１  ０．０～９９．９ 

バーンアウト動作 ＵＰ  ＵＰ、ＤＯＷＮ、ＮＯＮＥ 

入力演算 無  開平演算、Ｌｏｇ１０演算 

センサ補正（No.1～8） ０．００  －９９９．９９ ～ ９９９．９９ 

モード６ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

ＳＴＰ→ＯＮ ０：００  ０：００ ～ ９９９：５９ タイムシグナル(No.1～30) 

（H:M または M:S） ＯＮ→ＯＦＦ １：００  ０：００ ～ ９９９：５９ 

実温度補償 ２０００．０  ０．１ ～ ９９９９．９ 
実温度補償(No.1～8) 

待時間警報 １：００  ０：００ ～ ９９９：５９ 

マスフローＳＶ(No.1～8)（％） 

No.1=  ０．０ 

No.2= １０．０ 

No.3= ２０．０ 

No.4= ３０．０ 

No.5= ４０．０ 

No.6= ５０．０ 

No.7= ６０．０ 

No.8= ７０．０ 

 －５．０ ～ １０５．０ 

モード７ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

ＣＨ１ ＰＶ  
ＮＯＮＥ、ＰＶ、ＳＶ、ＤＥＶ、 

ＭＶ１、ＭＶ２、ＭＦＢ、ＭＦ ＳＶ 
伝送種類 

ＣＨ２ ＰＶ  
ＮＯＮＥ、ＰＶ、ＳＶ、ＤＥＶ、 

ＭＶ１、ＭＶ２、ＭＦＢ、ＭＦ ＳＶ 

ＣＨ１ 入力ｽｹｰﾙ最大値  －９９９９．９ ～ ９９９９．９ 
伝送スケール 最大 

ＣＨ２ 入力ｽｹｰﾙ最大値  －９９９９．９ ～ ９９９９．９ 

ＣＨ１ 入力ｽｹｰﾙ最小値  －９９９９．９ ～ ９９９９．９ 
伝送スケール 最小 

ＣＨ２ 入力ｽｹｰﾙ最小値  －９９９９．９ ～ ９９９９．９ 
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モード８ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

ＣＯＭ２通信インターフェース ENG_PORT  ENG_PORT、PORT2(仕様により異なる) 

ＣＯＭ１ MODBUS RTU  
MODBUS RTU、MODBUS ASC、 

PRIVATE、PRIVATE(TS17) 

通信プロトコル 

ＣＯＭ２ MODBUS RTU  

MODBUS RTU、MODBUS ASC、 

PRIVATE、PRIVATE(TS17) 

※ただし、ENG_PORT 時は MODBUS のみ 

通信機能・種類 ＣＯＭ１／２ ＣＯＭＭ  ＣＯＭＭ、ＴＲＡＮＳ 

機器番号 ＣＯＭ１／２ 
RS-232C 時=NONE 

RS-485/422A 時=1
 ＮＯＮＥ、０ ～ ９９ 

通信速度（ｂｐｓ） ＣＯＭ１／２ １９２００  2400、4800、9600、19200、38400 

通信キャラクタ ＣＯＭ１／２ ８Ｎ１  
7N1、7N2、7E1、7E2、7O1、7O2、 

8N1、8N2、8E1、8E2、8O1、8O2 

通信伝送種類 ＣＯＭ１／２ ＮＯＮＥ  
ＮＯＮＥ、ＰＶ、ＳＶ、ＤＥＶ、 

ＭＶ１、ＭＶ２、ＭＦＢ、ＭＦ ＳＶ 

モード１０ 

設  定  項  目 
初 期 値 

（工場出荷時） 
お客様の設定値 設  定  範  囲 

端子 4B～4F ＴＹＰＥ１  ＴＹＰＥ１、ＴＹＰＥ２ 

端子 4G 割付無し(NONE)  

ＤＩ構築 
端子 4H,4I, 

5B～5I 

ﾊﾟﾀｰﾝ選択 BCD 

1,2,4,8,10,20, 

40,80,100,200 

 

PV,SV,MAN 操作、警報解除、 

パターン選択ＢＣＤ、割付無し(NONE) 

端子 1B～1J, 

2B～2J 

タイムシグナル 

No.1～18 
 

ＤＯ構築 

端子 3B～3J,4J ステータス信号  

ステータス１、ステータス２、 

ハードステータス、パターン選択ＢＣＤ、

ステップ番号ＢＣＤ、タイムシグナル、 

警報(拡張)設定、割付無し 

タグ設定（タイムシグナル 1～28） なし  カナ、英数字 最大 10 文字 

ホーム画面 一括表示  
一括表示、バーグラフ、数値拡大、 

トレンド、ＤＯ表示、ＤＩ表示 

バックライト輝度 ４  １ ～ ４ 

言語 日本語(JAPANESE)  日本語(JAPANESE)、英語(ENGLISH) 

日付表示フォーマット YYYYMMDD  
YYMMDD、MMDDYY、DDMMYY、 

YYYYMMDD、MMDDYYYY、DDMMYYYY 

日付区切り文字 「／」  「／」、「－」、「．」 

出力設定方式 出力リミット  出力リミット、出力スケール 

タイムシグナル・警報のＦＡＳＴ時動作 
ﾀｲﾑｼｸﾞﾅﾙ  OFF 

警報    保持 
 

タイムシグナル／警報 

ＯＦＦ ／ ＯＦＦ、保持 ／ ＯＦＦ 

ＯＦＦ ／ 保持、保持 ／ 保持 

運転画面自動復帰 有  無、有 

トレンド １ＤＩＶ 表示範囲（ｍｉｎ） １０  １、２、５、１０、２０、３０、６０ 

時間単位 時：分  時：分、分：秒 
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１９．運転・設定画面一覧 

 

 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

  

  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 社 〒173-8632 東京都板橋区熊野町３２－８  TEL(03)3956-2111(大代)  FAX(03)3956-6762  
  

東 京 支 店 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８

  TEL(03)3956-2205(代) FAX(03)3956-2477 

東 京 営 業 所 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８

  TEL(03)3956-2401(代) FAX(03)3956-2477 

立 川 営 業 所 〒190-0023 立川市柴崎町 3-11-4（千代田生命立川ビル）

  TEL(042)521-3081(代) FAX(042)521-3082 

千 葉 営 業 所 〒260-0016 千葉市中央区栄町４２－１１（日本企業会館）

  TEL(043)224-8371(代) FAX(043)227-5131 

川 崎 営 業 所 〒210-0024 川崎市川崎区日進町７－１（川崎日進町ビル）

  TEL(044)200-9300(代) FAX(044)200-9301 

厚 木 営 業 所 〒243-0018 厚木市中町 3 - 1 5 - 4 （厚木 N I ビル）

  TEL(046)295-9100(代) FAX(046)295-9105 

北 部 支 店 〒330-0802 さいたま市大宮区宮町 2-81（日本生命大宮アネックス）

  TEL(048)643-4641(代) FAX(048)643-3687 

大 宮 営 業 所 〒330-0802 さいたま市大宮区宮町 2-81（日本生命大宮アネックス）

  TEL(048)643-4641(代) FAX(048)643-3687 

札 幌 営 業 所 〒060-0807 札幌市北区北七条西 2-20（東京建物札幌ビル）

  TEL(011)757-9141(代) FAX(011)758-8727 

仙 台 営 業 所 〒980-0811 仙台市青葉区一番町 1-17-24（高裁前ビル）

  TEL(022)227-0581(代) FAX(022)227-0583 

新 潟 営 業 所 〒950-0087 新潟市中央区東大通 1-2-30（住友生命新潟ビル）

  TEL(025)243-2191(代) FAX(025)243-7619 

前 橋 営 業 所 〒371-0024 前橋市表町２－２－６（前橋第一生命ビル）

  TEL(027)221-6611(代) FAX(027)221-6011 

水 戸 営 業 所 〒310-0011 水戸市三の丸１－４－７３（水戸三井ビル）

  TEL(029)224-9151(代) FAX(029)231-5576 

    

ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業部 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８

  TEL(03)3956-2282 FAX(03)3956-8308 

海外事業推進部 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８

  TEL(03)3956-2171 FAX(03)3956-0915 

民生機器営業部 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８

  TEL(03)3956-2131 FAX(03)3956-8767 

    

 

 
 

大 阪 支 店 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-101（大同生命江坂ビル）

  TEL(06)6385-7031(代) FAX(06)6386-7202 

大 阪 営 業 所 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-101（大同生命江坂ビル）

  TEL(06)6385-7031(代) FAX(06)6386-7202 

大 津 営 業 所 〒520-0043 大津市中央 3 - 1 - 8 ( 大津第一生命ビル)

  TEL(077)526-2781(代) FAX(077)526-4549 

岡 山 営 業 所 〒700-0984 岡山市桑田町１８－２８(明治安田生命岡山桑田町ﾋﾞﾙ)

  TEL(086)223-2651(代) FAX(086)223-1525 

高 松 営 業 所 〒760-0023 高松市寿町２－２－１０（高松寿町プライムビル）

  TEL(087)822-5531(代) FAX(087)822-0016 

広 島 営 業 所 〒732-0827 広島市南区稲荷町４－１（住友生命広島ビル）

  TEL(082)261-4231(代) FAX(082)264-2377 

福 岡 営 業 所 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 1-15-20(ＥＭＥ博多駅前ビル)

  TEL(092)481-1951(代) FAX(092)481-1954 

北九州営業所 〒802-0081 北九州市小倉北区紺屋町 13-1（毎日西部会館ビル）

  TEL(093)531-2081(代) FAX(093)521-2984 

名 古 屋 支 店 〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1(名古屋国際ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ)

  TEL(052)581-7595(代) FAX(052)561-2683 

名古屋営業所 〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1(名古屋国際ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ)

  TEL(052)581-7595(代) FAX(052)561-2683 

静 岡 営 業 所 〒420-0853 静岡市葵区追手町２－１２（静岡安藤ビル）

  TEL(054)255-6136(代) FAX(054)255-6137 

富 山 営 業 所 〒930-0004 富山市桜橋通り２－２５（第一生命ビル）

  TEL(076)441-2096(代) FAX(076)441-2098 

   

    

    

藤 岡 事 業 所 〒375-8505 群 馬 県 藤 岡 市 森 １

  TEL(0274)42-2111(代) FAX(0274)42-2115 

久 喜 事 業 所 〒346-0028 埼玉県久喜市河原井町18(久喜菖蒲工業団地4-2号)

  TEL(0480)23-2511(代) FAX(0480)23-2514 

   

    

    

   

   

 
  

 

 

 

         Printed in Japan 

 

CHINO CORPORATION 

 製品に関するお問い合わせは 

コールセンター(お客様製品相談室)  0120-41-2070
 または最寄りの支店・営業所、代理店までご連絡下さい。 
 ※お問い合わせ時は形式コードと製造番号をお手元にご用意下さい。 
【受付時間】月曜日～金曜日（祝日、弊社休業日を除く）9：00～12：00／13：00～18：00


